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　プロローグ








　午後の執しつ務む時間帯。空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン執務室。

　まさかこんなことになるとは……

　空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダー──フロン・フラメルは手元の書類に眼めを通していた。それは浮ふ遊ゆう都市連合本部──全すべての浮遊都市に対し、絶大な権力を誇ほこる──教皇浮遊都市《ベベル》からの緊きん急きゆう通信だ。




　──ファルス級強行偵てい察さつ型飛空艇ていが、学園浮遊都市《ミストガン》の予定航路付近で消息を絶った。詳しよう細さいを調査せよ。なお、該がい当とう空域周辺では、変キ異メ種ラの存在が確かく認にんされている。注意されたし




　そこには、このように記き載さいされていた。本プ物ロの空戦魔導士が搭とう乗じようする《ベベル》の偵察艇が消息を絶つ事態。先日交流学校で入手した《メルキア》からの、厄やつ介かいな性質を持つ変キ異メ種ラの報告。

　フロンの中で、この二つの事実が結び付く。まずいことになったわね……

　そのとき部屋がノックされる音。フロンが書類から眼を離はなす。

「入っていいわよ」

　ドアが開くとそこには、黒くろ髪かみのポニーテールに薄うす紫むらさき色のリボンをした少女。空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン本科二年──クロエ・セヴェニーの姿があった。

「失礼します。……お呼びでしょうか、空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダー」

「ええ。クロエ、これに眼を通してちょうだい」

　フロンから渡わたされた指令書を、クロエが手に取る。

　通常、《ベベル》から各学園浮遊都市へは、指令書という形で指示が出される。だが候補生ということも鑑かんがみ、それは空域航路の巡じゆん回かいに関する、Ｃランクのものが主だ。

　重要度が格段に上がる、Ｂランク以上の指令が来ることは稀まれだった。

「特Ａランクの指令書のようですが、わたしが拝見させて頂いてもよろしいんですか？」

「かまわないわ。どの道、あなたからの協力が得られなければ、この話は進まないの」

　一読し、クロエが険しい表情を浮うかべる。

　主おもな移動手段が飛空艇となっている現在、最さい新しん鋭えいの飛空艇は特に重宝される。ファルス級強行偵察型飛空艇は、最さい先せん端たん技術を駆く使しした最高水準の戦せん闘とう用大型飛空艇であり、《ベベル》が所持する機動戦力だ。

　運航用よう途とについては極ごく秘ひとされている。が、噂うわさによると、魔ま甲こう蟲ちゆうに支配されたアルメキア大陸の調査に用いられているらしい。それが《ミストガン》の航路付近で消息を絶ったのは……特別な事情があるのだろう。

「次にこれを見てちょうだい」

　そう言ってフロンは、魔術的に投とう影えいされたディスプレイをクロエに見せた。

「交流学校の魔甲蟲対策協議において、《メルキア》から提出された資料よ」

「こ、これは……っ！」

「どうもこの二つの事象が確認された空域が、《ミストガン》の航路付近にあるらしいのよね」

　ディスプレイには、紺こん色いろのマントを纏まとった二個小隊規模の集団──おそらくは《ベベル》の強行偵察隊の空士が変キ異メ種ラたちと戦闘する光景があった。戦闘中に撮さつ影えいしたとは考えにくいから、《メルキア》の哨しよう戒かい部隊が、遠方から撮影した動画だろう。

　クロエが見る限りでは、《ベベル》の空士たちのほうが優勢だ。組織だった攻こう撃げきを繰くり出し、変キ異メ種ラたちを効果的に殲せん滅めつしようとしている。

　この戦いで特筆すべきは、いままで見たことのない変キ異メ種ラが戦闘していることだ。その数──三体。巨きよ大だいな鎌かまを持つ青い近接戦闘型変キ異メ種ラ、背に長砲ほう身しんの砲ほう撃げき機構を備えた紅あかい砲ほう戦せん型変キ異メ種ラ、クジラのように胴どう長ながで白い母体型変キ異メ種ラが確認できる。

　通常、変キ異メ種ラが群れをなして戦うことなどあり得ない。

　だが、ディスプレイには同じ空域に三体の変キ異メ種ラの姿が映っていた。三体の変キ異メ種ラ相手に、二個小隊では心もとない。しかし、強行偵察隊は怯ひるまず、連れん携けい戦術で応戦した。

『デルタ６シツクス、連携を崩くずすな……っ！』

『チャリー４フオー、援えん護ご射撃を頼たのむ……っ！』

『気をつけろ、デルタ２ツーが撃げき墜ついされた……っ！』

『こちらマイク３スリー、俺がやる……っ！』

　特務は仲間に犠ぎ牲せいを出しながらも、蜂はち型小型種を撃破。続いて、変キ異メ種ラの体表に露ろ出しゆつしている黒い結けつ晶しよう体──黒こく晶しようを破は壊かいした。黒晶を砕くだかれた二体の変キ異メ種ラが粒りゆう子し状になって分解されていく。

　そして最後に残った母体型変キ異メ種ラに、止とどめを刺さそうとする。

　これで《ベベル》の強行偵察部隊の勝利だ。

　だが、次の瞬しゆん間かん。クロエの瞳ひとみは驚きよう愕がくに見開かれた。
















　なぜなら撃破されたはずの二体の変キ異メ種ラが、突とつ如じよとしてモニターに現れ、強行偵察隊に襲おそいかかったからだ。

　理由はわからない。

　しかし、瞬間再生したとしか思えない。

　報告書で眼を通したレアルのものとは、一線を画すチカラだ。相手の急所を貫つらぬけば、強力な回復力を持つ変キ異メ種ラとて死し滅めつするはずである。

　だというのに……

『馬ば鹿かな……っ！　確実に致ち命めい傷しようを与あたえて撃墜したはずだぞ……っ！』

『落ち着け、状じよう況きようを整理しろ……ぐああぁぁっ！』

『くそ……っ！　チャリー４がやられた……っ！　変キ異メ種ラの形状が先さき程ほどとは若じやつ干かん変わってるぞ……っ！』

　不意を打たれた強行偵察隊は、散り散りになって撤てつ退たいしようとする。哨戒部隊の撮影者も身に危険を感じたのだろう。すぐさま撤退に移ろうとした。が、砲戦型変キ異メ種ラによる砲撃が撮影者へ向かって放たれ、大量のノイズとともに映像が途と切ぎれる。

　三体の変キ異メ種ラ。謎なぞの完全復活と進化。

　一通り映像を見終えると、フロンがおもむろに口を開く。

「クロエ、申し訳ないんだけど……」

「空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダー、心得ています」

　心中を察したクロエが、天使のように微笑ほほえんでみせた。

「空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーがわたしを信しん頼らいしてこの情報を話してくれたように、わたしも空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーのことを信頼しています。カナタを除く特務全員、本格的な戦闘に向けて調整をしておきます」

「クロエ……」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。なにかあったらこの《寂滅姫ニルヴアーナ》が責任を取りますから」

　恭うやうやしく胸むな元もとに手を当てて、宮きゆう廷てい風のお辞じ儀ぎをしてみせるクロエ。どんなときも自分を支えてくれるクロエの存在に、フロンが口の端はをつりあげた。

「……馬鹿ね。そのときは空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーであるわたしが責任を取るに決まっているでしょ」

　これから起こりうる事態への覚かく悟ごを固める。

　そのあと、フロンは尋たずねた。

「そういえば、カナタ・エイジが教官を務める小隊はどうしているのかしら？」

「ふふっ、今度のランキング戦に向けて一いつ生しよう懸けん命めい練習してますよ」

「そう。一生懸命、ね。……あの子も一生懸命に練習するのかしら」

　あの子……？　声に出さず、クロエが胸中でつぶやいた。その言葉が誰だれを指しているのか、クロエには思い当たる節があった。

「信じられないことに、交流戦ではＦランク小隊が勝利したのよね」

「はい。ユーリ以外にも、全員が活かつ躍やくしていましたよ」

「ユーリ以外にも、ね。……たしかＥ６０１小隊のランキング戦は、今週末だったわね」

「……ええ、そうですけど」

「どうかしたの？」

「いえ、なんでもありません。ただ……」

　ランキング戦の日取りなんて口にしていない。なのに、空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーが知っている。それはつまり──

「ただ、どうしたのよ？」

「ふふっ、空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーのためにもがんばらなくちゃと思っただけですよ」

　きょとんとするフロンと幾いくつかやりとりをし、クロエは退室した。立場上、素す直なおになれないフロン。そんな彼女のためにも、必ずこの任務を成し遂とげてみせると胸に誓ちかって……







　第一章　ひとかけらの憂ゆう慮りよ








《ミストガン》上空高度四〇〇〇。第三訓練空域。

『押して参る……っ！』

　月の光を集めたかのように輝かがやく、銀色の髪かみをした少女──ブレア・アイゼナッハが蒼そう穹きゆうの空を駆かけ抜ぬける。

　飛行魔術を発動した彼女の視線の先には、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少女──レクティ・アイゼナッハの姿があった。

『受けて立ちます、ブレアさん……っ！』

　敵味方に分かれた、両者の魔ま双そう剣けんが激しく鬩せめぎ合う。

　現在、Ｅ６０１小隊は、二チームに分かれて演習を行っている。

　演習内容はＢ８。劣れつ勢せいな状じよう況きよう下かで、どう突とつ破ぱ口こうを切り開くかが課題だ。

　メインとなる劣勢側の勢力は、リコ、レクティのチーム。

　優勢側の勢力は、ミソラ、ユーリ、ブレア、アルケナル級飛翔標的ダミーバードのチーム。

　壮そう絶ぜつな剣けん戟げきをぶつけあうレクティ。耳元につける通信結晶が鳴った。

『レクティ、援えん護ごするぞ』

『了りよう解かいですリコさん……っ！』

　剣戟の刹せつ那なを縫ぬい、レクティがばっと間合いを取った。その瞬間、鋭するどい銃じゆう撃げきが三射。ブレアへと襲いかかる。

『く……っ！』

　魔双剣をＸ字に交差して防ぼう御ぎよ。たまらずブレアは後方へ退く。

　後ろを一いち瞥べつし、レクティが告げる。

『ありがとうございますリコさん……っ！　絶ぜつ妙みようのタイミングでした……っ！』

『ふっ、わたしは女め神がみなのだから当然だ』

　そこにはビーナス像のような少女──リコ・フラメルの姿があった。

　自じ称しよう・女神のリコ。なぜ女神を名乗っているか知らない。が、彼女の援護射撃に助けられたことは数えきれない。

　掛かけ値ねなしに優ゆう秀しゆうな狙そ撃げき術。

　前衛のレクティにとって、なくてはならない存在だ。

　対して。リコたちを包囲しようとするミソラたちのチームはというと……

　艶つややかな紅く長い髪をした少女──ミソラ・ホイットテールが咎とがめる。

『ダメよブレア……っ！　周りと足並みを揃そろえなさい……っ！』

『むぅ、集団戦とは難しいものであるな』

　現在、ミソラは中衛から、前衛のユーリとブレアの指揮に専念していた。リコたちの動きに対応して、的確な指示を出すためである。

　濃のう紺こん色のさらっとした髪に、エメラルドブルーの瞳を持つ少女──ユーリ・フロストルが、ブレアをなだめようとする。

『落ち着いてください。みんなで包囲して、徐じよ々じよに相手を弱らせ……』

　言いかけ、前衛のユーリが不意に魔ま槍そうを振ふりかざした。

　その直後、リコが放った青白い魔ま力りよく弾だんが弾はじかれる。

　ユーリ狙ねらいではない。射線上にいたのは、中衛のミソラだ。

『正確な射撃、さすがリコさんですね……っ！』

　特務小隊ロイヤルガードの名に恥はじぬ機転を利きかせながら、ユーリは称しよう賛さんした。

　会話をする隙すきもあったものではない。

　そんな光景を上空から俯ふ瞰かんする者の姿があった。

　ま、ここまでは想定の範はん囲い内だな。

　漆しつ黒こくのサーフボードのような乗り物〈ホウキ〉に乗っている長身瘦そう軀くで黒髪の少年──カナタ・エイジが内心でつぶやいた。

　彼の役職は、空戦魔導士教官エキスパート。担当するＥ６０１小隊、通称Ｆランク小隊の隊員たちを教え導くことが職務だ。

『アルケナル級飛翔標的ダミーバードがそろそろ動きだすぞ。上う手まく戦えよ』

　あらかじめ組み込まれていたアルゴリズムに則のつとり、飛翔標的ダミーバードがリコとレクティの周囲を激しく飛び交かった。

　そして一瞬のうちに、状況が動き出す。

『ここで一気に仕し掛かけるわよ……っ！　ユーリさんとブレアは一気に間合いを詰つめて……っ！　あたしは二人の援護に回るから……っ！』

　ミソラたちのチームが一気に動く。

『包囲の一番薄うすいところを突破するぞ。わたしが狙そ撃げきで、ミソラたちの布ふ陣じんに穴をあける。その間、レクティはわたしの護衛を頼む』

　対たい抗こうするように、リコのチームが動いた。

　双方のチームが複雑に入り組む。

　さてと、ここが勝負どころかな。戦況の推移を見守るカナタが、注目する。レクティ一人で、ユーリとブレアの攻こう勢せいは支えきれないぜ。

　……案の定。攻勢の圧力に耐たえ切れず、レクティは瞬またたく間まに後衛のリコのもとへと押おし戻もどされた。

　ミソラを除く、全員が混戦の様相を呈ていする。

　普ふ段だんは後衛のリコまで、敵味方が入り混じる乱雑な戦いへと引き摺ずりこまれた。

　すると、リコが険しい表情を浮うかべる。乱雑な軌き道どう、周囲全すべてに気を配りながら戦うのは、予想以上に神経を使うらしい。それでも彼女は、ユーリとブレアの追つい撃げき、ミソラの砲ほう撃げき、たまにくるアルケナル級飛翔標的ダミーバードの体当たりも躱かわし続けた。

　ただ躱しているのではない。狙いがある。

　逃にげ回るリコの銃じゆう先さきには、視覚化された球形の魔力の塊かたまりが構築されていた。

　……魔銃戦技だな。カナタが察しをつける。リコの腕うでなら、すぐにミソラにでもぶつけて、状況を切り開くだろう。

『そのぅ……リコさん、わたしが背中を護まもります……っ！　あとはお願いします……っ！』

　リコの意を察したレクティが、リコの後ろから迫せまるユーリの相手をする。一時的にユーリとブレアの注意を引き、リコを狙撃に専念させるのが狙いだ。

　そして狙い通り、リコが狙撃するために静止した。その銃口の先には、離はなれた場所から砲撃を放ってくるミソラの姿。

　これで勝負はついたかな、とカナタは思った。

　だが、リコはすぐに引き金を絞しぼろうとはしない。

『ど、どうしたんですかリコさん……っ!?』

　焦あせったレクティが尋ねる。

『そ、そのぅ……ま、真ま面じ目めにやっていただけると……。あ、あのぅ……わ、わたしのチカラでは、ユーリさんとブレアさんの足止めをするにも限界が……』

『……わかってる』

　素っ気なく返事をするリコ。

　しかし、様子がおかしい。リコの持つ魔銃の銃口が震ふるえているのだ。その事実にカナタが気づいた瞬しゆん間かん──

『……くっ！』

　僅わずかな舌打ちとともに、リコが引き金を絞る。




　魔銃戦技──衝力壊射ベガバレツト




　必中撃げき墜ついを意図して放たれた戦技。しかし、放たれた青白い塊は周りの予想を裏切る。砲撃姿勢を取っていたミソラの脇わきをすり抜け、虚こ空くうを切り裂さくだけだった。

『は、外したの……？』

　ミソラがきょとんとする。

　同時に、上空から俯瞰していたカナタが険しい貌かおをした。

　リコが戦技を外してすぐに、レクティがユーリとブレアの圧力に耐え切れず、喉のど元もとに刃やいばを突つきつけられる。ここでカナタは判定を下くだした。

『うん、ここまで。ミソラチームの勝利だな』

　ミソラ、ユーリ、ブレアの三人がハイタッチで喜びを分かち合う。

　カナタがリコを見やる。普段と変わらぬ澄すまし貌のようで、しかしリコはどこか沈しずんだ表情を浮かべていた。

「むぅ、どうかしたのか？」

「お前、体調不良とかじゃねーよな？」

「訓練などいつもだるいが、それを言ったら休ませてくれるのか？」

　問われ、カナタは答えずに考え込む。

　身体からだに異常はないようだな。リコは重圧プレツシヤーに弱いってわけでもねーし。……そうか。なら混戦で魔銃戦技を外したのは──

「そんなにじろじろ見て、まさかわたしに惚ほれたんじゃないだろうな？」

「そんなんじゃねーよ……。でも、どうして見られてるのか、お前なら気づいてるんじゃねーのか？」

「………………」

「ま、いいや。そういやお前、千里眼の真骨頂、〝神憑きツヌグイ〟は使えるのか？」

「……よく知っているな」

「まーな。教官としては期待せずにはいられないほど、そのチカラは有名なんだよ」

「だが、あのチカラはわたしには不要だ。べつになくてもいいだろう」

「ふーん……」

　あれだけすごいチカラがなくてもいいね。そりゃお前の狙撃センスなら、〝神憑きツヌグイ〟がなくても充じゆう分ぶんな結果が出せるけど──

　一いつ旦たん話を切り上げ、カナタは自分の周囲を見やった。

「にしても……ずいぶんと見られてるもんだな」

　そこにはランクを問わず、様々な小隊の関係者が来ていた。Ｅ６０１小隊の訓練を見学に来ているのだ。

　先日の交流戦で勝利したことで、それまでの路ろ傍ぼうの石以下の扱あつかいが一転。裏切り者が率いるダークホースとして注目を集めているらしい。

　この日の訓練を一通り終えたあと、カナタはミソラたちを集合させた。円えん陣じんを組み、ミソラたちに指示を出す。

「今日はクールダウンしたら、解散してよし。お疲つかれさま。……ミソラ、あとは全部任せるぞ」

「？　あんたはどうするの？」

「なんだか知らねーけど、空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーから呼び出しがかかってるんだよ。最近はこれといった不ふ祥しよう事じも起こしてなかったはずなんだけどな」

「あ、あたしは……なにも不祥事起こしてないわよ……っ！」

「知ってるよ。せいぜいテストで赤点取るぐらいだろ」

「な、なんでそれを知ってんの……っ!?」

「教え子が赤点取ると、座学の教官を通じて、実技の教官まで連れん絡らくが来るんだよ……。そんじゃ俺はと」

　空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの執しつ務む室へ行こうとしたとき、カナタの制服の裾すそが摑つかまれた。そこには、俯うつむいたままのミソラの姿があった。

「？　どうしたんだよ？」

「あ、あのさ……今日の夜にブレアの歓かん迎げい会かいをするんだけど、あ、あんたも来ない……っ？」

　ミソラがおずおずと貌を上げながら言った。

　すると他の隊員からも、視線が注がれていることにカナタは気づく。

　どうやら……みんなが、カナタの参加を望んでいるらしい。

「じゃあ俺も行くことにするよ。そうだな……小隊室で待っててくれ」

　簡単な待ち合わせの約束をしたあと、カナタの〈ホウキ〉はゆっくりと《ミストガン》に降下していった。







　午後の実技訓練終しゆう了りよう後。空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン執務室。

「では大人数を投入しての通常捜そう索さくだと、変キ異メ種ラが警けい戒かいして姿を現さない可能性が高い。それに、接敵した際に撃墜されてしまう危険性があるということですね」

「そういうことになるわね。どの道、数頼だのみの候補生の集団では、仮に勝利できても犠ぎ牲せいが大きいわ。この事実を踏ふまえたうえで、哨しよう戒かい部隊には一段の警戒を促うながし、戦せん闘とうは全て特務小隊ロイヤルガードのみで──誰だれ……っ!?」

　鋭するどいフロンの視線が、執務室のドアへと向けられる。すると、ゆっくりドアが開き、カナタが姿を現した。

「なんだ、カナタか」

　ほっと安あん堵どしたクロエの声。

「呼び出しといて、なんだとはなんだ。つーか、そんなに俺を睨にらみつけるなよ」

「……部屋の外から盗ぬすみ聞ぎきしていたの、カナタ・エイジ？」

「さーな。なんのことだよ」

　飄ひよう々ひようとしたカナタの態度。盗み聞きされたかどうか、フロンには判断がつかなかった。

「まあいいわ。あなたを呼び出したのは、伝えるべき話が二つあるからよ。一点目は特別任務の関係で、ユーリ・フロストルはしばらくの間、特務小隊ロイヤルガードの活動に専念することになるわ。だから、Ｅ６０１小隊の小隊活動に参加できないことになる」

「……わかった」

「二点目は、リコ・フラメルを一時的に特務小隊ロイヤルガードで預かりの身とするわ。そのことを、リコ・フラメルに伝えておいてちょうだい。これは命令よ」

　つまり、リコが特別任務に参加するってことか。わざわざ命令と口にするあたり、俺に拒きよ否ひ権はないらしいな。

　リコは優ゆう秀しゆうだが、戦力としてはまだまだ発展途と上じようだ。すると必要とされるのは、リコが持つ固有スキル──『千里眼』だろう。

　おそらくは特務小隊ロイヤルガードが護衛に就つき、リコが千里眼で捜索するのだろう。通常、捜索活動は大規模な人数を動員して行うものだ。だが、敢あえて大人数で捜索しないのは、なにか事情があるからか。

　どうもキナ臭くさい話だな、とカナタは表情を曇くもらせる。

「どうしてあんたが伝えないんだ？　リコの姉だし、あんたとリコって同居してるんだろ」

　リコのプロフィールシートに、フロンと同居の旨むねが記き載さいしてあった。

「わたしは空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーとして命令しているの。空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーの命令は、然しかるべき伝達経路を通って、正式に受理されなければ効力は発揮しないわ」

「ずいぶんと形式ばった言い方だな。……あのさ、ひょっとしてリコと仲悪いの？」

「カ、カナタ……っ!?」

　傍かたわらで聞いていたクロエの表情が青ざめる。

「それは教官としての発言？　それともカナタ・エイジ個人としての発言かしら？」

「うーん、どっちかっつーと個人としての発言かな。ほら、あんたってなんだか妙みようにかたっ苦しいから、リコと相あい性しよう悪そうだし。なんだかさー、姉妹しまい仲悪そうじゃんか」

　その瞬間──シャキン……っ！

　フロンが腰こしにつけた剣帯から素す早ばやく抜ばつ刀とう。椅い子すから立ち上がり、サーベル状の魔ま剣けんをカナタの喉元へと突きつけ、睨みつける。

　猛もう禽きんのように鋭く、沸ふつ々ふつと怒いかりを滾たぎらせた瞳ひとみだ。

「へっ。その眼め、久しぶりに見たぜ」

　臆おくすることなく、カナタは不敵に微笑ほほえんでみせた。

「最近はデスクワークばっかで衰おとろえたと思ったんだけど、なかなかいい腕うでしてるじゃんか。もしやばい敵と戦うことになっても、まだまだ戦えそうだな。リコのことを気にかけるその姿勢も好印象。……もし困ったことがあるなら、俺も手を貸してやるよ」

「……裏切り者を頼たよるほど落ちぶれてはいないわよ。わたしには、クロエがいるわ」

　安い挑ちよう発はつに乗ってしまったものだ、とフロンは刃やいばを納めた。

　もとよりカナタは、フロンを試ためすつもりだったのだ。

「あとリコの件だけど、条件がある。リコが参加する捜索任務、俺も護衛として参加するよ」

「捜索任務なんて一言も伝えていないわよ……」

「わざわざリコに声がかかるってことは、千里眼が必要だっていうことだろ。しかも従来の大規模捜索じゃなくて、リコをメインにした少数精せい鋭えいによる捜索任務。大人数じゃないのは、なんか事情があるからだ。違ちがうか？」

「……………………」

「どれほど重要な任務に従事するかは知らない。だが、教え子が特別任務に従事する以上、それをサポートする。それが教官としての俺の役割だ。たしかさ、教官って最大限教え子の安全に配はい慮りよするんだろ。生徒手帳のどっかに書いてなかったっけ？」

　飄々としているようで、抜ぬけ目めがない。

　フロンがしぶしぶ口を開く。

「……空戦魔導士教官エキスパート規則第四条三項こう、安全配慮の義務」

「ああ、それのこと。俺だって特務小隊ロイヤルガードの一員だし、ついて行っていいよな？」

「……好きにしなさい。あなたも協力するなら、特別任務の内容は伝えておくわ。推測通り、あなたとリコに任されるのは捜索任務よ。行方ゆくえ不ふ明めいになった偵てい察さつ艇ていを捜索してほしいの。なるべく秘密裏りかつ迅じん速そくに。……でも、ただの捜索に留とどまらない可能性もある。強力な変キ異メ種ラと遭そう遇ぐうする可能性が大きいわ。そのときは威い力りよく偵てい察さつも兼かねてもらう」

　……どうやら参加しておいて正解だったようだな。

「わかったよ。できる限り協力する。……じゃあな」

　例の如ごとく後ろ手を上げて、カナタは執務室を後にする。

「よろしいんですか？」

「カナタ・エイジは教官として申しん請せいして、わたしは空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーとして承しよう認にんした。それだけのことよ。いいも悪いもないわ。それにあの男は教官として教え子の身を案じ、しかも特務小隊ロイヤルガードに所属している。だからこそ、この特別任務に参加することを拒否する合理的理由はないわ」

　もっともらしい理由を述のべるフロン。だが、傍らにいるクロエは聡そう明めいな子だ。フロンの言葉に秘ひめられた真意を、彼女はうっすらと感じ取っていた。







　思っていた以上に早く要件が片付いた。カナタが小隊室に向かうと、そこにはミソラがいた。残りの教え子は、まだ着き替がえ中らしい。

　ブレアの歓迎会の会場は、ミソラが予約済みとのこと。幹事を務めたミソラがせっかく待っていてくれたので、カナタはミソラとともに一足先に会場に向かうことにした。場所は、三番区にある飲食施し設せつの一つだ。

　清潔な白を基調とした現モ代ダ風ンな店内。カナタとミソラが入店すると同時に、入口で待ち構えていたメイドたちが一いつ斉せいに頭をさげる。

「お帰りなさいませ、旦だん那な様、お嬢じよう様さま」

「んっ？　ただいま？」

　そのあと席に案内されて対面して座り、カナタは怪け訝げん顔で尋たずねる。

「あのさ、ミソラ」

「な、なによ……っ!?」

「本当にこんな店でいいのか？　ブレアの歓迎会なんだろ。ならもっとブレアが喜びそうな店がいいんじゃねーか？」

「で、でも……ブレアは、あんたが喜ぶ店がいいって言ってたし……っ!?」

　おどおどとミソラが言葉を紡つむぐ。

「だ、だから……あ、あんたって……こ、こういう店が好きなんじゃないの……っ!?　ほ、ほらっ、レクティに色んなコスプレさせてみたり、ユーリさんに男装させたり……」

「なんとなく言いたいことはわかった気がする。でも、勘かん違ちがいすんなよ。ありゃ全部訓練の一いつ環かんだ」

「えっ!?　訓練の一環って……。メイド好きなんじゃないの……っ!?」

　教え子からの心外な一言。カナタは身を乗り出し、対面に座るミソラの額へデコピンした。

「い、痛い……っ！　な、なにするのよ……っ!?」

「教官の嗜し好こうを曲解した罰ばつだ。つーかさお前、俺をどんな奴やつだと思ってるんだよ……」

「す、すごい人だとは思ってるわよ……っ！　交流戦を勝利に導いてくれたし。……でも、いま思い返すと、出会ったときとか、そ、その……お、おっぱいとか揉もまれたし……っ!?」

「なんだよ、最後のほうごにょごにょとしか聞こえなかったぞ……」

「～～～～～っ！　う、うっさい……っ！」

　お、大きな声で言えるわけないじゃないのよ……っ！　貌を赤らめて俯いたあと、ミソラが上うわ目め遣づかいで尋ねる。

「じゃ、じゃあさ……あ、あのね。あ、あんたは、そ、その……ど、どんな子が好きなの……っ!?」

　せっかく二人きりなのだ。カナタの好きな女性のタイプについて、ミソラは勇気を出して尋ねてみた。

「うーん、そうだな」

　後頭部の後ろを搔かきながら、カナタはしばし考える。

　それから真顔になって告げた。

「ミソラみたいな感じかな」

「え……っ!?　あ、あああ、あたし……っ!?」

「なんだよ？　俺がお前を好きだったらおかしいのか？」

「そ、そういうことじゃないけど……。で、でもさ……っ!?　ほ、ホントに、あ、あああ、あたしなの……っ!?」

　ミソラが鼻の先まで真っ赤に染まる。なにせ探さぐりを入れるだけのつもりだったのに、いきなり自分を好きだと告白カミングアウトされたのだ。

　な、ななな、なにこの急展開……っ!?　こ、こいつが好きなのがあたしっっっ!?

　全力疾しつ走そうしたかのように、ミソラの心臓がばくばくする。これまで経験したことのない高こう揚よう感に包まれる。

　さらに勇気を出して尋ねてみた。

「あ、あああ、あのさ。あ、あたしの、ど、どどど、どんなところが好きなの……っ!?」

「うーん、眼かな」

「？　眼……？」

　眼のどこだろう？　紅あかく澄すんだ瞳とかかな。

　わくわくと胸を弾はずませるミソラに対し、カナタがしれっと言う。

「お前みたいに真っ直すぐな眼差しをした奴は好きだぜ」

「？　真っ直ぐな眼差し？」

「ああ。そういう眼差しをした奴は、最後の最後まで諦あきらめない」

「？？？？？」

　きょとんとしたミソラがうーんと首を捻ひねる。

　なにかがおかしい。どこかズレているのだ。

「あのさ、あたし、あんたの好きな女の子のタイプについて訊きいたわよね？」

「いや、女の子については訊いてねーだろ」

　カナタがあっさりと言い放つ。

「ミソラは『あんたはどんな子が好きなの？』って訊いてきたじゃん。だから、好きな人間のタイプについて答えたんだけど」

「～～～～～～～っ！」

　ミソラの拳こぶしが怒りでわなわな震ふるえる。

　そんなことだろうと思った……っ！

　ばんっ！　とテーブルを叩たたいて、ミソラが怒ど鳴なる。

「サイテーっっっ！」

「どうしたんだよ？　いきなり怒鳴り散らして？」

　まるで気づいていないカナタ。はあー、とミソラが深いため息を吐つく。

　なんでこんな返事しかこないんだろ……。せっかく二人きりだというのに、カナタからは恋れん愛あい的な気配がまるで感じられないのだ。

　頭の中にあるのは、常に教え子たちのことだけ。

　まあ、その誠実さがこいつのいいところでもあるんだけど……

「そういやリコのことなんだけど。……今日の訓練、なんか違い和わ感かんを覚えなかったか？」

「もしかして狙そ撃げきを外したときのこと？　たしかに完かん璧ぺきなリコにしては珍めずらしいと思ったけど……」

　頭を切り替えて、ミソラが答えた。

「でも、狙撃って外さないほうが異常よ。あたしも射しや砲ほう撃げき系だからよくわかるんだけど、リコは普ふ段だんの命中率が高すぎるのよ。一度くらい外しても不自然じゃないでしょ？」

「そりゃそうなんだけど。でもさ……」

　カナタがなにか言いかけたとき、来客を告げるベルが鳴る。レクティ、ユーリ、ブレアの三人がやってきた。

「あのぅ……カナタさん、お待たせしました」

　ぺこりとお辞じ儀ぎするレクティ。

「カナタ先せん輩ぱい。メイド喫きつ茶さを選んだのは、カナタ先輩の趣しゆ味みですか……っ！」

　複雑な表情でカナタを見つめるユーリ。

「さきほどメイドから挨あい拶さつされたのですが。ここにいるメイド全員、主あるじの僕しもべなのですか？」

　世情に疎うとく、勘違いするブレア。

「いや、ここにいるメイドは俺の趣味でもねーし、僕でもねーよ。ついでに、メイド喫茶を選んだのはミソラだしな」

「ミソラさんが……っ!?」

　意外そうにユーリが首を傾かしげる。

「ち、違いますユーリさん……っ!?　これはちょっとした手違いで……っ!?」

「ったく、お前のミスってけっこう深刻なことが多いよな。初めての実戦のときなんて、手違いで自宅を収束ストラ魔イクブ砲ラスターで吹ふっ飛とばしたくらいだし」

「ちょ、ちょっと……っ!?　いつまで昔の話を引っ張ってるのよ……っ!?」

「ミソラがお馬ば鹿かであることは、特段驚おどろくことでもなかろう。私もミソラの行動には肝きもを冷やされたことがある」

「えっ!?　あたし、ブレアになにかしたっけ……っ？」

「うむ。私が初めてミソラと出会ったときに、容よう赦しやなく魔ま砲ほうを放たれた」

　ブレアが胸を張って言う。

「率そつ直ちよくに言えば、いかれた奴だと思ったぞ」

「だ、誰だれがいかれた奴よ……っ！」

　ムキになってミソラが反論する。

「あんただって、初めて会ったとき、あたしの喉のど元もとに刃やいばを突つきつけてきたじゃないの……っ！」

　はあーと軽くため息をつくブレア。《メルキア》との交流学校を経て、転入してきた彼女は酷ひどく心外そうに言う。

「私の場合は、怒いかりながらもきちんと加減をしておったのだ。現にあの場にいた誰も傷ついていなかったであろう。だがそなたの砲撃は、私が躱かわさねば致ち命めい傷しようになっておったところだぞ」

「そ、そんなわけ……っ!?」

　レクティが会話に割って入る。

「あのぅ……ブレアさんは、本当に手加減していたと思います。ブレアさんが全力を出したらそのぅ……少なくとも接近戦でミソラさんは……」

「──ぎたんぎたんになるだろうな」

「そうですね。ミソラさんがブレアさんと戦ったらぎたんぎたんに……って、な、ななな、なんてこと言わせようとするんですかカナタさん……っ!?」

　あわわわわ……!?

　レクティが、カナタを咎とがめた。

「俺は思ったことを正直に言っただけだけど。同意したのは、レクティじゃんか」

　すると。瞳ひとみにうるうると大おお粒つぶの涙なみだを浮うかべたミソラが、いまにも泣きだしそうな貌をしながら愚ぐ痴ちりだす。

「うぅ……っ！　レ、レクティ……っ!?　あ、あんた、あたしが本気のブレアと戦ったら、ぎたんぎたんにされると思ってたのね……っ!?」

「そ、そういうわけではなくてですね……っ!?　あ、あのぅ……ブレアさんはアイゼナッハ流の実力者ですし。接近戦に関して、そのぅ……ミソラさんの実力では……」

　たしかに、ミソラのお粗そ末まつな魔ま剣けん術では瞬しゆん殺さつだろう。

「うぅ……」

「気にするでないぞミソラ。私もそなたの能力は、あまり評価しておらん。だが、そなたの真っ直ぐな眼まな差ざしは気に入っておるぞ」

「そ、それもなんか微び妙みようなんだけど……」

　あいつにも誉ほめられたが。できれば、いまは能力を評価してほしかった……悪意のない本音に、ミソラは対応に困る。

　それから急に自信なさげな様子で、

「あ、あのさ、ずっと前から疑問に思っていたことなんだけど……あ、あたしって小隊長としての威い厳げんに欠けるのかな……」

「ま、たしかにそうだろうな。単純な戦せん闘とう力なら、レクティやブレアのほうが上だし、判断力や知識力に関しては、リコのほうが上。カリスマ性や人気については、ユーリのほうが上だし。俺もなんでお前が小隊長をやってるのか疑問に思うことがある」

「や、やっぱり……そ、そう思う、わよね……？」

　ついにミソラが泣き出しそうになる。

　だが、カナタの言葉には続きがあった。

「いいんだよ。そこがミソラのいいところだ。威厳がない小隊長なのに、みんなに慕したわれている。それってすごいことなんだぜ」

「………………えっ!?」

「戦場で命運を共にする仲間。そんな仲間たちを率いるのが、お前の役割だ。ふつー小隊長ってのは、俺がさっき言った要素で仲間から慕われるもんだ。けど、お前はそれ以外のべつのなにかで仲間から慕われてる。だから、本当にすごいんだよ」

　カナタの漆しつ黒こくの双そう眸ぼうは、噓うそをついているようにはみえない。

　本心から誉ほめているのだ、とミソラは直感する。

「……あ、ありがとっ！」

　鼻の先を赤く染めかけていたミソラが微笑ほほえんだ。

　ユーリが尋たずねる。

「ところでリコさんが遅おそいですね。どうしたんでしょうか？」

「あ、あのぅ……わ、わたしが最後に確かく認にんしたとき、リコさんは、更こう衣い室の姿見の前でポーズを取ってましたよ。なんだかそのぅ……ご自分に魅み入いってるみたいでした……っ！『あ、あのぅ……一いつ緒しよに行きませんか？』と声をかけたんですけど、『ふっ、孤こ高こうの女め神がみは群れることは好まないんだ』って断られてしまって……」

「またリコの病気が出てるわね……」

　ミソラが呆あきれる。だが、ユーリは神しん妙みような貌かおをした。彼女は交流学校を経て、リコと親交を深めていた。

「リコさんって相手の気持ちを想おもいやれる子なのに……。どうして集団行動ができないんですかね」

「え……っ!?　それはないですよユーリさん。リコに相手の気持ちなんてわかりませんって……」

　手をぱたぱたと振ふってミソラが否定した。

「どうだろうな。俺もリコは相手の気持ちを想いやれると思うぞ」

　カナタがそう言ったあと、全員が脳内でリコをイメージする。仲間を想いやれるのに、馴なれ合いを好まない性格のリコ。だが、ついつい思い浮かんだのは、彼女を示す、象しよう徴ちよう的な単語だった。

「それなのに、ヘンなんだよな」と、カナタ。

「ヘンなんですよね」と、レクティ。

「ヘンですよね」と、ユーリ。

「あれはヘンよね」と、ミソラ。

　全員の脳のう裏りに、あの単語が思い浮かぶ。しかし、誰も口にはしない。リコの代名詞ともいえる、あの単語だけは口にすることが憚はばかられた。

　なんというか、それについて尋ねたら負けなような気がして、いままで放置していたのだ。

　そんなとき、ブレアがおもむろに口を開いた。

「……そもそも、なぜリコは女神と自じ称しようするのだ？」

「「「「………………………（病気かな？）」」」」

　カナタも含ふくめ、正直つっこんだら負けと思って、一度も追つい及きゆうせずにいた点。

　その不ふ可か侵しん領域に、ブレアが鋭するどくメスを入れた。

　武人の鑑かがみともいえるブレアは、誰に対してでも物もの怖おじしないらしい。

　ちょうどそのとき。来客を告げるベルが鳴り、リコが姿を現した。

「どうしたんだ？　わたしの美び貌ぼうに惚ほれたのか？」

「「「「……………………」」」」

「それにしても変わったサービスの店だな。ミソラの趣味か？」

「ち、違ちがうわよ……っ!?　これはそういうのじゃなくて……」

　もじもじとするミソラを尻しり目めに、真っ直すぐにブレアが尋ねる。

「なあリコ。そなたはなにゆえ女神と名乗るのだ？　ここにいる者たちの見立てでは、そなたはうつけではなく、なかなかに傑けつ物ぶつという話だが」

「ふっ、そんなのわたしが完かん璧ぺきだからに決まっているだろう」

　リコがさっと後うしろ髪がみを搔かき上げる。

「女神を名乗るのは、わたしが世界で一番優すぐれていると喧けん伝でんするためだ。この美貌に限らず、空士としての実力においてもな」

「そんなことだろうと思ったわよ……」

　呆れたようにミソラがつぶやいた。

　だが、カナタはやけに引っかかる面おも持もちでリコの横顔を見やる。

　そもそもなんで一番に固こ執しゆうするんだろ？　面めん倒どくさがり屋のくせに……

　首を小さく横に振り、カナタは話題を変える。

「あのさ、次のランキング戦の話なんだけど……」

　Ｅ６０１小隊全員が揃そろったので、カナタは教官として幾いくつか話をする。

「さっき空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーから話があって、ユーリはひと段落するまで特務小隊ロイヤルガードの訓練に専念することになった。ランキング戦にも関かかわれない。詳くわしい事情は特別任務につき秘密な。それから明日のランキング戦に関しては、一度おまえらに任せてみようと思う。実戦の現場でどう動くかっつー勉強になるからな」

　いまのミソラたちの実力なら、勝って当然の戦い。それがカナタの見立てだ。そのことに関しては、ミソラたちも共通の認識のようで、

「いまのままで充じゆう分ぶんよ。前衛がレクティとブレア、あたしが中衛、リコが後衛の配置で行くわ。戦術は状じよう況きようを見て、あたしが判断する」

「ブレアさんと一緒に戦うことができるなんて、うれしいです……っ！」

「うむ、アイゼナッハ流魔ま双そう剣けん術じゆつの使い手が二人揃っておるのに、負ける姿は想像できんな」

「たしかにこの陣じん容ようなら、負ける姿は想像できませんね。ねえリコさん？」

「まあな。もし負けるようなことがあればそのときは、この小隊を辞やめさせてもらう」

「またリコはそんなこと言って……」

「ふっ、わたしはいつも本気で言っている」

　冗じよう談だんか本気か判断がつきかねる。が、全員強気発言だ。

　ちょっと浮うわつきすぎだな。念のため、カナタは釘くぎをさしておくことにした。

「個人の能力だけなら、いまのお前らは充分に渡わたり合える。でも、対戦相手だって馬ば鹿かじゃない。交流戦で活かつ躍やくしたお前らのことを分ぶん析せきして、全力で潰つぶしてくるぞ。さっきだってギャラリーがたくさんいたろ。いままでの戦闘パターンも研究されているはずだ。油断するなよ。今日の勝者が明日あしたもまた勝者と限らないのが、勝負事の常つねだ」

「大丈夫よ。いけるって……っ！」

　ちょうどそのとき、メイドたちがテーブルに料理を並べ始めた。グレープジュースが注がれたグラスを、ミソラたちは握にぎり締しめる。

「さて。じゃあ料理も届いたようだし、乾かん杯ぱいしましょう。ブレアの入隊を祝って──」

　ミソラがグレープジュースを掲かかげた。

「乾杯……っ！」

　その言葉に応じて、全員がグラスをくっつけ合った。
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　ふっ、まさかあの女がわたしのチカラを必要とするとはな……

　ブレアの歓かん迎げい会かいが終わり、仲間たちと別れ、リコは一人で家路についていた。

　リコが住むのは寮りようではなく、マンションだ。通常、学生は寮暮らしをするのだが、リコは姉であるフロンとの共同生活を強しいられていた。なんでも寮りよう費ひ節約のためらしい。

　空戦魔導士科長フロンには幾つか特権があり、無料でマンションを借りられるのだ。

　合あい鍵かぎを使い、リコは施せ錠じようを外そうとする。しかし、すでに鍵かぎが開いていた。玄げん関かんのドアを開けると、リビングから灯あかりが漏もれてくる。中へ足を踏ふみ入れると、

「Ｆランク小隊は気楽でいいわね。こんな時間まで夜遊びかしら」

　書類の山と格かく闘とうしていたフロンが声をかけてきた。どうやら事務処理が終わらず、自宅に持ち帰って仕事をしているらしい。

　多た忙ぼうであるが学校に長居はしない。風紀を維い持じする〈レイブンネスト〉が推すい奨しようする帰宅時間を固守するのは、フロンの流りゆう儀ぎだ。

「そんな夜遊びをする学生のチカラが必要なのだろう」

　減らず口を叩たたき、リコはフロンの向かいの椅い子すに腰こしかけた。

「……カナタ・エイジから話は聞いてるみたいね」

「ふっ、ついにフロンもわたしのチカラを必要とするらしい。ようやく女神なわたしのチカラを認めたようだ」

「家では、お姉ちゃんと呼びなさいって言ってるでしょ……！」

「ああ、わかった。フロン」

「……………………。あなたね、そういう人間をなめ腐くさった態度だから、いまだにＥランク小隊どまりなのよ」

　フロンが説明する。

「それに今回の特別任務参加は、あなたを特別扱あつかいするわけじゃないわよ。わたしがあなたのチカラを必要としたのは、《ミストガン》にとって、それがもっとも合理的な選せん択たくだから。それ以上でも以下でもないわ」

「交流戦で勝利したわたしに対する僻ひがみか。見苦しいぞ」

　澄すまし貌でリコが反論する。たしかにフロンの所属した小隊は、交流戦に選ばれたことはなかった。

「いまだＥランク小隊のくせして、なに一人前の口をきいてるのよ。運よく交流戦で勝てたぐらいであまり調子に乗らないことね。わたしがあなたと同じ年の頃ころには、Ｃランク小隊に所属していたわ。そんな調子だと、いつまで経たってもあなたはＥランクよ」

「今日は疲つかれたからもう寝ねる。お説教はあとにしろ」

　そう切り出し、ベッドルームへ向かう途と中ちゆう、リコは言い捨てる。

「明日のランキング戦、もし時間があれば見に来るといい。眼にもの見せてやる」

「生憎あいにくとわたしは空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーで多忙なの。一いつ介かいの候補生に過ぎないあなたのランキング戦を視察に行くほど、暇ひまじゃないわ」

　あっさりと拒きよ否ひするフロン。そんな彼女がテーブルに広げた書類の中に、明日のランキング戦のスケジュール表が混ざっていることに、リコは気づかなかった。
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　そして翌日。闘とう技ぎ場。観戦席。

「はいこれ、陣じん中ちゆう見み舞まい。スポーツドリンクの詰つめ合あわせ。あとでミソラちゃんたちに渡しておいて。あとユーリを借りててごめんねって、謝っといてね」

　スポーツドリンクの入ったビニール袋ぶくろを、カナタは受け取ると、

「ユーリが訓練に来ないことを、不満に思っている奴やつはいねーよ。ユーリには特務小隊ロイヤルガードとしてやるべきことがある。ミソラたちでもその程度のことは察しがついてるからな」

　カナタの返事を聞き、クロエは頷うなずいてみせた。ちなみにユーリは、同じ特務小隊ロイヤルガードであるロイドと鍛たん練れん中だ。

「そう。でも、それならなんでカナタは不ふ機き嫌げんそうな貌をしてるの？」

「んっ、そう見えるか？」

「うん。なんだか不満ありげかな」

　クロエは、カナタの表情の微び妙みような変化を読み取れるようだ。表面上は一いつ切さい変化がないように見えるが、幼おさな馴な染じみのクロエにはわかるらしい。

「なら、俺はまだミソラたちに満足してねーんだろうな」

「満足……？」

「そ。すぐ近くにいまより強くなれる可能性があるのに、それに気づいてない。全員が上ばかり見て、足元に眼めが行ってない。欠点を直せば、もっと確実に上を目指すことができるのにな」

　カナタの視線の先には、澄まし貌で滞たい空くうするリコの姿があった。

「なにか問題があるの？」

「まーな……」

　もっとも表面化するかは、わかんねーけど。

　ミソラたちの訓練風景を、今日の対戦相手・Ｅ５６５小隊は偵てい察さつしていたことだろう。けれども、その弱点に気づかれているかは微妙なところだ。

「なんだか知らないけど、難しそうだね。……ねえ、そういえば気づいてる？」

「なにをだよ？」

「ほら、あそこ」

　上段斜ななめ後ろにある観戦席を、クロエが指さした。そこにいるのは──

「空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーが来てる。忙いそがしい中、わざわざ時間をつくってリコちゃんを観みに来たんだよ」

「？　どういう意味だ？」

「この前わたしがＥ６０１小隊のランキング戦があることを伝えようとしたら、日取りを知ってたの。あれは相当気にかけてるよ」

「ああ、そういやこの前の呼び出しのときもそうだったな。あの人は立場に縛しばられ過ぎなんだよ。もっと楽に振ふる舞ったっていいのに……」

　かたっ苦しいことが嫌きらいなカナタは、面めん倒どうくさそうな貌をした。

「それは空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーだから仕方ないよ。下手したら、空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの学生に戦って死ねって命令する立場だから、厳正さが要求されるもん。そんなポストに就ついている以上、表だってリコちゃんを応おう援えんするわけにはいかないんだよ。上の人間が身内を贔ひい屓きしてるなんて思われたら不満が生まれるでしょ。みんながみんな、カナタみたいに自由気ままに振る舞えるわけじゃないよ」

「ふーん、そういうもんか」

　相あい槌づちを打ったあと、ぼそっとカナタがつぶやく。

「それにしても、なんでこういう日に限って観戦に来るかね、あの人は」

「どうしたの？　なにか不都合なことでもあるの？」

　きょとんとしたクロエが、カナタを覗のぞきこむ。どうやらクロエも、Ｅ６０１小隊の勝利を疑っていないらしい。交流戦で勝利したのは、それほどの意味があるのだ。

　だが、カナタは険しい双そう眸ぼうで、闘技場を睨にらみつけていた。







　闘技場。フィールド。中衛空域──

　え……っ!?　な、なにが起こったの……っ!?

　ミソラの視線の先には、翻ほん弄ろうされるレクティとブレアの姿があった。

　それもそうだろう。なにせ試合開始と同時に、対戦相手のＥ５６５小隊全員が一丸となって突とつ撃げきしてきたのだ。

　全員がポジションを放ほう棄きして、五人構成の小隊ごとだ。

『むっ、抜ぬかせるな……っ！　ゆくぞレクティ……っ！』

『は、はい……っ！　ブレアさん……っ！』

　前衛のレクティとブレアがどうにか迎げい撃げき。虚きよを突つかれ動どう揺ようしながらも、相手の足止めにかかる。

　二人は激しく動き回り、対戦相手の魔ま剣けん士し三人の足止めに成功した。

　しかし、残り二人の動きが問題だった。数にものを言わせ、前衛を突破した相手の魔ま銃じゆう士二人。彼ら二人は、そのまま中衛を目指すのではなく、前衛のレクティとブレアの背面から射撃を行おうとしたのだ。

　どうやら、あらかじめ申し合わせていたらしい。

『く……っ!?　このタイミングで射撃だと……っ!?』

　ブレアとレクティは変則軌き道どう。魔ま力りよく弾だんを回かい避ひする。だがその間に、足止めしていた魔剣士三人にまで、ぬけぬけと突破されてしまった。

『し、しまった……っ!?』

　ブレアが叫さけぶ。

　Ｅ５６５小隊全員が、脇わき目めも振らず中衛のミソラだけを目指している。

　相手の判断のままならないうちに、一気に勝負をかける戦術。

　──電撃的突撃戦術ブリツツだ。

　ミソラは呆ぼう然ぜんと相手の動きを眺ながめている。

　事態が上う手まく吞のみ込めていないのだ。これは勝負がついた。誰だれもがそう思ったとき、青白い魔力弾が相手を牽けん制せいした。

　突発的事態に対応ができたのは、後衛のリコだ。彼女は隙すきのない牽けん制せい射撃で、相手二人の注意を引きつけつつ、

『落ち着け。相手の小隊長を仕留めればこちらの勝ちだ。ミソラ、キミはその場からどうにかして逃にげろ。わたしが狙そ撃げきで敵の小隊長を撃げき墜ついする』

『……わかったわっ！』

　だが、相手のマークを上手く振りきれない。ミソラが後リ衛コのほうへと追い立てられる。ここでようやく、レクティとブレアも自じ陣じん後衛へ辿たどり着いた。リコの周囲にはＥ６０１小隊と対戦相手のＥ５６５小隊全員が集合し、混戦状態になる。

　乱雑に入り乱れる両小隊の隊員たち。

　そんな中。リコが照準、発はつ砲ぽう。

　放たれた魔力弾は、相手の小隊長を掠かすめるようにして空を切った。

『ちっ、なかなかすばしっこい奴やつだ』

『任せて……っ！　あたしがどうにか動きを止めてみせる……っ！』

　リコの意図に気づいたミソラが、魔術障しよう壁へきして体当たり。相手の小隊長の動きが止まる。二人はそのままもつれ合い、障壁同士が激しく鬩せめぎ合う。

　──いまだ……っ！

　狙撃の好機と判断したリコ。

　スコープ越ごしに相手の小隊長の姿を捉とらえる。

　そんなとき、ブレアから通信が入った。

『リコ、そのまま動くな……っ！』

　気配に気づいたリコが背中を振り向く。するとそこには、鍔つば迫ぜり合いをするブレアの姿があった。

　相手の魔剣士がリコを襲しゆう撃げきするのを、阻そ止ししてくれたらしい。

『背中に構うな……っ！　迅じん速そくに相手の小隊長を撃墜するがよい……っ！』

　そう言われ、リコは再びスコープを覗いた。

　銃じゆう口こうが小刻みにぶれる。呼吸が落ち着かず、思考が明白クリアにならない。

　背中は仲間に任せている。だというのに、不安を覚える。

『なにしてるのよリコ……っ！　早くしなさい……っ！』

　相手の小隊長と絡からみ合うミソラ。

　軽く舌打ちしながら、狙ねらいをつけようとするリコ。だが、小刻みに震ふるえる指先のせいで、上手く狙いが定まらない。

　それでも、いまは好機だ。リコは逡しゆん巡じゆんしながら、引き金を絞しぼった。

　銃口から放たれた魔力弾。

　それは真っ直すぐに突き進み、そして──

『く……っ！』

　リコが不快げな声を漏もらした。

『ああ……っ！』

　通信結けつ晶しようが、愕がく然ぜんとした声を伝える。

　おそらくはレクティのものだろう。

　何が起こったのか。その答えは、リコの銃口の先にあった。

　彼女が放った魔力弾が命中したのは、相手の小隊長ではない。ではミソラか？　──いや、ミソラでもなかった。

　ならば誰に？　──いや、命中したのは人ではない。

　ペンダントだ。

　リコが放った魔力弾は、揉もみ合うミソラの、首にかけてあるペンダントの鎖くさりを切り裂さいていた。

　そして宙を舞ったペンダントは、あっけなく相手の小隊長に奪うばわれる。

　それは本当にあっけない、一いつ瞬しゆんの出来事。

　その直後、試合終しゆう了りようを告げるブザーが鳴り響ひびいた。

　想定外の出来事。喜ぶ相手の小隊を、呆然と眺めるミソラたち。
















　その中でも特に落らく胆たんしたリコが、所在無げに観戦席を見やる。カナタの様子を窺うかがおうとしたのだ。

　そのとき、彼女は大きく眼を見開くこととなった。

　カナタの上段の席に、あらぬ人物の姿を見つけたからだ。

　そこにいたのは、多た忙ぼうなはずのフロンの姿。フロンはリコの視線に気づかず、表情を変えずになにかをつぶやき、席を立った。

　下した唇くちびるを嚙かみ締しめるリコ。

　その唇の動きから。フロンがなんと口にしたか、はっきりとわかってしまったのだ。




　──無様ね




　普ふ段だんと変わらぬ厳しい表情で、フロンはそう口にしていた。







　小隊棟とう。Ｅ６０１小隊室。

　まさかの敗北を喫きつしたミソラたちに、カナタは反省会をさせていた。今日のランキング戦に関しては、全すべてをミソラたちに任せてある。なので、険悪な雰ふん囲い気きになることが予想される反省会も、最後までミソラたちにやらせた。カナタがしたことといえば、差し入れのスポーツドリンクを紙コップに注ぎ、全員に配ったくらいだ。

　まずはミソラによる簡単な戦せん闘とう経過の報告。そのあと、問題点の抽ちゆう出しゆつが始まった。

「なぜリコはミソラを撃うったのだ？　そなたほどの腕うで前まえであれば、あの程度の狙撃は造作もないと思うが」

　最初にリコの失敗に触ふれたのは、ブレアだ。特段咎とがめるような声こわ音ねではなく、純じゆん粋すいに問題点として捉えるものだった。

「た、たまたまよ……っ！　リコにだってミスぐらいあるわよね……っ！」

「そ、そうですよ……っ！　どんなベテランでも、ミスショットはありますから……っ！　偶ぐう然ぜんミソラさんのペンダントに命中することぐらい……」

「……………………」

　ミソラとレクティからフォローを受けるが、リコは沈ちん黙もくしたままだ。普段の彼女なら、減らず口の一つでも叩たたいただろう。

　しかし、今回はずっと押し黙だまっていた。

　それは当然だ。自分の射撃が原因で負けたのだから……気を遣つかったミソラたちの言葉が心に染しみる。

　ミソラとレクティは優やさしい。自分のことを仲間だと想おもって、声をかけてくれる。

　だが、その優しさで、リコの心がどれだけ抉えぐられているかがわからない。

　あのミスショットをした状じよう況きよう下か。そこでリコは仲間からの信しん頼らいに対して、ある裏切り行こう為いを働いていたのだから……

「ね、ねえ。あ、あたしの知ってるリコは本当にすごい仲間よ……っ!?　あいつの特訓の意図だってすぐに看破しちゃうし、魔銃の腕前は一流だし。でも、そんなリコだってミスショットの一つや二つ……」

「キミにわたしのなにがわかる……っ！」

　普段は理性的なリコが机を叩き、声を荒あらげた。

「わたしのせいだと思っているなら、最初からそういえばいいじゃないか……っ！」

「そ、そんなこと一言も言ってないじゃない……っ！」

「なるほど。わかっていないようだな……」

　リコが語気を強めた。

「あのときの狙撃は偶然ではない。必然の結果だ」

「ちょ、ちょっとそれ……っ!?　ど、どういう意味よ……っ!?」

「どうもこうもない。そういうことだ」

　欲求の捌はけ口ぐちを求めるが如ごとく、リコが言い放った。

「う、うそ……っ!?」

　ミソラがしばし啞あ然ぜんとする。

　リコのことを、仲間だと思っていた。それに、自分も射しや砲ほう撃げき系だ。戦闘中、常に誤射が付き纏まとうことはわかる。完かん璧ぺきなリコにしては珍めずらしいことだと思ったが、取り立てて責めようとは思わなかった。

　なのに……故意わざと──っ!?

「な、なんであたしを撃ったのよ……っ!?　あんた、あたしになんか恨うらみでもあるわけ……っ！」

　かっとなったミソラが、ついリコを責め立ててしまう。

「ミ、ミソラさん……っ！　そ、そのぅ……お、落ち着いてください……っ!?」

「そなたをリコがわざと狙うメリットなどあるまい……っ！」

　レクティとブレアがなだめる。だが、

「落ち着いてなんかいられないわよ……っ！　いまの聞いた……っ!?　リコがあたしを狙撃したのは、必然の結果だって言ったのよ……っ！」

「……ああ。さきほどからそう言っている」

　その言葉を聞いた瞬間。椅い子すから立ち上がったミソラが、力任せに机を叩きつけていた。

「いい加減にしなさいよリコ……っ！　あんた、いったいどういうつもりなの……っ！」

「そ、そのぅ……ミ、ミソラさん……っ！　お、落ち着いてください……っ！」

　レクティが間に割って入る。

　二人との付き合いが長いレクティは、冷静に状況を把は握あくしていた。

「なんであたしが落ち着かなくちゃならないわけ……っ！　ここははっきりと糺ただすべきでしょ……！」

「そ、それは……。あ、あのぅ……ブレアさん」

　ミソラの怒ど気きに怯ひるんだレクティが、ブレアに助けを求めた。

　鉄火場に強いブレアは、両腕を組んだまま昂こう然ぜんと言い放つ。

「当事者同士の問題であろう。そして、アイゼナッハ流においては、チカラこそが全すべて。なれば、ミソラとリコが殴なぐり合あいをして、立っていた方の主張が正しい。それでよかろう」

「ぜ、ぜんぜんよくありません……っ！」

　困こん窮きゆうするレクティ。ああ、ユーリさんがいてくれたら……と思うが、生憎あいにくとユーリは特務の関係でしばらく休みだ。

　ミソラが腹を立てる気持ちは、レクティとてわからないでもない。しかし、これまで後リ衛コの援えん護ご射しや撃げきに何度も救われてきた前衛レクテイだ。あの状況でリコが故意に仲間を撃ったとは、信じられなかった。

「あ、あのぅ……リコさん」

　ふと思い出したレクティが、おそるおそる尋たずねる。ランキング戦の前の、リコの爆ばく弾だん発言についてだ。

「そ、そういえばこの前、『もし負けるようなことがあればそのときは、この小隊を辞やめさせてもらう』って言ってましたけど。あれは、う、噓うそですよね……っ!?」

「……さあな」

　不ふ機き嫌げんそうにつぶやくだけ。リコは否定しなかった。

　ど、どうしよう……っ!?

　いがみ合ったミソラとリコを眺ながめながら、レクティは切せつ羽ぱ詰つまる。こ、この状況をなんとかできるのは──

「そ、そのぅ……はっ！　カ、カナタさん……っ！」

　救いを求める眼まな差ざしで、レクティはカナタを見やる。

　だが、カナタに介かい入にゆうするつもりはない。

「今回の件に関しちゃ、俺は全部お前らに任せたんだぜ。最後まで自分たちでやり抜ぬけよ」

「で、ですけどそのぅ……い、いいい、いまってＥ６０１小隊解散の危機なんですよ……っ!?」

　あたふたしながら、レクティが叫さけぶ。

　たしかにそうだな、とカナタは内心で頷うなずいた。

　隊員同士の不仲が原因で、小隊が解散したりするのはままあることだ。ミソラたちの中にも、似たような経験をしている者がいる。

　ま、みんな強くなりたいっていう想いはあるんだよな。

　ミソラとリコの口論を聞き流しながら、カナタは反省点を考える。

　今回のランキング戦に限って言えば、浮うき足あし立だっていた。慢まん心しんだ。交流戦で活躍したことでいい気になって、上ばかり見ていた。よちよち歩きのヒナ鳥のくせに、足元をおろそかにしたから、大変な目に……

　そのとき、不意にドアをノックする音がした。

　ガチャリとドアが開き、日焼けしたダンディな男と、その傍かたわらに控ひかえる眼鏡をかけた少女が姿を現した。

　んっ、こいつは……カナタが突とつ然ぜんの訪問者を見やる。

「はっはっはっ、じつに景気の悪そうな話をしているな。廊ろう下かにまで口論の声が聞こえていたぞ」

　室内に入ると同時に、日焼けしたダンディな男が声こわ高だかに言い放った。

「だ、誰だれよあんた……っ！」

「むっ、俺を知らんか。これは失礼したプリンセス。俺の名前は、アーネスト・ゼフィランサス。空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン本科三年、いまはＣ３３３小隊の教官をしている」

　険悪な場の雰囲気が一気に変わる。全員の視線を一身に集めつつ、アーネストはカナタを見た。

「久しぶりだな、《黒クのロ剣ノ聖ス》」

「うん、久しぶり。あんたはいつ会っても、ちょい悪親父おやじみたいだな。年の割には少し老ふけてる」

　どうやらカナタと親交のある人物らしい。

　胸むな元もとを少し開いた制服からは、厚い胸板と金光りするネックレスが覗のぞいていた。

「口を慎つつしんでください……っ！　裏切り者のカナタが、うちの教官になんて口をきくんですか……っ！」

　アーネストの傍らに控える眼鏡の少女が、カナタを咎める。そのとたん、ミソラたちが敵意を放つ。

　尊敬する教官を馬ば鹿かにされたからだ。

　すかさずアーネストは手で眼鏡の少女を制しつつ、

「ははは。口を慎むのはルイス、貴様のほうだ。……あー、普ふ段だんから言い聞かせているだろう。《黒クのロ剣ノ聖ス》については、リスペクトするようにと。この男の眼差しは意志のある者のそれだからな」

　カナタへ好意的な視線を向けた。

　当のカナタは不敵な笑えみを零こぼしたあと、

「つーかさ、アーネスト。いったいなにしに来たわけ？　あんた、いまＣランク小隊の教官なのに、この前俺たちの訓練風景を覗いてただろ」

「ふむ。お前のことだ。わざわざ用件を尋ねなくとも、おおよその察しはついているのだろう」

「スカウト、だろ」

「うむ。俺の構想する小隊に、必要な人材をスカウトさせてほしいのだ」

　う、うそ……っ!?　スカウト……っ!?

　事ことの成り行きを見守っていたミソラが青ざめる。

　突然の出来事に思考が追いつかない。だが、スカウトは往々にして起こりうるものだ。もっと上を目指したい。より優すぐれた仲間たちとともに上を目指したい。そう考え、利害関係が一いつ致ちした学生たちの間で、スカウトは成立する。

　で、でも……それじゃあたしたちの小隊は離はなれ離ばなれに……っ!?　ま、まさか、いいなんて返事しないわよね……っ!?

　心配そうな眼差しで、ミソラがカナタを見つめる。

　教官として、スカウトは絶対に赦ゆるさない。そう通告することを期待してのことだが……

「いいよ。好きにして」

　あっさりと彼は言い放った。

「ちょ、ちょっと……っ!?　あ、あんた……っ!?」

「な、ななな、なんてこと言うんですかカナタさん……っ!?」

　ミソラとレクティがあたふたと戸と惑まどう。リコは静まり返り、ブレアはカナタのすることならと堂々と構えていた。

　そんな教え子たちの意見に耳を傾かたむけず、カナタはアーネストを見み据すえ、

「こうやって俺たちが集まっているところで、声をかけてきたのは、正々堂々スカウトしたいっていう意図の表れなんだろ。スカウトなんてその気になれば、そいつ一人にこっそりと声をかけるのはわけないからな」

「だが、下手をしたら、お前が手塩にかけて育てた教え子を奪うばうことになる。それでも、かまわんのか？」

「かまわねーよ。スカウトされた奴やつが、本心からあんたのところで成長したいと思うなら好きにさせる。この手の話を隠かくして、内部分ぶん裂れつ、解散しちまった小隊の話は枚挙に遑いとまがないからな」

「なるほど。ならば俺もここで誰をスカウトするか、宣言させてもらおう」

　カナタの意図を察したアーネストが、ビシッと一人の学生を指さす。

「俺たちＣ３３３小隊がスカウトしたいのは、キミだ」

　その指先には、不機嫌そうなリコの姿があった。

「──リコ・フラメル。キミにＣ３３３小隊で活かつ躍やくしてほしい……っ！」







　第二章　空士の絆きずな








　全てをそつなくこなす完かん璧ぺきな存在。

　リコ・フラメルにとって、そんな無敵の英えい雄ゆうのように優れた存在を一人挙げるならば、それは姉であるフロン・フラメルを意味した。

　かつて住んでいた浮ふ遊ゆう都市《ペルセウス》にいた頃ころより、リコは常に劣れつ等とう生の烙らく印いんを押され続けていた。

　特段、成績が悪かったというわけではない。気分次し第だいでは、座学やテストをサボることはあったが、勉強は人並み以上にできた。

　では、なぜリコは劣等生の烙印を押され続けていたか？　──答えは単純だ。彼女の姉が、優等生の中の優等生ともいえる完璧な存在であり、そんなフロンの足そく跡せきと、リコは常に比ひ較かくされ続けてきたからである。

　成績優ゆう秀しゆう。品行方正。文武両道。

　常に勤勉で、努力を惜おしまず、厳格な性格のフロン。

　幼年学校での成績はオールＡ。また役職については、四年生のときに、生徒会書記。五年生のときに、生徒会副会長。六年生のときに、生徒会長と、非の打ちどころがない。周囲からは完璧だと称しようされていた。

　そんな姉をもつリコだ。周囲からの期待は、フロンと同等かそれ以上のものがあった。

　しかし、リコは期待に応こたえられなかった。センスはずば抜けていたが、規則をなんとも思わない気分屋な性格が災わざわいしたのだ。校則違い反はんの常連で、腫はれ物扱あつかいされている節さえあった。

　当初はあのフロンの妹だから、と。周囲の人間から、尊敬と崇すう拝はいの念を込こめた眼差しを向けられていた。だが、その眼差しは、次第に落ちこぼれを見るそれへと変わっていった。

　幼年学校中の学生たちが、教きよう諭ゆたちが、周りの大人たちが。勝手に期待し、勝手に失望していく。馴なれ合あいを好まないリコが……周りの人間を、完全には信しん頼らいできなくなったのは、そのときだ。時を同じくして、周りから圧あつ倒とう的てきな信頼を得ているフロンにひけ目を感じ、『姉さん』と呼べなくなった。

　けれども、リコは姉のような完璧な存在になりたいとは思っている。わがままだが、完璧な姉に対する憧どう憬けいの念を捨てきれずにいた。

　そんなときに思いついたのが、『女神』である。

『女神』とは『完璧』な存在。いつか『女神』な妹として、『完璧』な姉に認められるようにとささやかな願いを込めて。リコ・フラメルは、女神を自称することにした。

『女神』と名乗ることで、周りから嘲あざけられることだって計算のうちだ。むしろ周りの人間を完全には信頼できない自分にとって、それは好都合だった。完璧を目指す自分に、頼たよるべき人間は必要ないのだ。ひとりで全てをこなし続け、フロンに認められるために……




　　　　＊＊＊




　早朝。アルテミア寮りよう。カナタの部屋。

　むにゅっと柔やわらかい感かん触しよくが手から伝わる。むにゅむにゅ。寝ねぼけたカナタがそれを二度揉もむと、喘あえぎ声が漏もれた。

　……んっ、なんで俺のベッドから声が……──っ！

　とある事実に気づいたカナタが眼めを見開く。するとそこには、自分と向かい合うようにしてベッドに横たわるブレア・アイゼナッハの貌かおがあった。

「げっ!?　なんでまたお前が俺のベッドにいるんだよ……っ？」

　カナタが咎とがめると、ブレアもゆっくりと覚かく醒せい。上半身を起こし、まだ眠ねむたそうに瞼まぶたを擦こすったあと、全ぜん裸らで座ったまま一礼。迷めい惑わくするカナタが素す早ばやくシーツを羽織らせ、事情を説明させる。

　ブレアはアルテミア寮に住んでいる。空いている二人部屋を借り、一人暮らしを始めているのだ。

「その、夫ふう婦ふの営みというものをさせて頂きたく……夜中に侵しん入にゆうさせていただいた次第です」

　ある経けい緯いを経て、ブレアは自分をカナタの妻だと思い込んでいるようだ。

《ミストガン》に転校して以来、ブレアはしばしばカナタのベッドへ潜もぐり込むことがあった。

「……お前さ、何度も言ってるけど、ここ男子寮だぞ」

　微み塵じんも悪びれることなく、カナタの前で、白い肌はだを曝さらけ出すブレア。ベッドの中に忍しのび込む技術もアイゼナッハ流の仕込みなのか。忍び込まれる際は、カナタも気配に気づけない。

　これまで何度も忍び込むなと注意しているのだが、ブレアとしても主義主張を変えるつもりはないらしい。というのも……

「ですが、主あるじ。夫婦とは互たがいに包み隠さないものだと、アイゼナッハ流の教えにありました。私はアイゼナッハ流の教えに反する真ま似ねをしたら、せ、切腹せねばなりません……っ!?　だというのに、か、隠さないといけないのですか……っ!?」
















　まるで殿とのの前で、大失態を演じた家臣の如ごとく振ふる舞まうのだ。

　さすがのカナタも教え子に、切腹しろとは言えない。武人の如きブレアの性格ならば、忠義を貫つらぬき通とおしかねない。

「あのさー、そういうことを言ってるんじゃなくて……」

「わ、私たちアイゼナッハの女は生しよう涯がいただ一人の主にお仕えし、そのご寵ちよう愛あいを頂くことが運命さだめだというのに……。ま、まさか浮うわ気きですか……っ！」

「……ちげーよ」

　あー、なんでこいつは俺なんかの妻になろうとするかね。厄やつ介かいそうにカナタが頭の後ろを搔かく。するとブレアは、チョコレートが入ったビニールチューブを手にしていた。ケーキのデコレーションに用いるものだ。あらかじめ枕まくら元もとにでも置いていたのだろう。

「で、では……ふ、夫婦の信頼の証あかしとして、こ、これを私に……」

「デコレーションチューブなんていったいなんに使うんだ？　アイゼナッハ流の伝承関係か？」

「は、はい……っ！　アイゼナッハ流本家に伝わる秘伝の巻物に書かれた恋れん愛あい術です。仲なか睦むつまじき殿との方がたに向け、これで自らの裸ら体たいに字を描えがき、と、虜とりこにするのです……っ！」

　おいおい、そんないかがわしい手口が秘伝でいいのかアイゼナッハ流本家……っ!?　ってか、ブレアは世間知らず過ぎて扱いに困るな……

　カナタが呆あきれる間に、シーツを放ほうり投げ、自分の裸体になにやら描えがき始めるブレア。チョコ入りのチューブを器用に絞しぼりだす。そして胸むな元もとに一通り字を描き終え、ブレアはやたら神しん妙みような貌でベッドの上に正座する。

　どうやらカナタに迫せまる前に、伝えたいことがあるらしい。

「その……主よ。じつは今回は夫婦の営みの前に、申し上げたいことがございます。じつはリコ・フラメルの件なのですが……」

　と。ブレアが忠言しようとした時、カナタの部屋の窓がばっと開かれた。

「カナタ先せん輩ぱい、魔ま槍そう術じゆつの指導をしてもらえませんか？」

　窓の外には、ジャージに着き替がえたユーリの姿があった。特務小隊ロイヤルガードで大きな動きがあるため、日々の鍛たん錬れんにチカラを入れたいのだ。

「むっ、誰だれかと思えばユーリ先輩ではないか」

「え……っ!?　ブレアさん……っ!?　ずいぶんと朝早いんですね……ってそうじゃなくて、い、いったいなにをしてるんですか……っ!?」

　早朝のカナタの部屋で見かけた、全裸のブレアの姿。今年十六になるユーリの脳内に浮うかぶ可能性は一つしかない。

　しかも。ブレアの胸にはチョコレートでルーン文字が描かれており──

「な、なんですかこれは……っ！　ど、『どうぞお召めし上がりください』って書いてあるじゃないですか……っ！　ブ、ブレアさんを全裸にしてチョコレートプレイって……ひょ、ひょっとしてカナタ先輩はもう──」

「いくらユーリ先輩とはいえ、これはいささか無ぶ粋すいなのではないですか。夫婦の営みの場に、足を運ぶとは」

「ふ、夫婦の営み……っ!?」

　動どう揺ようしたユーリが貌を真っ赤に染め上げ、口をぱくぱくさせる。

「ひょ、ひょっとしてカナタ先輩、お、おおお、教え子と、そ、その……コ、コココ、コウノトリがやってくる行こう為いをしたんですか……っ!?」

「？　なんだよコウノトリって……？」

　きょとんとするカナタに、ユーリは見下げ果てた眼まな差ざしを向ける。首を傾かしげるカナタを、恍とぼけているとでも思ったのだろう。

　敵意と侮ぶ蔑べつを込めて、ユーリが言い放つ。

「カナタ先輩、見み損そこないました……っ！」

　なぜか魔ま槍そうを展開し、いきなり殺気を放ち始めた。言動が滅め茶ちや苦く茶ちやだ。慌あわてたカナタが、ユーリから魔槍を取り上げようとする。

「なに言ってっかぜんぜんわかんねーけど、とりあえず落ち着けって……」

　ユーリをなだめつつ、事情を説明した。それから、ブレアに体を拭ふいたあと、部屋に侵入する際に着ていたパジャマを纏まとうように指示をする。

　そのあと、ユーリと幾いくつか話をした。

「ふーん、特務小隊ロイヤルガードは最近そんなに訓練をしてるのか」

　ひたすら変キ異メ種ラとの戦闘を想定した訓練をしているらしい。特務小隊ロイヤルガードには、哨しよう戒かいや教導などの役割もあるが、そちらはそっちのけだとか。

　相当逼ひつ迫ぱくした状じよう況きようを想定しているようだ。

「そういえば、クロエ先輩から話を聞きました。昨日のランキング戦、ミソラさんたちは負けてしまったらしいですね」

「まーな。そんでリコにスカウトの話まで来て、こっちは大慌てだよ」

「う、うそ……っ!?　リコさんにスカウトが来たんですか……っ!?」

「なんだよ？　リコにスカウトが来るのは当然のことだと思うけど……」

「いえ。その点に関しては、納なつ得とくできます」

　ユーリがきっぱりと言い放った。

「リコさんはいつもあんな風に振る舞ってますけど、射しや撃げきの腕うでは掛かけ値ねなしに優ゆう秀しゆうです。それに、ああ見えて周囲のこともよく見てますから、遠からず優秀な空士になります」

　……さすがはベストカップルだな。リコのことをよくわかってる。

「わたしが問題にしているのは、そういうことではなく……リコさんの精神面です。話によると、リコさんが原因で敗れたんですよね。リコさんの性格なら、表向きは責任を感じていないように振る舞うかもしれませんが、内心では苦しんでいるはずです。小隊に居場所がないと感じていると思います。そんなときにスカウトが来たら……」

「うぬ、ユーリ先輩。私も同感です」

　ベッドの上で、正座をしたブレアが言う。

「主よ、私もそのことを不安に思い、具申にきた次し第だいです。スカウトが来たことを隠かくさない主の度量の大きさはさすがですが、ここはなにか策を講じるべきではないでしょうか」

　……なるほど。二人ともリコのことが心配なのか。

「ま、お前らの言いたいことはわかったよ。でも、問題はリコの意思だ。それは俺がどうこうできるもんじゃない。俺の言いたいことはわかるな」

　リコの意思は、カナタがどうこう言うべきものではない。

　カナタが干かん渉しようするとしたら、リコの狙そ撃げきが仲間に命中した件だ。

　もしその原因が俺の読み通りなら……昨日のランキング戦での敗北とスカウトは、問題解決に向けての好機だ。

「さてとユーリ。魔槍術はブレアと刃やいばを合わせる中で磨みがけよ。接近戦に関してなら、ブレアは充じゆう分ぶんＡランク級だぜ」

「カナタ先輩はどうするんですか？」

「俺はこれからランニングだよ。わりーけど、ブレアを連れ出してくれるか。着替えるから」

　ブレアたちがいなくなってから、カナタはそそくさとジャージに着替えた。







　あうあう……っ!?　ど、どうしたらいいんでしょうか……っ!?

　窮きゆう状じよう極きわまった貌で通学路を歩くレクティ。そんな彼女の傍かたわらには、唇くちびるを尖とがらせたミソラの姿があった。昨日の反省会での揉め事。その最中にスカウトがきたため、ミソラとリコの喧けん嘩かも棚たな上あげになっていたのだ。

「まったく。リコのあの態度、ムカつく……っ！」

　仏ぶつ頂ちよう面づらで、ぶつくさ愚ぐ痴ちる。

「大体にして、リコって普ふ段だんから努力しないのに、成果を出すところとか。納得いかないのよね。レクティもそう思うでしょ」

「そ、そんなことはないです……っ！」

　ど、どうにかして仲を取り持たなければ……っ!?

　その一心で、勇気を振り絞ってレクティは想いを声に出す。

「わたしは鍛たん練れんを日課として続けてようやく人並みに動けるんです……っ！　リコさんのように才能に恵めぐまれていない分、努力し続けるのは当然のことなんです……っ！」

　レクティのような強者でも努力し続けるのが、『空士の回かい廊ろう』だ。

　だが、リコに関しては例外が適用され、努力せずとも超ちよう人じんじみた狙撃術を所持する。容姿にも優すぐれ、才能にも優れ、千里眼という固有スキルまで所持している。

　才能で及およばなければ、努力で補う。それはレクティにとって当たり前のこと。誰にとっても正論のはずだ。

　しかし、レクティの反論を聞いて。ミソラの表情がますます険しくなった。

「そ、そのぅ……ミ、ミソラさん……？」

「なによ……っ！」

「あ、あのぅ……な、なんでもないです……っ!?」

　ミソラの怒ど気きに怯ひるみ、閉口するレクティ。

　うぅ……っ!?　す、すごい怒おこらせちゃいました……っ!?

　いつもは愉たのしくお喋しやべりしながら登校する。だが、この日のミソラはすこぶる機き嫌げんが悪い。

　なにせいまは一大事。ミソラはリコと喧嘩中で、リコはスカウトの返事を保留中。小隊分ぶん裂れつの危機の真まっ只ただ中なかなのだ。

　こ、ここはわたしが、ど、どうにかしてお二人の仲を取り持たないと……っ!?

　そんな決意を胸に秘ひめ、レクティはミソラと登校していた。

　校門をくぐり、校舎の中へ。階段を上がり、予科二年の教室がある二階に。そして踊おどり場ばを抜ぬけてすぐの廊ろう下かで、偶ぐう然ぜんリコと出くわした。

　お手洗いにでも向かおうとしていたのだろう。だが、いまはそんなことはどうでもいいとレクティは思う。

　なぜなら、ミソラとちらっと眼めがあったあと。なにも言わずに、リコは通り過ぎようとしたからだ。

　ま、まずい……っ!?　ミソラさんの機嫌が直ってないのに……っ!?

　そうレクティが感じた直後、ミソラが鋭するどく睨にらんでいた。

「リコ……っ！　あんた、ひょっとして無視シカトしてんの……っ！」

　開口一番に毒づく。同時にリコがミソラへと向き直り、しらじらしく口にした。

「おや、いたのかミソラ。ブサイクすぎて気づかなかったぞ」

「あんた。なにさまのつもり……っ！」

「ふっ、女神さまに決まっているだろう」

「～～～～～～～っ！　ふざけるんじゃないわよ……っ！」

「ふざける……？　わたしはキミの質問に答えただけだが」

　どかん……っ！　かっとなったミソラが廊下の壁かべに、こぶしを叩たたきつけた。廊下に居合わせた何人かの学生から注目される。

「そういうすかした態度が気に入らないって言ってんのよ……っ！」

　周囲からの視線など眼に入っていないのだろう。

　ミソラは肩かたを怒いからせ、リコへ近づいていく。

　あうあう……っ!?　ど、どうすれば……っ!?　慌てふためくレクティ。彼女が判断に苦しむ間に、ミソラはリコの眼前へと迫る。

「すかした態度？　わたしのどこがすかしているか二十字以上、四十字以内で説明してくれないか。それともスカウトされたわたしに対する僻ひがみか？」

「～～～～～～っ！　どうせあんたなんかじゃＣランク小隊に行っても活かつ躍やくなんてできないわよ……っ！」

　いまのミソラなら本当に殴なぐりかかってもおかしくない。そのことはリコも承知しているはずだ。

　けれども、リコは呆あきれ顔がおで。

　なおもミソラを挑ちよう発はつする。

「やれやれ、持たざる者の嫉しつ妬とは見苦しいな」

「人を撃うっておいて偉えらそうに。完璧な女神様は、いったいどういうつもりなのよ……っ!?」

　不意にフロンの言葉が、リコの脳のう裏りで蘇よみがえる。




　──無様ね




　意外な発言がリコの気に障さわった。

　リコはついかっとなってしまう。

「誰だれとも比ひ較かくされることのないキミに、なにがわかる……っ！　完璧を求めたことすらないキミが偉そうに言うな……っ！」

　むき出しの感情をぶつけられ、ミソラが一いつ瞬しゆん怯ひるむ。完璧という単語に、なぜリコが腹を立てるのか判断はつかない。

　しかし、すぐにミソラは双そう眸ぼうで睨み返した。

　最終警告。そのまま険しい表情で睨み合う両者。

　ま、まずい……っ！　そう思った瞬間、レクティは強ごう引いんにミソラとリコの間に割って入る。

「あ、あのぅ……ミソラさん、リコさん。け、喧嘩はそのくらいにしてください……っ!?」

　言いつつ、ミソラとリコの胸を押し、二人を無理やり引き離そうとする。その直後、ミソラとリコが同時に口を開いた。

「レクティは黙だまってなさい……っ！」

「レクティは黙っていてくれ……っ！」

「そ、そのぅ……ご、ごめんなさいっっっ！」

　及び腰ごしで謝罪するレクティ。そのあと、図はからずも同時にレクティを咎とがめた二人が、気まずそうな貌をする。すぐに二人とも睨み合うが、

「ふ、ふん……っ！　今回のところは見み逃のがしてやるわよ。でも、次にこんな態度とったら、ただじゃおかないわよ……っ！」

「それはこちらの台詞せりふだ」

　そう言って、ミソラとリコはそれぞれ別の方向へと廊下を歩いていく。完全に仲なか違たがいしている。

　あ、あうあう……っ!?　ど、どうすれば……っ!?

　いてもたってもいられなくなったレクティは、自分の教室に鞄かばんを置くと、すぐにカナタの教室へと向かった。







　空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン本科二年Ｃ組教室。

　この日、カナタは珍めずらしい来訪者を発見していた。その視線の先には、おびえながら教室へと入ってくるレクティの姿があった。上級生の教室ということで、萎い縮しゆくしているようだ。

　カナタが立ち上がり、窓まど際ぎわの一番奥の席から声をかけた。

　安心したかのように、一瞬ぱあっと明るい表情をみせるレクティ。そのあと、一気に貌がくしゃくしゃになり、涙なみだぐんだ。

　いままで不安を堪こらえてきた堰せきが崩ほう壊かいしたのだろう。

　そして──

「う[image: う]……っ！　カ[image: な]タざぁ～～～[image: ん]っっっ!!」

　生き別れの兄妹きようだいが再会したかのように、カナタへ飛びついた。

「？　どうしたんだよレクティ？」

　とりあえずレクティの背中を摩さすり、あやすカナタ。レクティはカナタの制服の胸へ貌を擦こすりつけるようにして、くしゃくしゃに泣きだしていた。

　しばらくし、レクティが落ち着きを取り戻もどした。いまだ泣きじゃくりながらも、彼女は事情を説明する。

「（ぐすん、ぐすん）ミソラさんとリコさんが、（ぐすん）ひどい剣けん幕まくで（ぐすん）いまにも取っ組み合いしそうで……っ！（ぐすん）」

　自分の席にレクティを座らせ、カナタはひとつ前のロイドの席に座っていた。

　じつはレクティをあやしている間に、ロイドは登校してきていた。だが、気を利きかして席を外しているようだ。ロイドとクロエは、教室の廊下側の席から、カナタとレクティのやり取りを見守っていた。

「よしよし。ほら、ユーリ特製のチョコチップクッキーやるから元気出せよ」

　レクティの頭を撫なでたあと、ピンク色のリボンでラッピングが施ほどこされたクッキーを差し出す。

　今朝、クロエとユーリがこの教室で打ち合わせしていたとき「昨晩作りすぎてしまって……」と、貌を紅らめたユーリから頂いたものだ。

「うぅ……。い、いただきます」

　半はんべそ貌で、レクティはラッピングをほどく。チョコチップクッキーを一枚取り出すと口へ運んだ。

　はむっと口にした瞬間、眼をぱちくりさせる。

「お、おいしいです……っ！」

　しっとりとした濃のう厚こうな甘みとカカオの風味が、口いっぱいに広がる。少し元気を取り戻し、レクティははむはむとチョコチップクッキーを堪たん能のうした。

　なんだかハムスターみたいだな。カナタは愛あい玩がん動どう物ぶつを観みるような眼を向けた。ひと心ごこ地ちつかせたあと、レクティに尋たずねる。

「それで、いったいなにがあったんだよ？」

「あのぅ……ミソラさんとリコさんが昨日のランキング戦の件で喧けん嘩かして。そのぅ……ミソラさんが『完璧な女神様は、いったいどういうつもりなのよ……っ!?』と怒ったり、リコさんが『誰とも比較されることのないキミに、なにがわかる……っ！　完璧を求めたことすらないキミが偉そうに言うな……っ！』って怒ど鳴なり返したり、とにかく大変で──」

　あらためてレクティから事情を聞き、何があったかをカナタは知る。ミソラとリコが激しくぶつかりあったことを聞いても、カナタは驚おどろかなかった。

　むしろ、想定の範はん囲い内だと言わんばかりの表情だ。

「あ、あのぅ……カナタさん。リ、リコさんとミソラさんの件ですけど、大だい丈じよう夫ぶですよね……っ!?　お二人ともちゃんと仲直りすることができますよね……っ!?」

「どうだろうな……。本当の意味で仲直りするには、ランキング戦での敗因を取り除く必要がある」

　おもむろにカナタが尋ねる。

「なあレクティ。お前もリコは故意に仲間を撃ったと思うか？」

　大事な質問だ。

「そ、そのぅ……わ、わたしはそうは思いません」

　少し躊躇ためらったあと、レクティは考えを率そつ直ちよくに述べる。

「あ、あのぅ……リコさんはそんな酷ひどいことをする人じゃないと思います。困ったときはたまに手助けしてくれますし、容よう姿し端たん麗れいで頭の回転も速いですし、狙そ撃げき術も一流ですし……っ！　そ、そんな完璧なリコさんが人の足を引っ張るようなことするでしょうか……っ!?」

　うん、やっぱリコが故意に仲間を撃つのはヘンって思うよな。……にしても、レクティもリコは完璧だと思うのか。俺はそう思わねーんだけど。

　しかし仲間から見て、リコが別格視されているのは確かだ。なにせ彼女は、カナタの特訓の意図を瞬しゆん時じに看かん破ぱし、真っ先に合格し続けているのである。

「それなのに、なんでランキング戦ではあんなことに……」

　レクティがぽつりとつぶやいた。

「そういえば、ランキング戦のときは、ブレアさんが背中を護まもってましたよね。ブレアさんはまだ連れん携けいに不慣れなので、ぶつかったりでもしたんでしょうか？」

　……ちょっと遠いな。

「ブレアはぶつかってなかった。……むしろ、リコの背中を必死に護ってたよ。今度時間があったら、ブレアにも訊きいてみろよ。そしたら、リコがミスショットをした原因も見えてくるかもしれないぜ」

「ミ、ミスショットをした原因って……っ!?　カナタさん、そ、それってどういう──」

「さーな。でも、レクティ。いざっていうときに、仲間を引き留められるのは教官じゃない。もっとリコに身近な存在だ。それと今日は普ふ段だんとはべつの訓練をするから、愉たのしみにしとけよ」

　カナタがそう告げると、始業開始を告げる鐘かねが鳴り響ひびいた。まだ訊きたいことはあったが、レクティは大おお慌あわてで教室へ戻った。

　苦難の中のチカラ。問題に直面したとき、カナタの訓練は特別な意味を持つと信じながら……







　午後の実技訓練。この日、ミソラたちの姿は訓練グラウンドの片かた隅すみにあった。

　大勢の学生たちが鍛たん錬れんに励はげむ中、誰かを待っているらしい。

　カナタとミソラたちが到とう着ちやくしてすぐに、アッシュブロンドの短たん髪ぱつが目印のハイテンションな少女──リリィ・ランカスターたちが姿を現した。

「やっほー……っ！　みなさん、お久しぶりでーす……っ！」

「あっ！　リリィさん。交流学校ではお世話になりました」

「いえいえ、こちらこそ……っ！」

　ちょこんとお辞じ儀ぎするレクティの傍そばへと回り込む。

「というか聞きましたよレクティちゃん、このこの」

　言いながら、リリィは肘ひじでくいくいと突ついてきた。

　何の話だろう？　レクティが疑問を抱いだく。

　リリィが言う。

「交流戦にも勝って、これはいよいよ本物かと思われた矢先、Ｅランク小隊にランキング戦で負けちゃったんですよね」

　もしかして同情してくれているのだろうか。リリィさんって親切なんですね、とレクティが謝意を示そうとする。

　そのとき、信じられない言葉が耳を突いた。

「ふっふっふっ、いい気味です……っ！」

　え……っ!?　レクティが見やると、リリィがニヒルな笑えみを浮うかべていた。

　紅あか髪がみの魔ま剣けん士し──サーシャがたしなめる。

「……リリィ、本音が漏もれてる」

「うるさいですサーシャ……っ！　模も擬ぎ戦でＦランク小隊に敗れてからというもの、わたしたちが一体どれだけ周りから嘲あざけりを受けたと思っているんですか……っ!?」

　リリィがぐっと拳こぶしを握にぎり締しめる。

「今日は汚お名めい返上の好機です……っ！　けちょんけちょんにしてあげます……っ！」

「リリィさん、そこは思っても口に出さないでおこうよ……」

　金きん髪ぱつの魔弓士──グレッグがどこか落らく胆たん気味に告げた。

　と。リリィたちＢ２２７小隊が合流したところで、ブレアが尋ねる。

「主あるじよ、今日はどのような訓練をするのですか？」

「うん。それはこれから説明するよ」

　全員を集合させ、カナタが話をする。

「今日はＢ２２７小隊と合同訓練だ。Ｅ６０１小隊は不利な状じよう況きよう下かで、どう戦えるかを訓練する。ポイントは、Ｅ６０１小隊の四人の中から二人を抽ちゆう出しゆつして、劣れつ勢せいチームを作ることかな。あとはこの前の演習Ｂ８と大体同じ流れ。優勢チームは、リリィたちとＥ６０１小隊の残り二人。でも、この前の演習の経験を踏ふまえてもらうぜ。最初の劣勢チームは、レクティとブレア。次はミソラとリコ。それぞれ準備しとけよ」

「あのぅ……わたしたちは、劣勢な状況を覆くつがえす方法を身につけられるんですが……」

　そう前置きして、レクティが尋ねる。

「でも、そのぅ……リリィさんたちにはなんのメリットがあるんですか？」

「ふふっ、レクティちゃん。いい質問です……っ！　じつはですね、今日はレクティちゃんたちをけちょんけちょんにすることに意味があるんです……っ！　（ふごっ！）」

「ご、ごめんねレクティさん。リリィさんも悪気があって言ってるんじゃないから……」

　慌あわててリリィの口を塞ふさいだグレッグが、落ち着いて説明する。

「じつは僕たち、Ｅ６０１小隊に負けてからスランプに陥おちいってて。どうにかして士気を高めたかったんだ。そんなとき、《黒クのロ剣ノ聖ス》から合同訓練の申し出オフアーがあって、リリィさんは内容を聞くなり二つ返事で……」

　な、なるほど……っ！　レクティが納なつ得とくする。

　リリィさんも小隊の士気を高めるために、なりふりかまっていられなくなったんだ。

「じゃ、そういうことな。……それとレクティ。ブレアは《ミストガン》に来て間もないから、指導をよろしく頼たのむぞ」

　その言葉を耳にし、ブレアがレクティに挨あい拶さつをする。

「うぬ、レクティ。よろしく頼むぞ。問題があったら、遠えん慮りよなく指し摘てきしてくれ」

「はいブレアさん……っ！　こちらこそよろしくお願いします」

　お互たがいに軽快な挨拶を交かわすレクティとブレア。なかなかよさげな雰ふん囲い気きだ。

　カナタがその隣となりへと視線を移す。

　そこには、仏ぶつ頂ちよう面づらで睨にらみ合うミソラとリコの姿があった。

「おいおい、そんなお互いに意識し合って。ひょっとしてお前ら二人、付き合ってんのか？」

　ミソラとリコがすぐさまカナタを睨み据すえ、同時に言葉を発する。

「そんなわけないでしょ……っ！」

「そんなわけあるか……っ！」

　それから二人は再度睨み合うと、

「「………………ふんっ！」」

　これまた同時に鼻を鳴らして、視線を逸そらした。

　冷戦中の二人を、カナタはじーっと見据えていた。







　午後の実技訓練。第三訓練空域。

　レクティ・ブレアペアの訓練風景──

　前衛にサーシャ、そして中衛にはリリィ、グレッグ、ミソラ、リコという配置だ。中衛に配置された射しや砲ほう撃げき系四人がかなめだろう。

『ふっふっふっ、タコ殴なぐりにしていいとは……』

　手で口元を隠かくしながら、狂きよう気きじみた笑みを浮かべるリリィ。

『リリィさん。そろそろ訓練開始なので、落ち着いてください』

　隣を飛行するミソラがたしなめる。と、平常心に戻もどったリリィが周囲を見み渡わたし、ある少女を指さした。

『んっ、あの子。千里眼を使う子ですよね？』

『ええ、そうですけど……』

　リリィが指さしたのは、リコだ。

　この前の交流戦をリリィも観戦していたのだろう。リコは交流戦の最さ中なか、千里眼を駆く使しして活かつ躍やくしていた。

『はい、質問です……っ！　ならリコさんは〝神憑きツヌグイ〟も使えるんですか……っ？』

『なんですか？　〝神憑きツヌグイ〟って？』

『う、うそ……っ!?　ミソラさん、〝神憑きツヌグイ〟を知らないんですか……っ!?』

　リリィがぎょっとする。

　なんだろう？　ミソラはきょとんと首を傾かしげた。

『〝神憑きツヌグイ〟というのは、千里眼の真骨頂でして。千里眼が最上級固有スキルたる由ゆ縁えんなんですよ。もしリコさんがそのチカラを扱あつかえれば、それはＥ６０１小隊にとって、極きわめて強力な……』

『うるさいぞリリィ』

　しかし途と中ちゆうで、説明は遮さえぎられた。

　通信結けつ晶しようを通じて話を聞いていたリコが、不ふ機き嫌げんそうに口を挟はさんだからだ。

『な、なんですと……っ!?　せ、先せん輩ぱいに対する敬意がまるで──』

『集中してリリィさん。もうすぐ演習が始まるよ』

　グレッグが警けい戒かいを促うながす。

　その直後。カナタが、訓練開始の指示を出した。

　ブレアが声こわ高だかに名乗りを上げる。

『ブレア・アイゼナッハ、押して参る……っ！』

『ダ、ダメですブレアさん、焦あせりすぎです……っ！』

　開始と同時に、いきなり猪ちよ突とつ猛もう進しんするブレア。慌ててレクティが注意する。

　うーん、闘とう争そう心が騒さわいでいるのかもな。〈ホウキ〉に乗って、上空から俯ふ瞰かんするカナタはそんなことを思った。

　でもさ、ブレア単独じゃどんなに頑がん張ばっても突とつ破ぱできないぜ。

　なぜならリリィたちの布ふ陣じんは──

『くっくっくっ、甘いです……っ！　さてサーシャ、そのまま後退してください……っ！』

　突進するブレアと慌てて追うレクティが、一気に前進してくる。だが、前衛のサーシャが後退したため、なかなか追いつけない。その間、中衛のリリィたち四人は包ほう囲い網もうを構築。コの字の陣形となり、サーシャを追ってきたブレアとレクティを包囲してみせた。

『これで獲え物ものは罠わなにかかりました……っ！　さてみなさん、どんどん撃うっちゃってください……っ！』

　リリィの指示に従い、中衛の四人が四方八方から攻こう撃げきを仕し掛かけた。

　魔ま力りよく弾だん、魔力砲撃、魔矢が容よう赦しやなく襲おそいかかる。

『く……っ！　こ、これでは防ぎ切れぬぞ……っ！　ここは一気に攻こう勢せいに……』

『ブ、ブレアさん……っ!?　お、落ち着いてください……っ!?』

『ならぬ。戦技を使えば状況を覆すのは容た易やすいではないか……っ!?』

『戦技を使うのは同意です。ですけど、ここはそのぅ……防ぼう御ぎよしながら相手の弱点を見極めて……』

『くどい……っ！　護まもってばかりでは勝つことはできん……っ！』

　言い捨て、ブレアの持つ魔ま双そう剣けんが白色の輝かがやきを放つ。




　アイゼナッハ流魔双剣戦技──龍りゆう旋せん風ぷう




　両手に持つ魔剣から、それぞれ小さな竜たつ巻まきが生じる。それを、ミソラとリコへ向かって放つ。同時にブレアはリリィの下方を駆かけ抜ぬけ、グレッグの魔矢を躱かわし、急きゆう上じよう昇しよう。身を捻ひねりながら、一気にリリィの背中を取った。

『リリィさん、狙ねらわれてます……っ！』

　竜巻がもたらした突風から持ち直し、ミソラが警告する。

『後ろにブレアが……っ!?』

『だいじょうぶですよ……』

　短い返事。リリィはレクティに対する射撃姿勢を崩くずさない。ブレアを無視し、じっとレクティを銃じゆう口こうの先に捉とらえ続ける。

『覚かく悟ごしろ……っ！』

　リリィの無防備な背に向け、ブレアが斬ざん撃げきを放つ。

『……させない』

　しかし、音もなく現れたサーシャが魔剣で斬撃を受けとめていた。その間も、リリィはひたすら銃口の先に、動き回るレクティを捉え続ける。

『ふっふっふっ、いただきです……っ！』

　リリィの魔銃の銃口の先に、球形の魔力の塊かたまりが生じる。躊躇ためらわず、リリィは引き金を絞しぼった。




　魔銃戦技──拡散多弾頭射撃マルチプルバースト




　リリィの銃口から放たれた魔力弾は、四発に分ぶん裂れつ。さらにそこから、それぞれが四つに分裂し、十六発の魔力弾となってレクティへ襲いかかった。

　乱雑な軌き道どうを描えがき必死に回かい避ひするレクティ。だが、敢あえなく魔力弾を浴び、軽く弾はじき飛ばされた。ぎりぎりで魔ま力りよく障しよう壁へきを展開したとはいえ、衝しよう撃げきは相当なものだ。

　カナタがレクティに対し、撃げき墜つい判定をくだす。続いてブレアも包囲され、呆あつ気けなく撃墜された。

『へへーん、どうですか……っ!?』

　リリィが胸を張る。これでも、予科三年首席なのだ。

　やや調子に乗りすぎてる感がしないでもない。しかし、その戦術と戦技について、ミソラは素す直なおに感心した。

『す、すごい……っ！』

『はっはっはっ、少し張りきりすぎちゃいましたね……っ！』

『でもリリィさん。さっきブレアがリリィさんを狙ってましたよ。直前でサーシャさんがカバーに入ってくれたお陰かげで、偶ぐう然ぜん狙そ撃げきは成功しました。けど、狙撃ポジションを放ほう棄きしたほうがよかったんじゃないですか？』

『なにを言ってるんですかミソラちゃん。いまのは必然の結果ですよ……っ！　ねえサーシャ』

『……うん。リリィが危ないときには、わたしがカバーする』

　どこからともなく現れたサーシャが答えた。

『そういうことです。射砲撃系が狙撃姿勢を取ったら、他の仲間が全力で防御するのは戦術の基本ですよ』

　先輩らしくリリィはアドバイスする。

『それにミソラちゃんも素人しろうとではないからご存じでしょうが、狙撃に偶然はありませんよ。仮にあの状じよう況きようでわたしが狙撃を外すようなことがあれば、それは偶然の結果ではありません。必然の結果ですね』

　その言葉を聞いたとたん、ミソラの脳裏で、ある発言が蘇よみがえる。




　──あのときの狙撃は偶然ではない。必然の結果だ




　ミソラを撃ったことに対する、リコの台詞せりふ。

　じゃ、じゃあ、あの発言の真意はもしかして……っ!?

『あのリリィさん、そ、それってつまり……』

『そんなこと。射砲撃系なら言わなくてもわかるじゃないですか』

　リリィはさらに語る。

『ついでに説明しておきますけど、おそらくリコちゃんはこれ以上の多弾頭射撃マルチシヨツトができますよ……っ！　〝神憑きツヌグイ〟を発動すればですけど』

　リコがこれ以上のことをできるの……っ!?　ミソラが意外そうに眉まゆを吊つり上げた。

『おいミソラ、次はお前とリコだぞ。とっとと配置につけよ』

『う、うん……』

　カナタに促され、ミソラは神しん妙みような面おも持もちで返事をした。







　ミソラ・リコペアの訓練風景──

『……足を引っ張るなよミソラ』

『……わかってるわよ。あんたこそ気をつけなさい』

　訓練開始前に交かわした会話は、それだけだ。

　これといった打ち合わせすらしていない。

　カナタが訓練開始を告げると同時に、リリィたちが一気に動き出した。

　前衛のレクティ、ブレア、サーシャ、アルケナル級飛翔標的ダミーバードが一気にミソラたちへと迫せまり、中衛のリリィ、グレッグが前進を支し援えんする。

　申し合わせたかのように、ミソラたちはその場に留とどまる。ブレアのように安易な突とつ撃げきはしない。

　手にした魔ま砲ほう剣けんと魔銃の先を、相手の前衛集団に向ける。そして狙いをつけ、引き金を絞った。

　俯瞰していたカナタが、思わず不敵な笑えみを零こぼす。

　へー、こいつらやるじゃんか。喧けん嘩か中なのに、お互たがいよくわかり合ってるな。

　ミソラとリコの会話は、連れん携けいを取るのに必要な最低限のものだ。

　にもかかわらず、お互いに付かず離はなれずの距きよ離りを保ち、迎げい撃げきしている。

　それは、二人の考えが同じだということ。

　つまり、通じ合っていることにほかならない。

　……ま、この程度はこなしてもらわなきゃ困るんだよな。転校してきたばっかりのブレアと違ちがって、お前らは小隊間戦術の訓練を積んできたんだから。

『ふっふっふっ、こちらの狙いを読んでいたようですね』

　リリィが貌かおを引き締しめる。

　特にリコの狙撃が厄やつ介かいだ。

　狙いが正確で、確実にこちらの前進を阻はばんでいる。

『しかし、まだまだこれからです……っ！　さあ、前衛のみなさん。激しく動き回って、相手を翻ほん弄ろうしちゃってください……っ！』

　その一言に応じ、どうにか前進に成功した三人と飛翔標的ダミーバードが、ミソラとリコの周囲を激しく飛び交った。

　前後左右上下。全方位の警戒は、一人では不可能だ。全方位からの激しい動きに翻弄され、ミソラとリコも徐じよ々じよに距離が近づき、背中合わせの構図となる。

　敵に包囲された場合、纏まとまって防御を厚くするのは基本だ。

　普ふ段だんは後衛として、敵からの圧力が薄うすいリコも、その定石セオリーは心得ている。

　だが、ミソラに背中を預け、お互いに死角をカバーしようとしたとたん。リコの射撃が狂くるい始めた。アルケナル級飛翔標的ダミーバードを狙い、リコは素早く二射する。二射とも標的を掠かすめようともしない。

　標的の飛行軌道、飛行速度、相対距離、弾だん速そくなど。様々な要素を勘かん案あんした結果、導き出される魔力弾。

　狙撃術は、リコの十お八は番こだったはずだが……

『ち……っ！』

　舌打ちしながら、リコはせわしなく周囲を見み渡わたした。背中はミソラに任せるべきだ。しかし、リコは自分で全方位を確認しようとする。

『こらリコ……っ！　真ま面じ目めにやりなさいよ……っ！』

『……わかっている。わたしに指図するな』

　けれど、リコの射撃に改善は見られない。さらに一いつ喝かつしようとミソラがリコを一いち瞥べつする。すると、リコが珍めずらしく貌を歪ゆがめていることに気づいた。

『ねえ。あんた大だい丈じよう夫ぶ？　調子でも悪いの？』

『大丈夫だと言っているだろう。わたしにかまうな』

　リコが不快気に言い放つ。

　明らかに様子がおかしい、とミソラは疑念を抱いだいた。

　背中合わせになったとたん。リコの射撃が乱れ、澄すまし貌が崩れている。

　あたしへの嫌いやがらせ……？　ううん。これはそういうのじゃない。

　リコの澄まし貌が崩れるのは、こうやって危機的状況になったときだ。

　この前の訓練のときも。ランキング戦のときもそうだった。混戦だったり、敵に包囲されたり、危機的状況下だ。普段後衛のリコは、混戦や包囲される状況が少ない。そして仲間に背中を預けたときさえ、射撃が乱れている。

　こ、これってもしかして……っ!?

　同じ射砲撃系のミソラだからこそ、わかることがある。リリィは狙撃する際、サーシャに完全に背中を預けていた。だが、リコは──

　通信が沈ちん黙もくし、戦せん闘とう中にミソラは気難しげな表情を浮うかべる。

　へっ、どうやらミソラも気づいたみたいだな……

　その後、カナタは静かに戦闘の推移を見守っていた。

『……これで終わり』

　リコの射撃の隙すきを縫ぬって、サーシャが接近。リコの喉のど元もとへ刃やいばを突つきつけ、撃墜判定。その後もカナタは、不利な状況下での戦闘を経験させ続ける。

　さてと、こいつらにはなかなかいい経験になったかな……

　疲つかれ切り、意い気き消しよう沈ちんしたミソラたちを見やり、カナタは口の端はをつりあげた。







　合同訓練終しゆう了りよう後。Ｅ６０１小隊室。

　リリィたちに感謝され、この日の訓練は終了した。どうやら、ミソラたちに敗北した悪夢を払ふつ拭しよくできたらしい。

　一方で。ミソラたちの雰ふん囲い気きは、あまりよくなかった。

「あのぅ……ミソラさん、一いつ緒しよに帰りませんか？」

　一緒に帰るのだろう。そう声をかけてきたレクティの傍かたわらには、ブレアの姿があった。

「ごめん……っ！　あたしは用事があるから、二人は先に帰ってて」

「そういうことなら、そのぅ……お疲れさまでした」

「うむ。主あるじ、本日はここで失礼いたします」

「ああ、お疲れさん」

「うん。みんな、お疲れさま」

　下校するレクティとブレアに、ぎこちない笑顔を浮かべてミソラが手を振ふる。それから、急に深刻な表情を浮かべ、

「ね、ねえ。ちょっといい……っ？」

　教官日誌を書いている途と中ちゆうのカナタに、声をかけた。

　なんでも明日あしたカナタは用事があるらしく、午後の実技訓練には来れないらしい。

　相談するなら、いまが好機。なにせいまはカナタと二人っきりだ。

　リコは「……帰るぞ」と一言断りを入れ、真っ先に下校していた。

　おそらくは居づらかったのだろう。

　ぎくしゃくした雰囲気が小隊室に立ちこめていた。みんな、ランキング戦でのリコの件とスカウトの件で動どう揺ようしているのだ。

「どうしたんだよ？」

　貌を上げるカナタに、ミソラははっきりと尋たずねる。

「ねえランキング戦でリコの狙撃が外れた原因。あんたはもう気づいてるんでしょ」

「ふーん。さっきの反省会でずっと黙だまってたのは、やっぱそういうことか」

　今日の合同訓練終了後のことだ。小隊室でミソラとリコ、レクティとブレアを組ませ、反省点を抽ちゆう出しゆつさせた。レクティとブレアからは幾いくつか今後に活いかせそうな課題が出た。だが、ミソラとリコは終始無言だった。

　いくら喧嘩しているとはいえ。そのことを口実に、訓練をサボるミソラではない。

「うん。小隊長としてその原因を指し摘てきするべきかどうか悩なやんで……結局やめといたわ」

「なかなか気を遣つかったんだな」

　冗じよう談だんめかしてカナタが言う。

「俺としては、お前が取っ組み合いでもやらかすと思ってたんだけど」

「だ、誰だれが取っ組み合いをやらかすのよ……っ！　さすがのあたしでも、小隊長としてやっていいことと悪いことぐらいわかるわよ……っ！」

　……なるほどね。道理でお前らしくないわけだ。

　小隊長っていう立場が、よくも悪くもストッパーになってるわけか。

「へっ、そりゃ悪かったな。ま、座れよ」

　少し長い話になりそうだったので、カナタは教きよう卓たくの向かいの席をすすめる。

「なあミソラ、『空士の絆きずな』って言葉を知ってるか？」

　予科一年生のときに、小隊制度とともに真っ先に教えられる言葉。小隊内での信しん頼らい関係を指す言葉だ。大空での全ぜん周しゆう戦闘において、背中を預けられる仲間たち。小隊として一度空に上がれば、一いち蓮れん托たく生しよう。同じ訓練に耐たえ、苦難をともにした仲間たちとの深い信頼関係を指す。

「いまのお前らとリコの間じゃ、それが完全じゃない。今日の訓練で、レクティとブレアも薄うす々うすは気づいただろうな。リコの狙撃が故意じゃなくて、ミスショットであることに」

「やっぱり、そういうことなんだ……」

　ミソラがぽつんと口にした。

　リコの狙撃は、故意ではなくミス。そしてその原因は、リコがミソラたちのことを、背中を預けるに足る人物だと思っていないことだ。

　だからこそ。仲間との信頼が必要になる背中合わせの状じよう況きようで、集中力が乱れ、照準がぶれる。

　予想していたとはいえ。カナタに肯こう定ていされると、その事実は重くのしかかってきた。

「なあミソラ。お前はどうしてリコから完全な信頼を得られないと思う？」

「リコに比べて、あたしたちがその……情けないからだと思う」

「ま、お前たちが情けないってのは間違ってねーよ」

　うぅ……と気弱な貌をするミソラ。

　だが、カナタの言葉には続きがあった。

「でも、情けないってのはリコも含ふくめてだ。リコにだってコンプレックスの一つや二つあると思うぜ」

「リコにコンプレックス？」

「そ。今日リコと喧嘩したんだろ。そんとき、リコがなんか言ってたんじゃないのか？」

「な、なんであんたがそれを知ってんのよ……っ!?」




　──誰とも比ひ較かくされることのないキミに、なにがわかる……っ！　完かん璧ぺきを求めたことすらないキミが偉えらそうに言うな……っ！




「その……リコは完璧って言葉にムキになってるみたいだった」

　情報が筒つつ抜ぬけであることに戸と惑まどいながら、ミソラが言う。

「けど、それってリコに完璧だと思わせる存在がいるってことでしょ。あのリコが誰かと比べられて劣れつ等とう感なんて抱くかしら……？」

「んっ、少なくとも一人はいるだろ」

「？　誰のことよ？」

「空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダー」

「？　なんで空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーが出てくるの？」

「知らねーのか？　空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーってリコの姉さんだぞ」

「えええぇぇぇぇ────！　あ、あのリコのお姉さんが、空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーっっっ!?」

　ミソラが素すっ頓とん狂きような叫さけび声ごえを上げた。

「うるせーよ。小隊室でわめくな」

「ご、ごめん……っっっ！」

　しかし、これで全すべてが繫つながる。

　リコは空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーを越こえたがっているのだ。きっとそのことが『完璧』にこだわることと繫がるのだろう。

「さてと、これでお前の疑問は氷解だな。完璧なリコから信頼を得るには、空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーにでもならないとダメだぜ」

　むぅ、とミソラが口を噤つぐむ。そんなことは無理だとわかりきっている。

「それを踏ふまえたうえで、どうすればいいかは自分で考えろよ」

　そのあと、カナタは問いかける。

　小隊内に奔はしる動揺は、リコのミスショットの件だけではない──

「それと俺からも訊ききたいことがある。リコのスカウトの件についてだ。お前はリコの移い籍せきについてはどう思ってるんだ？」

「あ、あんたはどう思ってるのよ……っ!?」

　そう返事をするので限界だった。ただでさえ、リコのミスショットの件で頭が一いつ杯ぱいだというのに。そこにリコへのスカウトだ。頭が追いつかない。

　学生生活を送る友人として。同じ小隊の仲間として。小隊長として。

　あたしはリコにどうしてほしいんだろ……？

「俺にとってのリコはどこまでいっても教え子だ。教官として、俺は教え子リコの意思を尊重するつもりだ。あいつが移籍したいっていうなら、俺はあいつの将来を考こう慮りよしたうえで移籍を認めるよ」

　カナタの双そう眸ぼうがミソラを見み据すえる。

「それでお前はどうしたい？　リコと小隊の将来を天てん秤びんにかけて、お前はどうしたい？　お前にとってリコってなんだよ？」

「あ、あたしにとってリコって……」

　リコってなんだろう？　リコの将来を考えるなら、あたしはリコの移籍に賛成するべきなんじゃ……でも、あたしはリコの友達でもあるんだし……

「じゃあミソラ、リ隊コ員にとってミ小ソ隊ラ長の役割ってなに？」

「え、えーっと、そ、その……っ！」

　あたふたしながらも、答えが出てこないミソラ。想うことは一杯あるが、ありすぎて上手く口にできないのだ。

　しばし考えたのち。ミソラはどうにかこれだけを口にした。

「……正直わかんない。いろんな気持ちが絡からまり合って、リコの将来を考えたいって想いと小隊の将来を考えたいって想いがごちゃごちゃになってる」

　それを聞き、カナタが表情を険しくする。

　真っ直すぐな思考が売りなのに悩んでるな。そんなことじゃ、空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーに認められたいリコの心は引き留められないぜ。

　動揺するミソラに、カナタははっきりと投げかける。

「小隊長として、リコの将来をどう考えるか。そいつをはっきりさせねーとな。いまのお前には、小隊長としての覚かく悟ごが足りないよ」







　第三章　すれ違ちがう覚悟の決断








　真夜中。アルテミア寮りよう。ミソラとレクティの部屋。

　真まっ暗くら闇やみの部屋の中で、一か所だけスタンドの明かりがついていた。乳白色のガラスカバー越ごしに伝わる光が、ソファーに座るミソラの貌かおを照らし出す。

　すでにレクティはベッドで休んでいる。同じ時に、ミソラもベッドで休もうとした。だが、ぜんぜん眠ねむれなかった。そのままベッドから起き上がり、ミソラはひとり悶もん々もんと考えごとに耽ふけっている。




　──小隊長としての覚悟が足りない




　カナタの指摘を受けてから、ずっと考え続けている。

　あたしにとってリコとはなにか？

　リコは友達で、ちょっとムカつくやつ。小隊の仲間で、気分屋でいけすかなくて……でも、いざっていうときはちょっぴり助けてくれる。そういえば、あいつの特訓で行き詰づまったとき、狙そ撃げき術の指導をしてもらったことがあった。そのときにさりげなく、アドバイスをしてくれたっけ。

　なに考えてるかよくわかんないけど。でもさ、あたしってリコのこと嫌きらいじゃないのよね。喧けん嘩かもするし悪口も言い合うけど、絶交しようと思ったことはないし。

　それってやっぱ、あたしがリコのことを好きなのよね。……だってリコってさ、ムカつくけどいいやつなんだもん。

　でも、小隊長として隊員の将来を考えた場合。果たしてこのままリコをＥ６０１小隊に居続けさせていいのだろうか？

　そんなとき、ふと声がかかった。

「眠れないんですか？」

「……ごめん。起こしちゃった？」

　見ると、パジャマ姿のレクティが眼めを擦こすりながら、こちらへやってきた。レクティはそれ以上尋たずねず、キッチンへ向かう。そしてミソラのために、蜂はち蜜みつのたっぷり入ったホットミルクを作ってきてくれた。

　レクティからの温かい気き遣づかいに感謝しながら、ミソラは考え続けた。夜が明け、窓から朝日が差し込んだとき、ようやく結論が出た。

　小隊長にとって、リコは大事な仲間だ。リコの将来を考えるのは、責任ある者として当然のことだと思う。……だけど、あたしはリコと離はなれ離ばなれになりたくない。

　リコと一いつ緒しよにいすぎて、小隊長と友達の貌を使い分けられない。それは小隊長としてはわがままかもしれない。でも、それでもあたしは──




　翌日。朝一で登校したミソラの姿は、リコの教室の前にあった。一晩中考え抜ぬいた想いを伝えるために、リコが登校するのを待ち続けた。

　しかし、始業時間ぎりぎりになっても、リコは現れない。

　……サボりかしら？

　ミソラの経験によると、リコは気分次し第だいで座学をふけることがある。実技訓練に関しては、カナタとは相あい性しようがいいためか、口では「かったるい」などと言いつつも、そうそうサボらないが。

　一人ぽつんと廊ろう下かで待っていると、始業を告げるベルが鳴った。ミソラは慌あわてて教室へ戻もどると、一時間目の数学を受ける。そのあと大急ぎでリコの教室へ向かい、まだいた担当教官にリコの出欠を尋ねる。

　すると思いもよらぬ答えが返ってきた。

「……公欠ですか？」

　なんとリコはサボりではなく、公おおやけの用事があって来られないらしい。

　公欠自体は珍めずらしいことではない。むしろ空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの学生なら、ありふれたことだ。よくある理由だと、哨しよう戒かい任務に就つく際は小隊単位で公欠扱あつかいとなる。だが、哨戒任務はＣランク以上の小隊に制限されている。しかもリコが任務で休みというのに、同じ小隊のミソラはなにも知らされていない。

　つまり、リコだけは特とく別べつ扱あつかいされている。

　ミソラの知らないところで、やはりリコは認められているのだ。アーネストからスカウトされた一件だって、決して偶ぐう然ぜんではない。

　ま、まさか本当に移籍しちゃうなんてことは、ないわよね……っ!?

　さらに。不安とは異なる感情も、ミソラの心を疼うずかせる。

　でも、リコはいったいどんな任務に就いてるんだろ？　危険なこと、してなきゃいいけど……

　二時間目の物理も耳に入らず、ミソラは窓の外の景色を眺ながめる。ものさびしい表情を浮うかべたミソラが、人知れずリコの身を案じていた。




　　　　＊＊＊




　同時刻。造船施し設せつや発着場のある十一番区。

　発着場を囲う長大なフェンスに沿って、リコは歩く。その脇わきには、特別任務に伴ともない支給された〈ホウキ〉を抱かかえていた。しばし歩くと、正面ゲート前に集合していたカナタ、クロエ、ユーリ、ロイドと合流する。

　この場の全員が自分の〈ホウキ〉を抱えていた。長ちよう距きよ離り移動の際、使用する飛行補助具。

　飛行魔ま術じゆつを使わず、魔ま力りよく消費を抑おさえるのが目的だ。

　ふぁーと欠伸あくびを漏もらしつつ、リコはカナタのもとへ歩み寄り、

「ふっ、キミも護衛役か」

　少しうれしげに微笑ほほえんでみせた。

「そういうことだよ。俺が責任を持って護衛するから、まあ安心してくれ。それとこっちが……」

「直接挨あい拶さつするのは初めてだね」

　防護服プロテクターを纏まとったクロエが天使のような微笑みを零こぼす。

「クロエ・セヴェニーです。カナタやユーリが所属する特務小隊ロイヤルガードの小隊長で、リコちゃんのお姉さんとも仲良くさせて頂いています」

　リコちゃんのお姉さん。その単語を耳にし、リコの眉まゆがぴくんとつり上がる。クロエは穏おだやかに握あく手しゆを求めたのだが、

「……うざい」

　そう言って、差し出された手をリコは無視した。

「……………………」

　リコに手を差し出したまま、クロエはきょとんとする。

　へー、さすがリコだな。カナタは口の端はをつりあげた。

　どんな強者にも媚こびず、尊大であり続けるリコの生きざま。それが、じつに彼女らしいと思う。独立不ふ羈きの精神──唯ゆい我が独どく尊そんの心は、リコの美点でもある。

　だが、そんな二人のやり取りを目もく撃げきし、肝きもを冷やす人物もいた。

「あ、あのですねクロエ先せん輩ぱい……っ!?　リコさんは一見なんかこう無礼な人間に映るんですが、本当はしっかりした……」

　ユーリがさりげなくフォローに入る。しかし──

「えい……っ！」

「な、なにをする……っ!?」

　むすっとしたリコの張りのある頰ほおを、クロエが指先でつんと突つく。

「なんだか知らないけど、拗すねてちゃダメだよ。類たぐい稀まれな狙撃術に加えて、千里眼まであるのに。ふてくされてちゃ才能が伸のびないからね」

　交流戦でのリコの活かつ躍やくを、クロエは覚えていたらしい。

「す、拗ねてなんかない……」

「ふふっ、噓うそついてもわかるよ。『リコちゃんのお姉さん』って言葉に反応したんだよね。もしかしてお姉さんに対たい抗こう意識でも持ってるの？」

　不快気にむすっと黙だまりこむリコ。へっとカナタが不敵に笑う。

「見み透すかされたみたいだな。でも、クロエの言うことはもっともだぜ」

「……なんの話だ？」

「姉と比ひ較かくして、自分が完かん璧ぺきじゃないって悩なやんでるんだろ。もう察しはついてるよ」

「………………っ！」

「さてと。そんじゃ任務を開始するか。ほら、さっさと行くぞ」

　ふてくされたリコの手を取り、カナタたちは特別任務に出動した。







　紺こん碧ぺきの空のずっと向こうには、かつて人類が生活していたアルメキア大陸がある。しかし、現在は人間に住む資格はない。

　大陸の支配者は、あるときを境に魔ま甲こう蟲ちゆうとなった。

　これはもう数百年以上昔のことだ。

　浮ふ遊ゆう都市へと逃にげ延のびた人類は、浮遊都市同士による共同体──浮遊都市連合を組織し、その中ちゆう枢すうに教皇浮遊都市《ベベル》を据すえた。そして《ベベル》の監かん督とくのもと、魔甲蟲に対する対策が施ほどこされた。

　要よう塞さい浮遊都市もそのひとつだ。要塞化を施した浮遊都市を、大陸周辺の危険空域に設置し、防衛拠きよ点てんを構築したのである。

　それまでは防衛に特化した浮遊都市は存在せず、人類は効果的に魔甲蟲と戦せん闘とうできずにいた。しかし要塞浮遊都市の出現により、防衛線が強化された。その結果、魔甲蟲に破は壊かいされる浮遊都市は激減した。

　要塞浮遊都市に留とどまらず、《ベベル》は幾いくつかの対策を講じている。

　噂うわさでは、アルメキア大陸に対する調査もそのひとつらしい。すでに魔甲蟲に支配されている大陸で、いったいなにを調査するのか。その行動の本質は定さだかではない。

　だが、人々は《ベベル》を絶対的に信しん頼らいしている。

《ベベル》が指揮を執とったお陰かげで、人類は空中に生存圏けんを築き上げられたのだ。

　しかし、空の防衛線は、線ではなく点だ。

　広大な空域を護まもろうとしても、必ず綻ほころびが生じる。

　優ゆう秀しゆうな空士の安定供給に加え、学園浮遊都市は、侵しん入にゆうした魔甲蟲に対する第二次防衛線の役割も果たす。

　そしてときに、第二次防衛線に思わぬ強敵が出現することがある……







　二基のターボロップエンジンが唸うなり声ごえを上げる。

　いまカナタたちの姿は、飛空艇ていのコックピットにあった。鳥型に近い形状をした、イム級中型飛空艇だ。汎はん用よう性の高い、水陸両用のタイプ。翼つばさにあたる部分と尾び部ぶには、合計二四の発煙弾スモークデイシヤチ発射機ヤージヤーが取りつけられている。

　席が二つあるコックピット。そこで、カナタは操縦シートに深く身を沈しずめ、制御盤コンソールの上に行ぎよう儀ぎ悪く足を乗せていた。カナタの隣となりの席には、リコの姿があった。珍しくなにもせずじっとしている。

　大たい抵ていの場合、リコは暇ひまを見つけては寝ねるか読書するかだ。しかし、今回は何もせずカナタの隣に座っていた。リコの役割は、千里眼での捜そう索さく活動だ。だが、捜索ポイントまではまだ距離があるため、手て持もち無ぶ沙さ汰たらしい。

　クロエたちは〈ホウキ〉に乗り、飛空艇の周囲で有視界警けい戒かいをしている。

　カナタたちが《ミストガン》を離れ、小一時間ほど経過した頃ころのことだ。

「なあ、キミはどう思う？」

　不意にリコが尋たずねてきた。

「いきなりなんの話だよ？」

「……わたしのスカウトの話だ」

　リコへ視線を移しながら、カナタは思う。ふーん、そっちか。ミソラたちとの人間関係じゃねーのか、と。

「ま、いいや。あとで説明しようと思ってたんだけど、アーネストの構想する小隊ってのは面おも白しろいよ」

　アーネストの小隊構想については、カナタは幾つか話を聞いている。

「アーネストが目指す小隊ってのは、射しや砲ほう撃げき系の空士をメインにした狙そ撃げき特化の小隊だ」

　カナタが説明を始める。

「空士のほぼ全員を射砲撃系の空士にして、相手を遠距離から攻こう撃げきすることを専もつぱらにする小隊をアーネストは考えている。──その小隊の中で、常に冷静で状じよう況きよう分ぶん析せきができる、腕うでのいい魔ま銃じゆう士を探してるんだ。お前なら、もってこいだよ。Ｅ６０１小隊では経験できないような、組織だった射砲撃戦があるだろうし。リコが状況を判断して、周りの射砲撃系の仲間に指示を出す場面だってある。このままＥ６０１小隊にいるより、活躍の場は広がるだろうな」

「……まるでわたしに行けと言っているように聞こえるが」

　恐おそる恐るといった調子で、リコが上うわ目め遣づかいで見る。

「その……引き留めないのか？」

「んっ、引き留めてほしいのか？」

「～～～～～～～っ！　キ、キミはわたしを馬ば鹿かにしているのか……っ！」

「馬鹿になんかしてねーよ。逆に問うけど、俺が引き留めたら移い籍せきしないのか？」

「……………………」

　問われ、リコは沈ちん黙もくした。正直、わからない。

　Ｃランク小隊に移籍することが決まれば、フロンからはいまよりも認められるだろう。そのことは自分にとって、大きな意味を持つ。

　でも、この教官が引き留めるなら。キミがどうしてもわたしを手放したくないと引き留めるなら、Ｅ６０１小隊で続けてもいい。

　そんな風にリコは考えていた。

　だが、それより遥はるかに厳しい視点で、カナタはリコのことを捉とらえている。

「あのさリコ」

「なんだ？」

「いまから俺の補習授業を受けてくれねーか。その結果次第では、お前はＥ６０１小隊から移籍してもらいたい」

　カナタの口から告げられたのは──なんとリコの残留条件だった。







　都市外空域。高度七〇〇。

「仲間を信じきれない……っ!?」

「そう。事情はよくわからないけど、それがリコちゃんのミスショットの原因だね」

　カナタたちがいる飛空艇を俯ふ瞰かんしながら、ユーリとクロエが話していた。二人とも〈ホウキ〉に乗っている。ロイドは飛空艇の進行方向を先行し、異常がないか警戒している。ローテーションで、前方警戒役と上空警戒役を務めていた。

　最近疲つかれてるみたいだけど、リコさんが早く元気になるといいな……。澄すみきった青空を眺ながめながら、ユーリが案じていたときのことだ。考えごとをしているのをクロエに見透かされ、リコの話題へと発展していた。

　クロエからは、リコのミスショットが敗因だと聞かされていた。しかし、なぜあのリコにミスショットが起こったのか……？

　その理由をユーリに問われ、クロエは予想外の説明をしていた。

　闘とう技ぎ場に居合わせたクロエは見み抜ぬいていたのだ。リコのミスショットの原因を……

「ミスショットの原因が仲間を信じきれないことって……。そ、それって、ど、どういう意味ですか……っ!?　わたしから見て、とても上手くやっているように見えますよ……っ!?」

「うーん、わたしは会って間もないから詳くわしくわからないんだけど。リコちゃんって周りの仲間と本当にうちとけてるのかな？」

「……………………」

　そういえば、とユーリは交流学校での出来事を振ふり返る。

　リコは他人の気持ちがわかるくせに、仲間と接するのを避さける節ふしがあった。

「でも、そのこととミスショットにどういった関係が？」

「ユーリは近接系だから馴な染じみがないと思うんだけど。空戦中の狙撃って、すごく神経をすり減らすんだよ」

　薄うす紅べに色いろの唇くちびるに、クロエは指先を当てる。

「狙撃の際は必ず静止状態になって、全神経を注ぎ込む必要がある。激しく飛び交かって射撃するより一段と命中精度が高くなる分、危険リスクもあるのは知ってるよね。狙撃中は無防備になるから、敵からは絶好の的になる」

　三六〇度警戒する必要がある空戦において。戦闘中に不ふ意い討うちされる危険リスクについては、ユーリもよく知っている。

「まして混戦の最中、周囲に敵が飛び交う状況での狙撃。そのときの狙撃は、仲間のカバーが絶対必要になる。仲間がカバーしてくれなければ、無防備な自分は攻撃を浴びることになる。混戦の最中の狙撃っていうのは、自分の命を他人に預けることなんだよ。そして預ける相手に少しでも不安があると、繊せん細さいな狙撃は成功しないよ」

「だからこそ、リコさんは混戦で狙撃を外したんですか……」

「うん。そういうことになるね」

　友達と親友の違ちがいとでもいうのだろうか。

　そこに、信用はあっても信頼はない。いざというとき、助けを求めることはない。もっと根源的な部分で、通じ合えていないのだ。

　カナタ先せん輩ぱいもそうだが、クロエ先輩もすごい洞どう察さつ力だ。感心する一方で、ユーリはふと疑問を抱いだく。

「ク、クロエ先輩はどうなんですか……？」

「？　なにが？」

「狙撃の件です。そ、その……わ、わたしはクロエ先輩から、し、信頼されているんでしょうか……っ？」

　あまりに直球な質問に、クロエは思わず笑えみを零こぼした。

「もちろん、信頼してるよ。でも、わたしは狙撃を主体にするほどスキルがないから、あまりしないんだ。代わりに砲撃威い力りよくと手数で勝負するようにしてる。わたしは殴なぐり合あい上じよう等とうの乱砲撃ガンビツトスタイル。……けど、リコちゃんの場合はわたしとは別。正確無比な狙撃を、的確に叩たたきこむ狙撃手スナイパースタイル。背中を預ける狙撃は、仲間を信頼していないと照準が合わない。これまでは問題が表面化することはなかったみたいだけど、このままっていうわけにはいかないだろうね」

「じゃあ、カナタ先輩はどうするつもりなんでしょうか？」

「うん。カナタの場合、なにもしないまま終わるわけないよ。ほら、言ったそばからなにかやろうとしてるし」

　クロエの視線の先を、ユーリが見やる。と、飛空艇の後部ハッチが開き、〈ホウキ〉に乗ったカナタとリコが姿を現していた。







『ねえ、飛空艇で待機してるはずなのに。なにやろうとしてるのかな？』

『わりー、クロエ。リコと補習授業するから、警戒よろしく』

　通信結けつ晶しよう越ごしに連れん絡らくが入り、カナタが短めに応答した。飛空艇は自動操縦オートパイロツトに切り替かえてある。

〈ホウキ〉に乗ったカナタの前には、防護服プロテクターを纏まとったリコの背中があった。チューンナップされた漆しつ黒こくの〈ホウキ〉──〈ブラックホーク〉に二人乗りしているのだ。

　残留条件をリコに説明したあと。リコに補習を受けてもらうと、カナタが言い出したことがきっかけだ。

　補習内容は『正しい〈ホウキ〉の乗りこなし方について』らしい。

　それを聞いたとたん、リコは内心で首をかしげた。

　正しいもなにも、飛行魔術を扱あつかえるわたしにいったいなにを……？

　対魔ま甲こう蟲ちゆう戦で〈ホウキ〉を扱う空士なんて、カナタぐらいのものだ。実戦で役立つスキルではない。普ふ段だんなら、補習なんて絶対にお断りだ。

　しかし、今回はカナタの指示に従った。この補習の結果次第では、Ｅ６０１小隊を移籍してほしいと通告されていた事情がある。だがそれ以上に──この教官のやることには、必ず裏があるからだ。

　それでも。念のため断りは入れておく。

「……ヘ、ヘンなことをするなよ……っ？」

「……しねーよ。何度も言ってるだろ、俺にとっちゃお前ら全員子ガ供キなんだよ子ガ供キ」

「むぅ……。ならいい、好きにしろ」

　恥はずかしそうに貌かおを赤らめながら、リコは俯うつむいた。背中からお尻しりの辺りにかけて、もぞもぞと奇き妙みような感覚を覚える。リコはカナタに抱だかれるように、背中を預けていた。カナタもリコのお腹なかの辺りを抱くように、後ろから手を回している。

　二人がほぼ密着した状態。カナタによると、〈ホウキ〉のスキル向上は、重心移動を直接体験することが上達への近道らしい。

　遠方からは、ユーリがその光景を羨うらやましそうに眺める。

　蒼そう穹きゆうの空を海とするなら、〈ホウキ〉に二人乗りするその姿は、ゆっくりと波に乗るサーファーのようだった。

「さてと。そんじゃいくぞ」

　そのあと。幾いくつかカナタから、コツを伝授される。

　だが、リコの予想に反して。今回は極きわめて常識的な指導だった。

「もっと全身からチカラを抜ぬいて、大気の流れを感じ取れよ。……そうだ。そんな具合な。そんで、膝ひざをもう少し柔やわらかくして……そう。そこからゆっくりと体重移動でターン。……うん、いい感じじゃんか。かなり吞のみ込みが早いよ。さすがリコだな」

　体を密着させられた状態で、リコは警けい戒かいしている。しかし、そんな彼女に対し、カナタはサーフィンの要領で〈ホウキ〉の乗り方を教えるだけだった。

　ひょっとして……特に意図はないのか？

　基き礎そ的な〈ホウキ〉のスキルを一通り教わり、リコは肩かた透すかしを食くらった気分になる。

　けれど、それも計算のうちだ。

　リコの警戒心がゆるんだ瞬しゆん間かんを見計らって──

「さてと、そんじゃあ〈ホウキ〉の操作に慣れてきたことだし。そろそろ一人で……」

　そう言いかけ、不意にカナタが奇き声せいを発した。

「げ……っ!?」

　それから彼は、慌あわてて腰こしをくの字に曲げ、両手で腰を押さえる。〈ホウキ〉のバランスを保つことを意識しつつ、リコが首だけ振り向いた。

「？　どうしたんだ？」

「わ、わりー。腰をやった。久しぶりに体を動かしたから……」

　げっそりとした貌でカナタが告げる。

「うげ……っ!?」

　それだけ言い残して、腰をくの字に曲げたままカナタが〈ホウキ〉から落下した。情けない教官の姿に、リコは呆あつ気けにとられる。

　自由落下するカナタに、飛行魔術を発動する気配はない。どうやら自力での復帰は望めないようだ。

「く……っ!?」

　一瞬の逡しゆん巡じゆんののち、リコは〈ホウキ〉に乗ったまま急降下。

「いったいなにをやっているんだキミは……っ!?」

　情けなく落下しているカナタのベルトを両手でぐっと摑つかみ、必死に引っ張る。

「く……っ」

　足元の〈ホウキ〉で器用にバランスを取って踏ふん張ばり、カナタを〈ホウキ〉の上へと引っ張り上げた。

　狭せまい〈ホウキ〉の上に、カナタが倒たおれ込む。

「ふぅ、助かったぜ」

「わたしにこんな重労働をさせるとは……」

　見下げ果てた眼差しで、リコが見やる。

「教官が運動不足で腰を痛めるなんて。不ふ甲が斐いないとは思わないのか。わたしが助けなかったらどうするつもりだ？」

「でも、リコは助けてくれたじゃん」

「当たり前だ。いくらわたしでも、目の前でこんな間ま抜ぬけな死に方をされたら目覚めが……」

　そう言いかけ、リコは口を閉ざした。

　憎にくまれ口ぐちを耳にしたカナタが、よっと声を出して。何事もなかったかのように、平然と起き上がってみせたからだ。

「……は、謀はかったな」

「ま、お察しの通りさっきのは演技だよ。落下することも含ふくめて全部な」

　憤ふん慨がいするリコをなだめるようにして、カナタは後ろから手を回す。そのまま〈ホウキ〉を、ゆっくりと奔はしらせる。海面より少し高め。海面の波間が陽光を反射し、風に揺ゆれる銀幕のカーテンを想わせた。

　リコの心が落ち着くのを待って、カナタが告げる。

「いま俺は、最後の最後まで飛行魔術を使うつもりはなかったぜ。たとえ海上に墜つい落らくしてもだ。その理由はっていうとだな……」

「わたしが助けると信じていたからか？」

「へっ、そういうことだ」

　……もう俺が言いたいことに察しはついてるみたいだな。やっぱリコって頭いいぜ。

「お前がフォローしてくれなかったら、さっき俺は墜おちてた。仲間に自分の命運を委ゆだねる状況。背中を預ける状況。これと同じことが戦場でもよくある。敵に包囲された状況下、孤こ立りつした小隊が戦せん闘とうするときとかにな」

　空を埋うめ尽つくすほどの魔甲蟲と戦闘する際。小隊の隊員同士で、お互たがいに死角をカバーして戦うのは基本だ。

　その際、必要なのは『空士の絆きずな』。

　仲間同士の、完全な信しん頼らい関係だ。

「そんでもっと身近な例で言うと、この前のランキング戦だ。仲間に背中を預ける状況になると、リコは命中率がさがってた。仲間を信頼しきれてないからこそ、いざっていうときの狙そ撃げきに、乱れが生じる。お前なら自覚してただろ」

「……やはり気づいていたか」

　それだけ告げ、リコは首を捻ひねり、真しん剣けんな眼差しをするカナタの横顔を見上げた。

　この男は、なにも見ていないようで、すべてお見通しなのだな。

　そこに不思議と不快感はなく、どこか安あん堵どすらしている自分がいた。

　カナタが言う。

「俺はお前を信頼しているからこそ、自分の命運を委ねられる。いざとなったら、こいつならなんとかしてくれると信じられる。……お前がミスショットをしたランキング戦で、ミソラたちだって俺と同じ気持ちだったと思うぜ。ミソラたちは、お前を信頼してる。だからこそ、お前の背中を庇かばい、自分たちの命運を預けた」

　たしかにその通りだ、とリコは思う。

「でも、リコはまだ仲間に背中を預けることに不安がある。さっきも言ったけど、もしお前がミソラたちに背中を預けられないと思うなら、そんときはアーネストの小隊に行け。新しい仲間たちのもとで、自分がより強くなれる可能性にかけてみろ」

「………………っ！」

「そんでもしお前が、これからもＥ６０１小隊に残りたいと思うなら……」

「わたしの欠点の克こく服ふくが不可欠、か」

「そ、よくわかってんじゃんか。……でもま、お前が素すの自分を見せない限りは無理だろうけどな」

　思いつめた表情を見せると、リコはため息を吐つく。それは、諦てい観かんとも達観ともとれるため息だった。

「怖こわいんだ。仲間から失望されるのが」

　この男の前でならと……リコは思わず本音を吐と露ろしていた。

「昔から周囲の人間は、わたしをフロンのような優すぐれた存在だと勝手に期待し、勝手に失望していった。……わたしがフロンに及およばぬ不完全な人間だと知れば、ミソラたちも離はなれようとするんじゃないだろうか」

　自信満々のリコらしからぬ発言だ。しかしこれが、『女神』という仮面を脱ぬぎ捨すてた、リコの素顔なのだろう。

　人に嫌きらわれるのが怖くて、自分に自信のない。どこにでもいるふつうの女の子が、そこにいた。

「さーな。俺はミソラたちじゃないからわかんねーよ。でも、お前とミソラたちとの関係ってのは、風が吹ふいたら飛ぶようなもんなのか」

　飄ひよう々ひようとカナタは言い放つ。

「ま、あんまり難しく考えんなよ。お前の人生だ。最終的な決断は、お前の好きにしたらいい」

　あとは、わたし次第ということか。

　やはりこの男は一いつ緒しよにいて飽あきないな。リコがふっと口元をゆるめながら、カナタの貌を眺ながめた。

　それにしてもだ。今日はこの男を、わたしが独どく占せんした形になってしまった……

　そんなとき。通信結けつ晶しようから連れん絡らくが入る。

『あのさカナタ。補習授業って……ただ〈ホウキ〉から落っこちて、リコちゃんに助けられただけじゃん。そろそろ最初の観測地点だから、お仕事してほしいんだけど。それにさっきからユーリがじと眼めで、そっちのほうをちらちらと何度も……』

『わわわ……っ！　ク、クロエ先せん輩ぱい……っ！　そ、そんな眼で見ていません……っ！』

『いえ、見てましたよ。ついでに僕の耳には「わたしもカナタ先輩と一緒の〈ホウキ〉に乗りたい」と聞こえてましたね』

『ロ、ロイド先輩まで……っ！　な、なんてことを言うんですか……っ！』

　カナタがふと見やると、上空にはクロエたちが集まっていた。既すでに周辺に敵てき影えいがないことを確認し、休きゆう憩けいしているらしい。

　やれやれとカナタは少し呆あきれながら、

『なあユーリ。先輩として忠告しといてやるけど、想いっていうのは素直に口にしないと伝わらないんだぜ』

　そんなことを口にした。

　するとユーリは真に受けたようで、

『え……っ!?　そ、その……お願いしたら一緒に乗せてくれるんですか……っ!?』

　降下してカナタのもとへと行き、頰ほおを朱しゆ色いろに染めて、もじもじとお願いする。

『あ、あの、カナタ先輩……っ！　その……わ、わわわ、わたしもカナタ先輩と一緒の〈ホウキ〉に乗せて頂きたいのですが……っ！』

　しかし、はあーとカナタはため息を吐く。次にユーリを小こ馬ば鹿かにするかのように、やれやれだなといった手の仕草をした。

　かっとしたユーリが問い詰つめる。

『い、言われた通りお願いしたのに……っ!?　ど、どうしてダメなんですか……っ!?』

『だってさ、お前が好きなのってクロエだろ。俺は『素直に』って言ったのに、なんで俺と……』
















『カ、カナタ先輩のばか……っ！』

　貌を真っ赤にしてユーリが咎とがめるが、カナタは首をかしげるのみ。

　ふっ、ユーリ。傍はた目めから見てもキミは報むくわれないな……。訳のわからないカナタと同乗するリコが憐あわれんだ。




　　　　＊＊＊




　お昼休み。空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン執しつ務む室。

　とんとんとドアが二回ノックされた。

　変キ異メ種ラに関する書類に眼を通していたフロンが、さっと書類を裏返す。

「入りなさい」

　声をかけると、予科生の制服を纏まとった紅あか髪がみの少女が姿を現した。

「あ、あの……っ！　空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン予科二年、Ｅ６０１小隊小隊長のミソラ・ホイットテールといいます……っ！」

　礼れい儀ぎ正ただしくお辞じ儀ぎすると、ミソラは慎しん重ちように相手を見た。

　なにせ相手は空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン三千人の責任者。一いつ介かいの空戦魔導士候補生に過ぎないミソラにとっては、雲の上の存在だ。

「初めましてミソラ・ホイットテール。それで、いったい何の用かしら？　アポのない人と会う時間はないんだけど」

「そ、その……リ、リコのことで訊きかせてほしいことがあって。あの……リコが公欠してるそうなんですが、理由を知ってますか……っ？」

　……あの子。仲間への配はい慮りよが足りないわね。ミソラの意図を察したフロンが事務的に答える。

「知っているけど、あなたに教えるわけにはいかないわ。どういう意味かわかるわよね」

「……な、なんとなくですけど」

　つまり、知る必要はないということ。裏を返せば、ただの哨しよう戒かい任務ではなく、もっと特別な任務であるということだ。

　本来なら質問など赦ゆるされない。だがリコの身を案じ、ミソラは自然と尋たずねてしまう。

「あの……リコは大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「さあ。どうかしらね」

「どうかしらねって……妹のことなんじゃ……」

「妹だろうとなんだろうと、リコ・フラメルは空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの学生よ。それ以上でも、それ以下でもないわ」

「そういう言い方ってないと思います……っ！」

「どうしてかしら……？」

　静せい淑しゆくそうな声こわ音ね。しかしその声から、押し殺しきれぬ怒ど気きが滲にじみ出ていたことに、ミソラは気づけなかった。

「だって、空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーはリコのお姉さんなんですよね……っ！　なら少しぐらいリコのことを心配したって……」

「黙だまりなさい……っ！」

　声を荒あらげたフロンが執務机に、拳こぶしを叩たたきつけた。

　ミソラはフロンのことを何も知らない。知らなすぎたのだ。空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーに選ばれるほどの人格者が、妹を気にかけないわけがない。

　フロンの逆げき鱗りんに触ふれてしまっていた。

「わたしは空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーとして、空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン予科二年のリコ・フラメルを任務に就つかせた。それなのに、小隊長のあなたが、まさか私事でわたしとリコ・フラメルとの関係に口を挟はさもうというの……っ！」

「で、でも……っ！　あたしはリコのことが……」

「公私混同はいい加減になさい……っ！　小隊長のあなたがそんなことだから、ランキング戦で負けたのよ。この前のランキング戦は、わたしも見させてもらったわ。はっきり言って、無様としか言いようがないわね。個人としての実力なら、あなたたちの方が上よ。それなのに敗れた。これが何を意味するかわかる……っ!?」

　激しい剣けん幕まくに吞のみ込まれ、ミソラが閉口した。

　これこそ空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーが口を挟むべきことではない。担当教官の役割だ。そう思いながらも、フロンは身に宿る怒いかりのはけ口を求めていた。

「あなたたちが、小隊としては無能だということの証明よ。この程度の事態で、わたしのところに来るあたり、あなたは小隊任務と友達付き合いを勘かん違ちがいしてる……っ！」

「……………………」

「小隊長としての覚かく悟ごが足りないわね……っ！」

　フロンを正視できず、ミソラが俯うつむく。カナタからも同じことを指し摘てきされていた。

　もしこの場にカナタかクロエがいれば。二人の間に割って入り、どうにか場を収めただろう。だが、この場にはミソラとフロンしかいなかった。己おのれの浅せん慮りよを悔くやみ、しばらくミソラは絶句する。その後、フロンに幾いくつか指導をされたあと、ミソラは退室を赦された。

「……失礼しました」

　意い気き消しよう沈ちんしたミソラが項うな垂だれながら、廊ろう下かへと抜ぬける。




　──小隊長としての覚悟が足りない




　カナタとフロンから同じ指摘をされた。

　小隊長としての覚悟。リコと一緒にいつまでも友達でいたいと願っていた。同じＥ６０１小隊で頑がん張ばってほしいと伝えようとしていた。

　しかし、それは単なるわがままだったのだ。

　リコの姉としてではなく、空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーとして。公私の区別が明確なフロンの姿を目まの当たりにして、ミソラは悔かい恨こんの念を抱いだく。

　フロンは己おのが信念を貫つらぬこうとしていた。

　行動の規き範はんという根底の部分において、フロンはカナタと一緒なのかもしれない。空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーと教官という違いこそあれ、自らの立場に誠実であろうとしている。二人とも、リコのことを空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの学生としてみなしている。なら小あ隊た長しも……

　下した唇くちびるを嚙かみ締しめ、ミソラは悲痛な覚悟とともに廊下を去った。







『人工物を見つけた。十一時の方向だ』

　都市外空域。高度二〇〇。

　変キ異メ種ラとの遭そう遇ぐうが予期される警けい戒かい空域。

　千里眼を発動したリコの指示に従い、カナタは〈ホウキ〉を奔はしらせる。と、海上に浮ふ遊ゆうする幾つかの人工物を発見した。燃料運うん搬ぱんに使われるポリタンクや、船せん殻かくを構成していた強化素材の破は片へんなどだ。

　この付近でなにかあった可能性が高い。

『一いつ旦たん飛空艇ていに戻もどるぞ。女神なわたしが情報分ぶん析せきをしてやる。……こんなかったるい任務はとっとと終わらせたいからな』

　頭脳明めい晰せきなリコが、最近の気象や海流のデータから推測し、捜そう索さく場所を限定していく。リコは本科生顔負けの専門知識を披ひ露ろうし、クロエが感心した。

　すでに捜索活動を開始してから、数時間が経過し、疲ひ労ろうを感じ始めている。

　この日、十数度目の千里眼使用の際のことだ。

『……見つけたぞ』

　思わずリコの口元がつりあがる。

　ふっ、これでようやくあの女にひと泡あわ吹ふかせることができるな。

　カナタとリコが〈ホウキ〉で並走しながら、海上に着水している大型の偵てい察さつ艇ていへと近づく。

　まるで何年もの間、彷徨さまよっていた難破船のようにその外観はくたびれていた。

　あちこちの塗と装そうが剝はげ落ち、外がい殻かくの一部は突つき破られ、内部構造が剝むき出だしになっている。暴風雨に遭あってできるような傷ではない。

　しかし、沈ちん没ぼつしていないということは幸運だ。浸しん水すいがなかったのだろう。

『ねえ、リコちゃん。念のため、もう一度千里眼で周辺が安全かどうか調べてもらっていい？』

『……わかった』

　リコは紅あか縁ふち眼鏡めがねを纏まとう。黒曜石のような瞳ひとみが虹にじ色いろの光こう彩さいを放つ。

　森しん羅ら万ばん象しようの景色が脳に流れ込んできた。だが、それら全てに眼を通すのでは演算処理力が超ちよう過かする。

　必要なのは周辺空域にいる魔ま甲こう蟲ちゆうの姿……

『ん……っ？』

『？　どうしたんだよ？』

『いや、なんでもない……』

　一いつ瞬しゆん、偵察艇の亀き裂れつからこちらを覗のぞく、白いドレスを着た少女の姿が見えた……気がした。

　亀裂の中は暗くら闇やみが濃こく、貌はよく見えなかった。だが、あの姿は……いや、あり得ない。リコはその考えを打ち消す。墜つい落らく艇ていに、白いドレスの少女とは。殉じゆん職しよくした空士の幽ゆう霊れいのほうがまだ現実的だ。勘違いだろう。

　飛空艇内部で待機しているクロエへ連れん絡らくする。ユーリとロイドは念のため周辺を警戒中だ。

『クロエ、座標はメモしたか？』

『うん。Ｓ12度13分36・５秒、Ｗ１３５度７分23秒』

『なら、捜索任務完かん了りようだ。とっとと退ひくぞ』

『？　どうかしたの？』

『さーな。でも、なんだかわかんねーけど、あの場所はヤバい感じがするんだよ』

　漂ひよう流りゆう船のように無残な姿を晒さらした偵察艇を、カナタは険しく睨にらみつける。

　なぜだか知らないが、妙みような胸むな騒さわぎがしてならなかった。

　そんなとき。リコが鋭するどい声を発する。

『上空から急接近する魔甲蟲が三体。変キ異メ種ラだ……っ！』

　とたんに、全員の表情が引き締まる。どうやら捕ほ捉そくされたらしい。完全に不意打ちのタイミング。この偵察艇の周辺に網あみを張っていたのだろう。

『状じよう況きようを再確認。危なくなったら、すぐ撤てつ退たいします……っ！』

　魔ま砲ほう杖じようを構えながら、クロエが矢や継つぎ早ばやに指示を出す。

『カナタとリコちゃんは後方へ待避。ユーリ、ロイド、念押しするけど殲せん滅めつする必要はないからね』

　千里眼を発動したリコが告げる。

『紅い変キ異メ種ラから砲ほう撃げき。来るぞ』

『散開……っ！』

　指示を出すクロエ。同時にオレンジ色をした稲いな妻ずまのようなものが駆かけ抜ける。次の瞬しゆん間かん。それは、海上へと突き刺ささり、盛せい大だいな水柱を作り上げた。

　紅い砲戦型変キ異メ種ラによる砲撃だ。

　ミソラの収束ストラ魔イクブ砲ラスターと同等か、それ以上の破は壊かい力がある砲撃。それをほぼ溜ためなしで放ってきた。

　実戦経験など二度しかないリコの表情が硬かたくなる。

『だ、大丈夫なのか……っ!?』

『ま、見とけよ。特務小隊ロイヤルガードは伊だ達てじゃねーからな』

　後方に待機したカナタは、険しい目つきで督とく戦せんした。
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　大気を揺ゆるがす砲撃の余波を嚙み締めながら、クロエは冷静さを保つ。

　今回の目的は、変キ異メ種ラ三体の殲滅ではなく、威い力りよく偵てい察さつだ。

『さてと。じゃあ、みんな作戦通りに』

　そう言って、クロエたちが三方に散る。群れをなす三体の変キ異メ種ラに、敢あえて個人戦で挑いどむのだ。

『ユーリです。《キメラ・アルタイル》と交戦状態に入ります』

　仲間に連絡し、ユーリは相手を見やる。

　全長十メートルほどの中型魔ま甲こう蟲ちゆう。紅いメタルのような甲こう殻かくを纏まとい、背中には長砲身の砲撃機構を備えている。

《ミストガン》では、《キメラ・アルタイル》と命名された個体だ。

　ユーリの接近に気づいた《キメラ・アルタイル》が背中から数発砲撃を放つ。雷らい鳴めいの如ごとき轟ごう音おん。まるで電レ磁ー投ル射ガ砲ンのように鋭い砲撃だ。

『………………っ！』

　砲撃に伴ともなう衝しよう撃げき波はがユーリの体を激しく叩たたく。数度それが繰くり返された。だが、致ち命めい傷しようには至らない。強きよう烈れつな威力こそあれ、激しく動き回る小型目標──空士を狙ねらうには不向き。事前情報通りだ。

『接近に成功、胸部に黒こく晶しようを確認しました。事前情報通りです。これから陽動をしかけます……っ！』

　次いで、ユーリは魔ま槍そうを相手の紅い眼へ突き立てた。

《キメラ・アルタイル》の片目が潰つぶれる。敵の注意を引き、ユーリはクロエがいる方向へと逃にげる。

　特務は事前の映像で、敵の攻こう撃げきオプションや個別の弱点も分析している。しかし、この戦せん闘とうが殲滅ではなく、威力偵察であるのには目的があるのだ。

　そのときロイドは、青い中型変キ異メ種ラと死戦を繰り広げていた。二枚翅ばねで飛行。カマキリに近い形状をしたプロキオン級よりも逞たくましいフォルム。そして自身の体ほどもある巨きよ大だいな鎌かまを有し、その鎌は高周波ブレードのように細かく振しん動どうしている。

　この近接戦闘型変キ異メ種ラは《キメラ・スピカ》と呼こ称しようされていた。

『こちらロイド。《キメラ・スピカ》の背面上部に、黒晶を確認しました。このまま注意を引き続けます』

　両手の鎌による攻撃は、魔ミ装ス錬リ金ルであっても容よう赦しやなく切断する。だが、飛行速度はそれほどまで速いというわけではない。ロイドは飛行魔術で翻ほん弄ろうし、注意を引く。《キメラ・スピカ》の間合いには入らず、こちらも攻撃をせずただ飛び回るのみ。

　そして《キメラ・スピカ》がうるさく飛び回るロイドを諦あきらめ、べつの標的を探そうとする。その瞬間、ロイドは急接近。胴どう体たい部へと斬撃を浴びせ、再び注意を引いていた。

　一見穏おだやかそうに見えて。嫌いやがらせの攻撃をしかけるしたたかさを、ロイドは持ち合わせているのだ。

『《キメラ・スピカ》の動きなら、僕は充じゆう分ぶん対処できます。ユーリは落ち着いて《キメラ・アルタイル》の相手を』

『了りよう解かいですロイド先せん輩ぱい。……クロエ先輩、そちらの状況は？』

　ユーリが見やると、魔砲杖を構えたクロエが紅い光条を放っていた。

『《キメラ・リゲル》の頭頂部に、黒晶を確認。現在、砲撃で小型種の展開を阻そ止し中……っ！』

　砲撃は吸い込まれるように、クジラのように胴どう長ながで白い、大型の母体型変キ異メ種ラ《キメラ・リゲル》へと直撃した。

　直後、爆ばく発はつ。

《キメラ・リゲル》の悲鳴が轟とどろく。すかさずクロエは、相手の正面へと回り込み、口こう腔こうへと向けて砲撃を開始した。

　じつはこの個体、胎たい内ないで飼っている小型種を、口を通じて排はい出しゆつするのだ。

　幸いなことに、《キメラ・リゲル》の体皮は砲撃を反射しない。母体型にしては珍めずらしいことに、魔ま力りよく耐たい性せいが高くないらしい。クロエは口元を効果的に砲撃し続け、《キメラ・リゲル》に小型種を展開する暇ひまを与あたえなかった。

『ユーリ、このまま《キメラ・リゲル》を撃げき墜ついして〝あれ〟を確かめる。協力をお願い』

『了解です……っ！』

　意図を察したユーリが、クロエのほうへ飛行する。そんなユーリの後方には、追撃する《キメラ・アルタイル》の姿。潰された片目を高速再生中の《キメラ・アルタイル》の砲撃口で、紅い放電が生じる。

　砲撃前の予備動作だ。察しを付けたユーリが告げる。

『クロエ先輩……っ！　仕し掛かけます、合わせてください……っ！』

『わかった……っ！　相手の戦術レベルはこちらの想定通り、あまり高くない。落ち着いて仕掛けるよ……っ！』

　お互たがいに引きつれた変キ異メ種ラの動きを調整しながら、ユーリとクロエが近づく。片目を潰された《キメラ・アルタイル》は周辺の警戒が疎おろそかだ。

　これならいける……っ！

　ユーリとクロエは正確に《キメラ・アルタイル》と《キメラ・リゲル》の軌き道どうを調整した。

『クロエ先輩、いまです……っ！』

『了解……っ！』

　ユーリの指示とともに、二人が急旋回ブレイク。その直後、《キメラ・アルタイル》から砲撃が発射され、二人がいなくなった先──《キメラ・リゲル》へと突き刺さった。

　高威力砲撃の直撃が、クジラのような胴体を貫つらぬいた。《キメラ・リゲル》が唸うなり声ごえのような悲鳴を上げ、動きが鈍にぶる。

　その瞬間を逃のがさず、クロエが一気に接近。

『黒晶を確認。攻撃します……っ！』

《キメラ・リゲル》の頭頂部に近きん距きよ離りから狙いを定さだめ、数発の魔力砲撃を叩き込んだ。

　衝撃。爆発。

　黒晶にひびが入り、直後に砕くだけ散った。同時に《キメラ・リゲル》の巨体は空中で粒りゆう子し状分解。蒸発するかのように散りながら、海上へと落下していく。

　この黒晶と粒子分解こそ、この変キ異メ種ラたちの特とく徴ちようなのだ。

　戦闘開始直後より、特務小隊ロイヤルガードは優勢な戦いを繰り広げた。
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　戦域後方。イム級中型飛空艇てい付近。

「……これが《ミストガン》最強の小隊か」

　思わずリコはつぶやいていた。

　大して苦も無く変キ異メ種ラを撃破する手て際ぎわの良さ。あの変キ異メ種ラ三体は、《ベベル》の偵てい察さつ部隊を屠ほふりさった連中という話だったが。いくら事前情報があったとはいえ、まるで子供の相手をするように、特務小隊ロイヤルガードは軽かろやかにあしらっている。

　自分もこのようになれるのだろうか……？　遠い眼めをして、リコはクロエたちの戦闘を眺ながめた。

　カナタが言う。

「べつにたいしたことじゃねーよ。いまのは、全て基き礎そ的な戦術に過ぎない。お前らにだって、やればできなくもないぜ。相手の変キ異メ種ラだって群れてるだけで、連れん携けいを取ってるわけじゃねーし。付け入る隙すきはいくらでもある」

「そういうものか……」

「ただ。仲間としてお互いを心から信しん頼らいできてねーと、全力で思いきった動きはできねーけどな」

「……………………」

　そんな中、刻一刻と戦せん況きようは変化していく。

『《キメラ・リゲル》撃墜。だけど、残り二体になったけど、〝あれ〟に注意してね』

『了解ですクロエ先輩……っ！　《キメラ・アルタイル》の行動にはこれといって変化がありません。ロイド先輩、そちらの状況はどうですか？』

『《キメラ・スピカ》も同様です。どうやら変キ異メ種ラ同士の仲間意識は希き薄はくなようですね』

　それぞれの個体は強力だが、連携する兆きざしはない。

「この分なら、残り二体も優に殲滅できそうだが。……特務小隊ロイヤルガードの動きが慎しん重ちようすぎないか？」

　戦闘に挑いどむ姿は隙がなく、無む駄だもない。だが、優勢な小隊にある勢いというものがみられない。

　まるでもっと厳しい状況を想定しているような……

「ああ、よく気づいたな。もうすぐその理由がわかるよ」

　カナタも険しい表情を崩くずさず告げた。

　静かに状況の推移を見守っていると、クロエから尋たずねられる。

『カナタ、《キメラ・リゲル》が撃墜されてから何秒経たったかわかる……っ？』

「もう少しで六十秒だ。そろそろ来ると思うぜ」

　そう告げた直後、突とつ如じよとして海面付近から発光現象。さきほど破は壊かいされたはずの黒晶と呼ばれる物質が、どこからともなく作り出される。続いて、光り輝かがやく微び細さいな粒子が、水蒸気爆発でも起こしたかのように一気に溢あふれ出る。

　そして、とある生物の姿を構築した。

　その生物とは、撃破されたはずの《キメラ・リゲル》だ。

　海上で復活するのは、本当に一いつ瞬しゆんの出来事だった。微細な粒子が爆発的に、加か速そく度ど的に、刹せつ那な的に膨ふくれ上がり、生物を構築した。いままでの変キ異メ種ラとは比べようもない、瞬間再生だ。

　しかも、ただの瞬間再生ではない。先ほどと違ちがい、《キメラ・リゲル》の体皮全体が、黒光りする鱗うろこのようなもので覆おおわれている。倒たおされる都度、進化しているのだ。黒一いつ辺ぺん倒とうの姿は、ただのこけおどしというわけではないだろう。

『カナタ、再生するまでの時間は……っ!?』

「きっかり六十秒。どうやら進化と再生がセットっつーのは本当らしい。こりゃ空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーの推測もあながち間違ってねーな。合同協議したかいがあったってもんだ」

　カナタの役割は、リコの護衛に留とどまらない。

　戦闘中の相談役アドバイザーとしての役割も、クロエから求められていた。カナタの戦術眼を、クロエは評価しているのだ。そのため、空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーに情報開示を要求。合同協議の資料を、カナタに覗のぞかせていた。

『残り二体の動きはどう思う？』

「この前見せてもらった映像より遥はるかに進歩してるよ。《キメラ・アルタイル》は砲ほう撃げき威い力りよくが格段に増しているし、砲ほう撃げき頻ひん度どが高くなってるな。《キメラ・スピカ》は、《ベベル》の強行偵察部隊と戦ったときより、状況判断力が上がってる。それに三体の変キ異メ種ラは一定の距離以上離はなれようとしない。優ゆう秀しゆうな教官でもついてんのかな」

『冗じよう談だんはぬき。敵の能力を確認したから、威力偵察は完かん了りよう。すぐに撤てつ退たいするよ。……カナタ、撤退の援えん護ごをお願い……っ！』

　これで幾いくつか情報を入手することができた。

　クロエたちが後退を始めると同時に、飛空艇の翼つばさに装備された発煙弾スモークデイシヤチ発射機ヤージヤーから十二発の発はつ煙えん弾だんが発射された。

　一瞬のうちに、抗呪素材アンチカーズ入りの煙幕が展開。クロエたちはその中に飛び込み、変キ異メ種ラから逃とう走そうを図はかろうとする。それでもなおも追撃しようとする変キ異メ種ラに対し、クロエは収束ストラ魔イクブ砲ラスターを放った。

　強きよう烈れつな紅あかい光こう渦かが、敵の勢いを削そぎ落とす。その間に、クロエたちは素早く撤退を完了し終えていた。




　　　　＊＊＊




　大破したファルス級強行偵察型飛空艇の上部甲かん板ぱん。

「ふふっ、なかなか面おも白しろい子たちね。こちらの能力を確認したら、すぐに撤退。引き際が見事だわ」

　荒あれ果はてた偵察艇にそぐわぬ、白いドレスを着た金きん髪ぱつの少女が佇たたずんでいた。西洋人形のような美び貌ぼうを持つ少女だ。

「あの子たちには追わなくていいと伝えておいて。さっきのは威力偵察だ。次に本格的な攻こう勢せいがあるはずだから、もう少しこの場所で罠わなを張りましょうともね」

　向かい立つように飛ぶ蜂はち型の小型魔ま甲こう蟲ちゆうに、人語で話しかける少女。

　魔甲蟲に、人語を解する能力などないとされている。しかしその蜂型小型種は、少女が話し終えると同時に、変キ異メ種ラたちが待ち構える空へ飛び立っていった。

「わざわざこの場所を調査しに来たっていうと、まだこの中に大事なものが残ってるのかしらね」

　偵察艇の船内を覗きながら、少女が考え込む。

　だが、こういう機械の塊かたまりは苦手なのだ。なにせ、機械はかわいくない。

　と。さきほど険しい目つきで、こちらを睨にらみつけたきた少年のことを思い出す。

「やけに勘かんの鋭するどい子がいるようね」

　もしかして、わたしの放った僅わずかな気配に気づいたのだろうか。

　少女が自らの手を見る。

　するとそこには、どす黒いオーラのようなものが浮うかびあがっていた。

　人類の天敵のチカラ──呪じゆ力りよくだ。

「せっかくだし、ちょっと遊んであげましょうか」

　新しい悪戯いたずらでも思いついたかのように少女は微笑ほほえむ。その声に応じるかのように、上空で待機していた三体の変キ異メ種ラが、少女のもとへ降下してきた。

「あなたたちにも次の戦いに備えて、もっともっと勉強してもらうわよ」

　人間よりも遥かに大きい体たい軀くで。まるで少女への忠誠を誓ちかう騎き士しのように、傅かしずくような姿勢を取る。

　まだまだ殺したりない。紅く滾たぎった変キ異メ種ラたちの複眼がそう語る。

　少女はこれから起こる惨さん事じを想像して、残ざん酷こくな笑みを浮かべた。




　　　　＊＊＊




　同時刻。訓練グラウンド。

「ミソラさん、大だい丈じよう夫ぶでしょうか？」

「さてな。こればかりはなんとも言えん」

　レクティとブレアの二人が、魔ま双そう剣けんで軽く稽けい古こをしていた。

　無数の斬ざん線せんと火花を散らしながら、二人は軽く汗あせを流す。

「じゃ、じゃあやっぱりミソラさんに言葉をかけてあげた方が……」

「だが、いったいなんと言葉をかけるのだ」

　カナタがいないこの日は、自習だった。リコが訓練に貌かおを出していないのは気になる。

　しかし、それ以上に二人が気にかけるのは──小隊室で休んでいるミソラだ。何があったか知らないが、精神的に不安定になっている。思いつめた表情を押し隠かくし、普ふ段だん通り振ふる舞まおうとするミソラに、レクティとブレアは休養を勧すすめていた。

　ブレアがつぶやく。

「気持ち悪い貌をしておったな」

　元気でもないのに、元気そうな貌。周りに心配をかけないように、無理やり取り繕つくろったミソラの笑顔を思い出していた。

　そのあと、しばらく斬撃を交える。そして息が上がり、全身から噴ふき出る汗を感じたところで、ブレアとレクティは休きゆう憩けいすることにした。

　訓練グラウンドを囲う森林。木こ漏もれ日が降り注ぎ、どこからか小鳥の囀さえずりが聞こえてくる。

　汗を拭ふいたタオルを首に巻き、二人とも生おい茂しげる緑の上に腰こしを下ろす。そのあとスクイズボトルの口を押し上げ、中身をぐっと飲み干す。

　乾かわききった体に、水分がじんわりと行き渡わたって行くのがわかる。

「あのブレアさん。ひとつ、伺うかがわせて頂きたいことがあります」

　ひと休みしたあと。おもむろに、レクティが口を開いた。

「なんだ。申すがよい」

「あのランキング戦の最中。リコさんのミスショットの原因に、ブレアさんはなにか心当たりはありますか？」

　カナタから指し摘てきを受けていたことだ。なかなか切り出せず、尋ねられなかったのだ。

「ふむ、難問だな」

　魔双剣の剣けん身しんを確かめていたブレアが、レクティを見み据すえた。

「なあレクティ。そなた、連れん携けい戦せん闘とうをしていて不安を覚えたことはないか？」

「不安、ですか？」

「ああ。不安だ」

　そう言って、ブレアは一いつ旦たん口を閉とざした。どこか逡しゆん巡じゆんするかのようだった。珍めずらしいとレクティは思う。

　あのブレアさんが、言葉を選んでいる。

　木々を揺ゆらす風が吹ふき抜ぬける。穏おだやかで、包み込むような風だった。

　ブレアがゆっくりと言う。

「念のため断っておくが、私もレクティと同じく、リコがわざと仲間を撃うったとは思っておらん。あれは間違いなくミスショットだ」

　そう前置きをしたあと、ブレアが問いかける。

「私はリコという魔ま銃じゆう士を信頼している。あやつの腕うで前まえは、私の知る中でも随ずい一いちだ。だが、リコは私を信頼しておるだろうか？」

「し、信頼しているに決まってます……っ!?　ブレアさんの実力は交流戦でも目撃していますし、リコさんほどの方がそれをわからないはずないです……っ!?」

「そのような意味で訊きいておるのではない。もっと根源的なものだ」

「……根源的なもの？」

「ただの連携なら、特に問題あるまい。私も連携戦闘には不慣れだが、リコとは上手くやっていけるであろう。だが、同じ連携の中でも、背中を預ける連携になると話はべつだ」

「……………………」

「背中を預けるとは、自分の命を預けるということだ。私はいままでひとりで戦ってきたから、不安を覚えるときがある。万が一ということがあるからな。……不安は行動を妨さまたげる。もしかすると、私の斬撃に乱れが生じているやもしれん。まして、それが狙そ撃げきならなおのことだ。繊せん細さいな狙撃を行う際には、僅かな不安も赦ゆるされん」

「ひょっとして、さっきのブレアさんが言ったことって……」

　このときになって、ようやくレクティはブレアの逡巡の意味を悟さとる。ブレアが言いたいのは、リコがブレアを信頼していないということに留まらない。

　ブレアが言いたいのは──

「も、もしかして……っ!?　リコさんから信頼されていないのは、わたしたち全員っていうことですか……っ!?」

　貌を青くするレクティから声にならないつぶやきが漏れる。

「そ、そんな……っ!?」

「落ち着くがよい。狙撃が乱れるのは、背中合わせのときのみだ。平時の狙撃に関しては、なにも問題なかろう。……極ごく僅かだ。極僅かだが、信しん頼らいが足りんのだ。ゆえに、私はこうして修行をしておる。リコが移い籍せきするかしないかは、そこが境界なのだ」

　まるで自分に言い聞かせるかのようだった。

　レクティは無念だったが、ブレアもまた無念なのであろう。

「なれど、私たちがいつまでも挫くじけていれば、リコは移籍するであろうな。強くなりたいのであれば、それは当然の選せん択たくだ」

　どこか遠い眼をして、ブレアが木々の隙すき間まから覗く空を見上げた。







　夕暮れ時。空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン執しつ務む室。

「──以上が特別任務の報告となります」

　帰き還かんしてすぐ、クロエはフロンへと報告書を提出しに来ていた。フロンが心配しているだろうとクロエが気を利きかし、帰りの飛空艇ていから特別任務の結果と、全員の無事だけは連れん絡らく済みだ。

　カナタたちは《ミストガン》の十一番区で現地解散。それぞれ帰宅させている。

「わかったわ。ご苦労さま」

　クロエの報告を聞き終えると、フロンは労をねぎらった。

「あの空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダー、リコちゃんの件なんですが」

「なにかしら……？」

　事務連絡が終わると、クロエが穏やかに切り出した。

「リコちゃんは今回の功労者です。彼女の尽じん力りよくなしには、捜そう索さく任務完かん遂すいは困難でした。今度会ったとき、誉ほめてあげてくれませんか？」

「……あなたもリコのことね」

　やや声のトーンを落とし、フロンが言う。

　あなたもというと、誰だれかリコのことで忠言にきたのだろうか？

　クロエが内心で首をかしげる。発着場で現地解散したので、カナタとユーリは貌を出していないはずだが……

「あの子は空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの学生として参加したの。だから、わたしも空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーとして接するわ。あなたもそのことは弁わきまえていると思っていたけど……」

「空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーが公私混同をなさらない、厳格な方であることは、わたしも充じゆう分ぶんに存じています」

「だったら……」

「ですが、必要以上に厳しく接することもないでしょう」

　滔とう々とうとクロエが語りかける。

「身内に厳しめになるのは世の常ですが、厳しく接される側としては誤解することもあります。わたしも幼少のときは、飛行魔ま術じゆつもろくに扱あつかえず、幼年学校の教官に厳しい指導を施ほどこされたものです。いまにして思えば優やさしさの裏返しなのでしょうが、幼少の折は教官に嫌きらわれているのではないかと思い、自室で泣いていたのを覚えています」

「わたしが厳しすぎると言いたいの……？」

「それはリコちゃんの気持ち次第です。ですが、いくら空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーが誠意を持って接したところで、相手に誤解されてしまっては意味がないということです。心の片かた隅すみにでもお留めください」

　あくまで穏やかに、だが芯しんのある言葉をぶつけるクロエ。そんな彼女の視線をフロンはじっと受けとめ、

「……誤解、ね。女神と名乗るあの子に限って、それはないと思うけど。……でも、覚えておくわ」

　と、納得したようにうなずいた。

　ふとドアをノックする音。執務補ほ佐さ官かんの少女が静かに入室すると、フロンに書類を渡し、一礼して出て行った。

「《ベベル》の教皇陛下アークビシヨツプから、早さつ速そく返事があったわ」

　偵てい察さつ艇ていは《ベベル》の所属だ。ゆえに発見の第一報が入った際、すぐに《ベベル》へ連絡していた。《ベベル》への連絡には、地下の指令センターにある長ちよう距きよ離り無線を用いる。定時連絡として、空域航路の安全状じよう況きようなどを報告するためのものだ。

　あらゆる浮ふ遊ゆう都市から情報は、《ベベル》へと集約される。魔ま甲こう蟲ちゆうと航路の安全状況に関する情報もだ。その情報の量は膨ぼう大だいの一言。事務処理の都合上、返事が数日後になっても珍しくはない。

　だが、こうも返事が早いとなると……あの偵察艇は相当重要な任務をしていたに違ちがいない。

《ベベル》からの返事は、偵察艇の内部捜索の指令だった。墜つい落らくした偵察艇内部を捜索し、フライトレコーダーを回収してほしいらしい。おそらく偵察艇は、例の変キ異メ種ラたちによって、撃げき墜ついされたのだろう。回収に向かうのであれば、偵察艇付近に巣くう変キ異メ種ラたちとの戦闘は必至だ。

　フロンが思し索さくにふける。

　そもそも。なぜあんな特性を持つ変キ異メ種ラが学園都市の航路付近に……？　あんなに高度な戦闘力を有する変キ異メ種ラとは、滅めつ多たに遭そう遇ぐうしないはずだが……？

　しかし、考えても答えは出てこない。

　首を僅わずかに横に振ふり、フロンは覚かく悟ごを決める。

「クロエ、これから先は命をかけてもらうことになるけど、頼たのめるかしら。……指令がきたわ。フライトレコーダーの回収任務よ。わたしと一いつ緒しよに、偵察艇の中央電算室にあるであろうフライトレコーダーを回収する。変キ異メ種ラをはじめ、任務の障害となる存在はすべて排はい除じよする」

「あの捜索任務に際して、特務小隊ロイヤルガード全員、最悪の事態を想定して準備していました。もう覚悟はできています」

　次の特務がどれだけ危険か。だが、普ふ段だんとなんら変わらぬクロエを見やり……フロンの口元がゆるむ。

　リコの小隊長──ミソラ、とかいったか。わたしの右みぎ腕うでがクロエであるように、リコの右腕がミソラであれば、あの子もミスショットをしなかったことだろう。

「クロエ、あなたがいて心強いわ」

　わたしにとってクロエは信頼できる人物だ。だが、リコにはそれがいない。

　だからこそ、ランキング戦ではあんな無様なミスを──

「明日あしたの朝までに、わたしが戦術分ぶん析せきを済ませておく。明日の一時間目は学校で一度作戦会議を行うわ。公欠扱いの申しん請せい書しよは、わたしが提出しておく。アルテミア寮りように帰ったら、ユーリとロイドにも明日特別任務があることを伝えておいて」

「了りよう解かいです」

「それと今日はもう帰っていいわよ。本当にご苦労さま」

　クロエの労をねぎらったあと、フロンは戦術分析に取りかかった。







　夜の帳とばりが下りた頃ころ。アルテミア寮。

　特務を終えたカナタとリコが雑談しながら、帰宅する。リコがカナタにマッサージを依い頼らいしたため、二人は揃そろってアルテミア寮へと足を運んでいた。

　無論、部屋に女子を連れこむのは禁止だ、とカナタは断っている。するとリコは、ならミソラたちの部屋でいいと口にした。いまはたしか喧けん嘩か中だったはずだが……リコの意図を悟ったカナタは快く承しよう諾だくした。

　入寮手続きがあるため、先にリコを談話室で待たせようとする。品のあるソファーとテーブルが設置された部屋だ。

　そしてそこには、先客がいた。

「リ、リコさん……っ!?」

　そわそわと雑談していたレクティがリコの姿を見つける。傍かたわらには、向かい合うようにソファーに座るミソラとブレアの姿があった。

「きょ、今日はどこに行ってたんですか……っ!?」

「ミソラから話は聞いておるぞ。今日は公欠したらしいな」

　レクティとブレアがリコの身を案じるように歩み寄る。だが、ミソラだけは水底のように、沈しずんだ表情を浮うかべているだけだった。

「ふっ、大したことはない。あの男とその仲間たちの手伝いをしてきただけだ」

「そ、それって、特務小隊ロイヤルガードの手伝いをしてきたっていうことですか……っ!?」

　驚きよう愕がくしたレクティが眼を瞠みはる。

「ふむ、特別任務で公欠とは。そなたもなかなかやるではないか」

　レクティに続き、ブレアもリコを誉めた。Ｆランク小隊から、特別任務に抜ばつ擢てきされるとは大出世だ。

　しかし、ただひとり。ミソラだけは。

　リコが遠くの存在であるという認識を深めていた。

　まさか特務小隊ロイヤルガードに必要とされる人材がいても、ランキング戦で負けるなんて……。あたしたちが、リコの成長に邪じや魔まになってる……っ！

　リコは貴重な仲間だ。ミソラに真っ正面から反発し、意見をくれる。

　だが、小隊長としての覚悟。それをもって、リコの将来を考えるなら──

　傍らで聞いていたカナタが口を開く。

「クロエやユーリもお前がよく頑がん張ばったって誉めてたよ。特に偵察艇の墜落地点の推測は見事だったってな」

「ふっ、女神なわたしにとって当然のことだ」

　カナタに誉められ、悪い気はしない。

　続いてカナタから、特別任務の内容については、秘密であることを念押しされる。そのあと、リコはゆっくりとミソラに視線を移した。

「どうだミソラ？　わたしに残ってほしいのではないか？」

　まだ素直に口にはできない。しかし、ミソラに本音で話してみようと思い、声をかけた。だが──

「リコ……今日は特務小隊ロイヤルガードと一緒だったって本当？」

「まあな」

「……そう」

　ミソラがしんみりと暗い貌かおをする。

　まるで別れを惜おしむかのような貌をするミソラを見て。思わずリコはその名を口にしていた。

「……ミソラ？」

　レクティとブレアも、その異変に気づく。

「……ミソラさん？」

「……どうしたのだミソラ？」

　けれども、ミソラの悲痛な決意はとまらない。

「あ、あのさ……あ、あたし……。考えたんだけど……」

　わなわなと肩かたを震ふるるわせ、ミソラがつらそうな貌をする。

「リコはＥ６０１小隊に、い、要いらないと思うっっっ！」

「……ミ、ミソラさん……っ!?　いったいなにを言って……っ!?」

「……ぬっ！　ミソラ……っ!?　そなたはリコのことを心配して……っ!?」

　しかし、はっきりと。

　されど、言葉を惜しむように。

　惜せき別べつの念を必死に堪こらえ、努めて明るい笑顔を浮かべようとして。歪ゆがんだ表情でミソラが告げる。

「別々に頑張ろうリコ……。あたしたちじゃ、リコのチカラを全部引き出してあげられないよ」

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もく。その場の誰だれもが、ミソラの言葉に耳を疑っていた。

「そ、そんなことないですよ……っ！　わたしたちだって、もっと頑張れば……っ！」

　慌あわててレクティが二人の間に割って入り、チカラなく同意を求める。

「そ、そうですよねリコさん……っ!?　あ、あのぅ……い、いつもの調子で、ミソラさんにがつんと一発──」

　言いかけ。瞳ひとみに映った信じられない光景に、レクティは言葉を失った。

　あの澄すまし貌のリコが、まるでカウンターをくらったような表情をしているからだ。

　誰に言うでもなく、リコがつぶやく。

「……ああ。そうだな」

　ミソラなら引き留めるものだと思っていた。しかし──

「わたしはＣ３３３小隊に移い籍せきする。短い付き合いだったが、世話になったなミソラ」

　素直になれぬがゆえに、このような結果をもたらす。仲間を完全には信じきれない自分を卑ひ下げしつつ、さりとてリコは言ってしまった。

　そのまま背を向け、アルテミア寮をあとにする。普段と変わらない背中だが、その後ろ姿はどこか儚はかなげだった。

　一連の光景を、談話室の隅すみでカナタも見守っていた。険しい表情を浮かべながらも、彼はこの件に一いつ切さい干かん渉しようしようとしなかった。







　第四章　小隊長としての覚悟








　リコの突とつ然ぜんの移籍宣言があった翌日の早朝。

　空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン本科二年Ｃ組。カナタの席。

「……これを頼む」

　リコから手て渡わたされた一枚の書類を、カナタは受け取る。除じよ隊たい届けだ。

「このままでは、いつまで経たってもフロンを越こえられそうにないからな」

　不ふ穏おんな空気を感じ取ったクロエとユーリがこちらを見やっている。早朝に、噂うわさのリコが上級生の教室に来たのだから、当然の反応か。

　二人は例の如ごとく打ち合わせ中だったが、完全にそっちのけだった。

「ふーん。ま、これがお前の選せん択たくなら俺はかまわねーよ」

　飄ひよう々ひようとカナタは書類に眼を通す。それからしっかりとリコを見み据すえる。

「でも、明後日あさつてのランキング戦に、もうお前の出場手続きがしてある。それまで除隊届けは俺が預かっておくし、お前はＥ６０１小隊の仲間だ。だから、ちゃんと訓練にも来いよ」

「……まだ訓練するのか？　もうすぐわたしはＣ３３３小隊で完かん璧ぺきを目指すんだぞ」

「それでも、きちんと移籍するまではＥ６０１小隊の隊員だ。完璧であることにそんなに価値があるかは知らねーけど、訓練にはちゃんと来いよ」

　やはりカナタは引き留めない。

　だが、ぼそっと言い添そえる。

「それと、誤解すんなよ。お前はミソラに充じゆう分ぶん認められてるよ」

「……認める人間を、わざわざ突つき放す奴やつがいるか」

「んっ、俺の眼の前にいるじゃんか」

　むっとするリコに対し、あくまでカナタは飄々としていた。

「リコだって、まだ素直になりきれてないところがあるだろ。だからこそ、ミソラに移籍を勧すすめられたとき、自分の本音をぶつけられなかったんじゃねーの？　お前にだって言いたいことのひとつやふたつあっただろ」

　正せい鵠こくを射る発言に、リコが不快な表情をする。

「……余計なお世話だ」

　どうにかそれだけ口にして、教室をあとにした。入れ違ちがいに、ユーリがカナタの席へと歩あゆみ寄ってくる。

「あ、あのカナタ先せん輩ぱい……っ!?　リコさん、本当に移籍してしまうんですか……っ!?」

　心配そうな表情を浮かべるユーリ。

「昨晩、レクティさんがわたしのところへ相談に来たんです。……なんでもミソラさんがリコさんを手放す趣しゆ旨しの発言をしたらしいんですが、不自然だと思いませんか……っ!?　あのミソラさんがリコさんに別れを告げるなんて……っ!?」

　……やっぱそう思うよな。

「なにがあったか知らないけどさ、ミソラの心境に変化があったんだよ。ひょっとしたら俺の発言が原因かもな」

「な、なにか言ったんですか……っ!?」

「まーな。俺は教官として、リコの移籍をうれしく思うことを伝えた。そのうえで、リコへのスカウトに悩なやむミソラに『お前には小隊長としての覚かく悟ごが足りないよ』って言った」

「そ、そんなことを言ったら、リコさんを移籍させるに決まってるじゃないですか……っ！」

　小隊分ぶん裂れつの危機だ。かっとなったユーリが咎とがめる。

「いったいどういうつもりですかカナタ先輩……っ!?」

「どういうつもりもなにも。そういうつもりだけど……」

　頭の後ろで手を組んで、カナタは行ぎよう儀ぎ悪く机の上に足を上げた。

「カ、カナタ先輩はリコさんを移籍させたいんですか……っ！」

「さーな。でも、本人が移籍したいっていうなら移籍させるよ」

「そんな他ひ人と事ごとみたいな……っ！」

　無神経なカナタのもとへきたリコを憂うれい、ユーリが指し摘てきする。

「きっとリコさんは引き留めてほしいから、カナタ先輩に報告しにきたに決まってます……っ！　リコさんは、本当はみんなと一いつ緒しよにやっていきたいんです……っ！」

「おいおい、落ち着けよ」

　カナタが自信満々に言い放つ。

「いままでも危機的状じよう況きようは何回かあった。その都度、ミソラたちは乗り越えてきた。その中で培つちかわれた結束力──死線を一緒になってくぐり抜ぬけた小隊の結束力は、周りが想っている以上に強固なものだぜ」

　リコの移籍までにはまだ時間がある。

　カナタはミソラたちを信じ続けることに決めているのだ。

「リコを引き留める資格は、俺にはない。その資格が誰にあるのか。お前にだってわかるだろ？」

　淡たん々たんと語るカナタに諭さとされ、ユーリの頭から血の気が引いていく。

「同ミじソ小ラ隊さのん仲た間ちですよね……」

「そういうことだ。なのにミソラたちは、全力でリコを引き留めようとはしていない。もしかすると、みんな自分の心に素直になれてねーのかもな。……だから少し時間置こうと思う。ちょうど明後日のランキング戦に参加手続きしてあるから、そのときが期限だな。それまで除隊届けこいつは俺が預かっておく」

「それまでにミソラさんたちが仲直りできなかったら、どうするんですか？」

「そんときは、リコを移籍させるよ。俺はあいつの意思を尊重する」

　厳しいことをはっきりと口にした。

　そのあと、カナタが飄々と告げる。

「つーことで、いまはユーリも特務に専念しとけ。ミソラたちのことを信じてみろよ」

　そう言って、除隊届けを机の中に仕し舞まうと、颯さつ爽そうと椅い子すから立ち上がった。

「どこに行くんですか？」

「空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーのとこ。教官として父ふ兄けい面談に行ってくるよ」

　え……っ!?　あの空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーと面談するんですか……っ!?　声に出すのを辛かろうじて堪こらえたユーリをよそに、カナタは後ろ手を振ふりながら、教室をあとにした。







　早朝。空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン執しつ務む室。

「呼んだ覚えはないけど、どういうつもりかしら？」

「臨時だけど、教官として父兄面談だよ。リコの件についてな」

「父兄面談……？」

　作戦会議用の資料に眼を通すのをやめ、フロンはカナタを見た。

「そ。まさか空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーともあろう人物が、面談をサボろうなんてしないよな」

「ふざけないで……っ！」

　姉妹しまいの関係について、クロエにも深入りさせたことはない。なのに、なぜカナタに土足で入り込ませないといけないのか。

　いくら教官であるとはいえ、裏切り者には……

「ふざけてなんかねーよ。おお真マ剣ジだ」

　フロンはカナタの双そう眸ぼうを睨にらみ据すえる。

　同時に、カナタの瞳ひとみからはっきりとした意思のチカラを感じた。

　信義を以もつて職務に臨のぞむ者の意思。

　それは自らの役割に、身を賭とす覚悟を持つ者。そういった者だけが放てるチカラであることを、フロンは知っていた。

　わたしが職務に忠実であるように、この男もまた教官として……

　気がつくと、フロンは思わず口を開いていた。

「リコ・フラメルの成績は酷ひどいものよ。なのになんで、あなたはそこまであの子に必死になるのよ？」

「俺は将来、リコが一ひと角かどの空士になると信じてる。いまのところはただのヒナ鳥だが、なにかのきっかけであいつに秘ひめられた才能は目覚める。だからこそ教官として、姉であるあんたに面談してるんだよ」

　カナタへの敵意が薄うすれ、フロンが続きを促うながす。

「……いいわ。続けなさい」

「あんたとリコはどっちが優ゆう秀しゆうなんだ？　あんたは空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーだけど、たしか千里眼使えなかったよな」

　そう尋たずねられ、フロンは静かに語りだした。




「『千里眼』を開眼できたっていう時点で、潜在能力ポテンシヤルはあの子のほうが高いでしょうね。千里眼の因子は遺伝するらしいけど、フラメル家において千里眼は傑けつ物ぶつしか開眼しえないチカラよ。開眼した人物はほぼ全員が大成している。わたしは現い在までも千里眼が扱あつかえない。それに対し、あの子は当時三歳で千里眼を開眼してみせたわ」

　つまり、リコには天てん賦ぷの才能があったのだ。

「そしてあの子は、八歳のときに〝神憑きツヌグイ〟を発動できた。本来なら数年の修しゆ行ぎようが必要なはずなんだけど、そういうのはなかったわ。けれど、発動までには長時間の精神統一が必要だったし、身体的負担も大きい。とてもじゃないけど、当時は実戦で使えるレベルじゃなかった。でも、いまはどうかしらね。……いずれにせよ、発動するまでは無防備になる。だからこそ、センスだけで仲間を頼たよれないあの子には不要なチカラね」

〝神憑きツヌグイ〟とは、千里眼の極きわみ。理論世界を捉とらえるチカラのことだ。

　そもそも千里眼は、魔ま力りよく強化に於おける視神経の異常発達が原因だ。本来ならば、人間に備わることのない全周視野と超ちよう望遠距きよ離りを獲かく得とくする。だが、森しん羅ら万ばん象しようを見通すといわれる千里眼が捉えるのは、物理世界に留とどまらない。

　魔力的に強化された視神経は、常識を遥はるかに超こえる。概がい念ねんで構築される理論世界すら捉えられるのだ。時間の前後関係や、空間の隔へだたりすら関係ない。使用者の理解と認識の範はん疇ちゆうであれば、数秒先の未来や、事象を構成する要素すら『視みる』ことができる。

　超ちよう常じよう的なチカラを獲得する一方で、肉体に異常な負ふ荷かがかかるのだが……

「昔から、あの子はセンスだけは優れているのよ。なにも努力をしなくても大たい抵ていのことは平均点以上を取ることができた。皮肉抜きですごいと思うわ。……でも、そのせいで仲間を頼ることを知らなかった。自分の弱さを出すことが怖こわいんでしょうね。

　わたしだって独力で今の地位に就つけたわけじゃないわ。もう卒業してしまったけど、一緒に小隊を組んだ仲間がいる。その人たちのお陰かげで強くなれた。でも、いまのあの子には……それがいない。だからこそ背中を預けられずミスショットを犯おかした」

　なるほど。カナタが納なつ得とくする。

　リコはセンスがずば抜けている。

　ロクに狙そ撃げき術の鍛たん練れんをしていないのに、ミソラの想像も及およばぬ領域に辿たどり着いている。カナタの特訓の意図も瞬しゆん時じに看破し、合格してみせる。

　しかしそれゆえに。仲間に頼られる経験はあっても、頼るという経験がないのだ。

「ねえカナタ・エイジ。あの子がどうして女神を名乗っているか知ってる？　あの子に訊きくと、『常に完璧だからこそ女神と名乗っている』って答えるのよ。……でも、それは真実じゃないわ。あの子が女神を名乗ってるのは、わたしに認められたいからなのよ。けど、わたしはあの子を認めるつもりはないわ。あの子が完全な信しん頼らい関係を築き、仲間を頼れるようになるまではね。

　笑っちゃうわよね。わたしよりあの子のほうが遥かに優れた潜在能力ポテンシヤルを秘めている。でも、だからこそ、わたしはあの子を認めるわけにはいかないの。空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーとして、《ミストガン》の空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの責任者として、あの子という存在が成長することを見届けるまではね。空士というのは、一人で育つんじゃなくて……仲間と一緒に育つのよ。その過程で、空士の絆きずなが結ばれる。あなたも知っているでしょう。ランキング戦を観みていて思ったわ。あの子は仲間を助けることはあっても、仲間に助けられることはない。仲間に背中を預けられていない。だからそれまでは厳しく接する。あの子を魔ま甲こう蟲ちゆうから墜おとさせないために」




　かつて模も擬ぎ戦の結果次第では、退学処分にさせようとしたのだって。ひょっとしたら……リコの安全に配はい慮りよしてなのかもしれない。

　一通りフロンの話を聞いたあと、へっとカナタが笑う。

「なにかおかしいことを言った？」

「いや。あんたがすげー妹思いのいい奴やつだって確信できたんだよ。もちろん、立場がある以上、表だって公言するわけにはいかないんだろうけどな」

「……話が終わったなら。とっとと帰りなさい」

　普ふ段だんのカナタなら、すぐに後ろ手を上げて退室する。だが、この日は異なった。

「……サンキュな。空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダー」

　フロンに対し、カナタが礼を述べた。姉として、リコのことを想うフロンの気持ちがよく理解できた。そんな大事な妹を自分に任せ、こうして事情を話してくれる姉に対して。それは心からの感謝の言葉だった。

「気持ち悪いわね。どういうつもり……？」

「大事なリコの話を俺に聞かせてくれた礼だよ。あいつのことは俺に任せてくれ」

　後ろ手を振りながら、カナタはドアへと向かった。この日は珍めずらしく、ドアの前で軽く目礼してから、去っていった。

　あの男、教官としては意外とまともなのかもしれないわ。ふと、そんな考えが頭をよぎる。そのあと、フロンはクロエたちに招集をかけた。







「──ということで、あなたたちにはフライトレコーダーの回収任務に就いてもらうことになるわ」

　緊きん張ちよう感かんに包まれた空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン執務室。

　フロンが、次の特別任務について説明していた。

　あらかじめ覚かく悟ごしていたことだ。直立姿勢で傾けい注ちゆうする、特務の面々に動どう揺ようは見られない。

　現在《ミストガン》は空路巡じゆん回かいを中断し、危険空域に留とどまっている。

　威い力りよく偵てい察さつの結果──フロンは少数精せい鋭えいの特務小隊ロイヤルガードで強力な変キ異メ種ラを撃げき破はし、フライトレコーダーを回収することにしたらしい。

　墜つい落らく地点への移動には、サムス級高こう速そく艇ていを使用するらしい。こちらはイム級中型飛空艇より小型で航こう続ぞく距きよ離りは短いが、飛行速度は遥かに速い。現地への到とう着ちやく時間も大おお幅はばに短縮できるだろう。

「《ベベル》からの指令が《ミストガン》にくだったのは、信頼されていると考えてちょうだい。この前の遭そう遇ぐう戦せんにおいて候補生の集団ながら、変キ異メ種ラ二体を撃破した実績は高く評価されているわ。少数精鋭の特務小隊ロイヤルガードなら、変キ異メ種ラも警けい戒かいすることなく現れるはずよ」

　本来ならば、大人数での討とう伐ばつをしかけたいところだ。だが、こちらが数十人規模の部隊で向かえば、姿を現さないことも考えられる。犠ぎ牲せいもゼロでは済まないだろう。それになにより、《ミストガン》からの討伐を逃のがれたあと、変キ異メ種ラが他の浮ふ遊ゆう都市の襲しゆう撃げきに向かう可能性があった。

　そういえば、変キ異メ種ラは偵察艇の墜落地点に留まり続けているらしい。あの場所になにか理由があるのだろうか……？

　例えば──何かを護まもっているとか……？

　変キ異メ種ラの行動目的がまるで読めない。

「作戦案について説明する前に、まずは先日の威力偵察で判明したことから。例の変キ異メ種ラは三位さんみ一いつ体たいよ。どれか一体を撃破したところで、六十秒を経過するとすぐに瞬間再生を始めてしまう。その瞬間再生の核かくとなるのが、黒こく晶しようね。黒晶は呪じゆ力りよくを伝でん播ぱさせるための、核のようなものだと考えてちょうだい。三体の変キ異メ種ラが一定の距離以上離はなれないのは、呪じゆ力りよくの伝でん播ぱ距きよ離りに限界があるからと考えられるわ」

　三位一体の変キ異メ種ラか。クロエたちの表情が引ひき締しまる。

「これらの事実を踏ふまえて、わたしたちは、それぞれの個体にある黒晶を、六十秒以内に殲せん滅めつしなければならない。次に作戦案について説明するわ。天気図によると、作戦空域では大規模な海かい霧むの発生が予想されるから……」

　それからフロンは、自分を含ふくんだ作戦案を説明し始めた。クロエやロイドの意見を交まじえ、作戦を詰つめていく。

　そんな先せん輩ぱいたちの姿を見て。ユーリも空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーに進言した。

「空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダー、念のために警戒役としてリコさんと、その護衛役にカナタ先輩を連れていくのはどうでしょうか？　接敵時のリスクが軽減できると思います。戦せん闘とうの際は、前回のように後方に待たい避ひしてもらえばいいですし」

「……それはダメよ」

　僅わずかな沈ちん黙もくのあと、フロンはもっともらしく説明する。

「カナタ・エイジはいざというときランキング戦を無断欠席したことがある。捜そう索さく任務ならまだしも、変キ異メ種ラの殲滅を想定している現在では信頼性に欠けるわ。リコ・フラメルに至っては戦闘力に欠け、集団行動でも無む秩ちつ序じよぶりが目立つから無理ね」

「……そうですか」

　落らく胆たんしたようにユーリが返事をする。だが、そんな彼女の傍かたわらに立つクロエは気づいていた。ユーリの進言した際、執しつ務む机に座るフロンの瞳が一瞬震ふるえていたことに。

　敢あえて気づかぬ振ふりをし、クロエが鼓こ舞ぶする。

「さてと、じゃあみんな。十一番区の飛空艇発着場に移動開始。高速艇による現地への飛行中に、変キ異メ種ラの情報と対策を叩たたきこむから、全力で覚えてね」







　お昼休み。Ｅ６０１小隊室。

　習慣となっている、小隊メンバーでのランチタイム。

　うぅ……。ミ、ミソラさんはどうしたんでしょうか……っ!?

　心配そうな貌で、レクティとブレアが見やる。その視線の先には、気のない表情を浮うかべるミソラの姿があった。三人は机をくっつき合わせて座っている。小隊室に残る机は二つ。ひとつはユーリ。残る一つはリコの机だ。

「ミソラさん、あ、あのぅ……」

　気のない表情を浮かべたミソラに、レクティが声をかける。

　ミソラの机の上には、カップ入りのスープパスタが置かれていた。小隊棟とうの休きゆう憩けい室にある自じ販はん機きで購こう入にゆうしたものだ。

　レクティとブレアは、手作りのサンドイッチを持参していた。

「あ、あのぅ……ミソラさん？　き、聞いてますか……っ？」

「え……っ!?　ご、ごめん……っ!?　な、何の話だっけ……」

「そ、そのぅ……もう五分過ぎちゃってますよ」

「？　五分ってなにが？」

「そのスープパスタです」

「うわ……っ!?　十分以上経たってるじゃないの……っ!?」

　壁かべ時計を確認したミソラが、慌あわててふたを外した。

　心ここにあらず。その体現者であるミソラを眺ながめ、レクティは眼を伏ふせた。苦しいのを我が慢まんして惜せき別べつを決意したミソラの胸中には、迂う闊かつに踏み込めない。

「ミソラ、そなた具合でも悪いのか？」

　同じくブレアも心配した貌をした。

　ただ、焦しよう点てんがズレている。が、ミソラもそれに気づかず、

「そ、そんなわけないじゃないの……っ！　すんごい元気よ、ほら見て見て。のびちゃってるけど、このパスタ食べられないこととかないし……っ！　うぅ、麵めんが柔やわらかい」

　舌を出し、貌をヘンに歪ゆがませるミソラ。

　急に元げん気き一いつ杯ぱいに振る舞まって、それっぽい笑みすら浮かべてみせた。

　だが、見事なまでに自じ爆ばくしている。

「うぬ。よくわかった……」

　得心したブレアは、食事を早々に切り上げ腰こしをあげた。

「？　ブレアさん、どこ行くんですか？」

「食当たりだ。実技訓練開始までには戻もどるから安心するがよい」

　そう言って、ブレアは退室して行った。







　同時刻。空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ン予科二年Ｅ組教室。

　ふっ、今日は静かだな……

　どこかもの寂さびしさを覚え、リコは一人でクラブサンドを齧かじっていた。

　久しぶりの一人での食事だ。カナタが赴ふ任にんして以来、昼食はミソラたちと会話しながら摂とっていた。

　賑にぎやかな場所はあまり好きではない。だから、哲てつ学がく書を読みながら、静かな昼食を摂るのも嫌きらいではないはずだった。

　だというのに……心に穴が空いた感覚を覚える。

　自分の移い籍せきは間ま違ちがってないという安心感はある。しかし一方で、ミソラたちに素す直なおになれなかった後こう悔かいの念もあった。

　規律や秩序をなんとも思わない自分に、ミソラは口うるさかった。正直、ウザかった。でもそのお陰かげで、Ｅ６０１小隊が自分の居場所だと思えた。

　真っ直すぐに自分と向き合ってくれる貴重な仲間だ。

　けれど、そのミソラからも移籍を勧すすめられた。寂しさと切なさが心に渦うず巻まく。だが、Ｆランク小隊ここで終わるわけにはいかない。

　もっと上を目指したい。全てが完かん璧ぺきである、あの姉に認められたい。女神なわたしが、いつまでもＦランク小隊の所属であってはならないのだ。

　カナタからは訓練に来いと言われたが、行くつもりはない。

　来訪者があったのは、そんなときだった。

「ふっ、ミソラたちはどうした？」

　普段の澄すまし貌を取り繕つくろって尋たずねる。

　そんなリコの視線の先には、ブレアの姿があった。

「ミソラたちなら、小隊室におるであろうな。レクティと一いつ緒しよに食事をしている」

「……そうか」

　少し寂さみしげに、リコは眼を細めた。

「私は新参者だ。ミソラやレクティのように、そなたのことを詳くわしく知ってはおらん。だが同じ小隊の仲間として、どうしても伝えておかねばならんことがある」

「……………………」

「先日のランキング戦の敗北。そなただけでなく、私にも落ち度がある。私は小隊間連れん携けい戦術に疎うとく、自分勝手な動きになっていた。そのことを詫わびよう」

　ブレアが堂々とした態度で頭をさげた。

　武人の如ごとく。真っ直ぐで力強い雰ふん囲い気きに、リコが吞のまれる。

「頭を下げられるようなことでは……」

「ランキング戦の敗北。……そなたのミスショットは、私が原因だ。あのランキング戦の際、私は小隊間戦術のなんたるかを理解しておらんかった」

「……………………」

「それと、みんな待っているぞ。そなたが戻ってくるのをな。だから──」

　がしっとブレアがリコの腕うでを摑つかんだ。そのまま強ごう引いんに引っ張り上げる。

「な、なにをする……っ!?」

「だからこそ、午後の訓練に来い。そなたが来ぬと人数が揃そろわず、効率が悪いのだ。それに……ミソラがたまに気持ち悪い貌を浮かべる」

「気持ち悪い貌とはなんだ……？」

「元気でもないのに、元気そうな貌をすることだ」

　一いつ瞬しゆん、リコは抵てい抗こうするのを忘れた。

　ミソラとて心の整理はついてはいないのだ。リコに移籍を勧めたときの、ミソラの表情からも、それは明らかだ。

　だが、それでも移籍を勧めてくれた。

　ミソラがわたしの将来を尊重しているというのに、わたしはなんて愚おろかな……

　そんなとき。軽い痛みを感じ、リコは額を押さえた。

「どういうつもりだ……？」

　額にデコピンされたリコが、むっと睨にらみ据すえる。

「たわけめ。また難しいことを考えていたであろう……っ！」

　ブレアの瞳ひとみが真っ直ぐにリコを捉とらえる。

「そなたたちは難しく考えすぎなのだ……っ！　戦いなのだから、負けることなど当然ある。交流戦でレクティに負けたときでさえ、私は素直に結果を受けとめたぞ。だから、一度や二度負けたぐらいでうじうじ悩なやむな。このダ女神……っ！」

「むっ、わ、わたしはダ女神じゃない……っ！　女神だ。……くっ、は、離せ……っ！」

「黙だまるがよい。離せと言われて、離すお馬ば鹿かはミソラぐらいのものだ」

　腕わん力りよくに勝まさるブレアが、強引にリコを引っ張り上げる。抵抗するリコの腕をぐっと摑み、Ｅ６０１小隊室へと連行した。







　午後の実技訓練。Ｅ６０１小隊室。

「わりーわりー。昨日の任務のせいで寝ね不ぶ足そくだったんだよ」

　頭の後ろを搔かきながら、カナタが謝罪する。

　この日、カナタは大遅ち刻こくで小隊室へ姿を現した。なんでも教室でお弁当を食べたあと、居い眠ねむりしてしまったらしい。

　しかし、誰だれも咎とがめる者はいなかった。

　ひょっとしたら教え子たちは、彼の意図に気づいていたかもしれない。

　けれども、誰も一歩目を踏ふみ出せなかったのだ。想いをぶつけ合うべき相手が、すぐ近くにいるというのに……

「なんだかさー、景気がわりー奴やつがいるよな。難しいことを考え過ぎって貌してる」

　教きよう卓たくの上で頰ほお杖づえを突ついて、カナタは教え子たちを見み渡わたした。

　向かって左側。前列廊ろう下か側から順々に。俯うつむき加減のレクティ、ミソラを見たあと、拗すねたように窓の外へと眼をやるリコを見た。

「それにしても、だ。今日はよく来たなリコ」

「それは皮肉か」

　味気なくリコが返す。

「どうせいなくなるんだ。本当は、訓練に来なければよかったと思っているんだろう」

「まさか。俺は教え子に皮肉を言ったりなんかしねーよ」

　教卓から立ち上がり、カナタはリコの席まで歩み寄って、

「本当によく来たな。偉えらいぞ」

　リコの頭をそっと撫なでた。

「……べ、べつに。ブレアに腕を摑まれたから、仕方なく来てやっただけだ」

「礼には及およばんぞ。私は戦と友もとして当然のことをしただけだ」

　後列窓側の席から、ブレアが堂々と告げた。

「うん、ブレアもよくやったな」

「いえ、主あるじ。この程度のこと、感謝されるようなことではございません」

「そんじゃリコ。お前に関しちゃ頑がん張ばってきた勇気に敬意を表して、あとでなんでもひとつお願いを聞いてやるよ」

　そのあとカナタは、例の如く不敵な笑みを零こぼし、

「へっ。だから今日は、自分に誠実であり続けろよ。何があっても、自分にだけは噓うそを吐つくな」

「？　どういう意味だ？」

　心配になったレクティが尋ねる。

「あ、あのぅ……カナタさん。それで、今日はいったい何をするんですか……っ!?」

「ああ。敗北しちまったランキング戦の反省会の続きをするよ。この前は、スカウトの一件があったせいで、中断しちまってたからな」

　直後、暗あん澹たんたる雰囲気がたちこめる。

　カナタが触ふれたのは、禁きん忌きだ。

　しかし、教え子たちから反感や顰ひん蹙しゆくを買うからといって……この男は遠えん慮りよするような性格ではない。

「ただし反省会のテーマは『どうすれば明後日あさつてのランキング戦で勝てるか』だ。あれから二日経っちまったけど、敗北の理由について思うことがあるんだったら、正直に思ったことを言えばいい。人間、ため込んでるのは体によくないからな。敗北した理由をきちんと踏まえたうえで、勝つための方法を編み出そうぜ」

　カナタの発言の真意を見み抜ぬけぬほど、ミソラは愚かではない。彼女はのろのろと貌をあげて、カナタを見やる。

　だけど……あたしは小隊長として恥はずべきことはなにも。ミソラが胸中でつぶやく。空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーの覚かく悟ご。行動の規き範はんとして、あれは本当に徹てつ底ていしている。

　なら、やっぱりあたしだって……

「それとミソラ。お前にひとつ言っておきたいことがある」

「な、なによ……っ!?」

「お前の小隊長としての覚悟はこの程度なのか」

「そ、それってどういう意味よ……っ!?」

「さーな。あとは自分で考えろよ」

　冷ややかに見下ろすかのような視線を浴びせられる。

「そんじゃ、俺はこれから散歩に行くからしばらく帰って来ない。だから俺が帰ってくるまでは、教官の眼は気にせず、どんなことでもやっていいぞ。でも、答えが出るまで今日は帰るなよ」

　そう言って、カナタは小隊室を出て行った。戸と惑まどう教え子たちを残して。







　カナタがいなくなってしばらく、小隊室が無言の行の場と化す。どれほど時間が経たっただろうか。刻々と時間だけが過ぎて行く。

　誰だれ一人ひとり言葉を発しようとしない。

　小隊長のミソラがうじうじと悩んでいるからだ。

　そんなとき、静せい寂じやくを破る一声──

「……帰る」

　鞄かばんを摑みあげ、椅い子すから立ち上がったのはリコだ。どうやら、我が慢まんの限界を迎むかえたらしい。彼女はそのままドアへ向かった。

　しかし、そこに仁に王おう立だちする少女の姿があった。ドアに一番近い席のレクティが両腕を広げ、慌あわてて立ち塞ふさがった。

「ダ、ダメです……っ!?」

「……どけレクティ。移い籍せきするわたしには、これからのＥ６０１小隊に関することなど、関係ないことだ」

「ど、どどど、どきません……っ!?」

　恐きよう怖ふのためか。膝ひざが震ふるえ、声帯も充じゆう分ぶんに機能していない。だが、戦場で刃やいばを振ふるうのとは全くべつの勇気を以もつて、レクティは立ち塞がり続けた。

「カ、カナタさんが言ってたじゃないですか……っ!?　『答えが出るまで今日は帰るなよ』って……っ!?」

「うぬ。レクティの言う通りであるな」

　静かに頷うなずき、すっとブレアが立ち上がってくる。

「これはこの前のランキング戦の反省会だ。それ自体はそなたにも関係があるであろう。それでももしそなたが帰ろうとするなら、何度でも私が腕を摑んで、席へと座らせる。いくらそなたでも、体術で私には勝てぬぞ」

「……勝手にしろ」

　それだけ言い捨てる。どうにか苛いら立だちを押さえ込み、リコは自分の席へ座りなおした。

　ブレアと視線が合い、レクティはにっぱりと微笑ほほえんだ。それから、ミソラの席へと歩み寄り、さきほどから沈ちん黙もくを押し通すミソラに声をかける。

「あ、あのぅ……ミソラさん。は、話を進めていただいてもいいですか……っ？」

「……う、うん。わかったわ」

「そなたの席では場所が悪い。主の席を使うがよい」

　ブレアに促うながされ、ミソラは教きよう壇だんへ立った。仲間たち全員と、ミソラ一人が対面する構図となる。

　この席であいつは『難しいことを考え過ぎって貌してる』と総評していた。

　なるほど。確かにその通りだ。みんなの貌を見渡して、ミソラが思う。特にリコと……あたしだろう。しかしながら、惜せき別べつこそが、リコのために導き出した結論なのだ。

　カナタの言葉が、ふと脳のう裏りに蘇よみがえる。




　──お前の小隊長としての覚悟はこの程度なのか




　あたしだって別れは惜おしい。

　でも……どうしようもないじゃないの。だってあたしたちは、リコから完全な信しん頼らいを獲かく得とくできないのだから。

　ミソラの心に燻くすぶる暗くら闇やみはまだ晴れない。

「え、えーっと……ど、『どうすれば明後日のランキング戦で勝てるかだよね」

　どうすればこれからも勝てるか。

　話の進め方は二通りある。リコ抜ぬきを前提として、ここにいる三人で勝つ方法を探すか。それとも、リコ込こみを前提とするか。

　これからのランキング戦という前提なら、リコ抜きが妥だ当とうだろう。

　熟考したうえで、ミソラが口を開こうとしたとき。

「？　ブレア……？」

　そこには教卓へ向かって、大おお股またで歩くブレアの姿があった。彼女はミソラの正面に立つと、

「ふんっ、覚悟するがよい」

　ミソラの額に容よう赦しやなくデコピンを放った。

「痛……っ!?　な、なにすんのよブレア……っ!?」

「そなたが難しい貌をしておるからデコピンをお見み舞まいしたまでだ」

　ブレアがつっけんどんに言う。

「私はもっと強くなるために《メルキア》から転校してきたのだ。だというに、そなたらはふぬけておる。気合いが足らんのではないか……っ！」

　ミソラだけではない。

　ブレアの言葉は、この場にいる全員へと向けられていた。

「あ、あのぅ……ブ、ブレアさん……っ!?　お、落ち着いてください……っ!?」

「そうではないであろうレクティ。落ち着く必要などない。主は『正直に思ったことを言えばいい』とおっしゃっていたではないか……っ！」

　愚ぐ直ちよくに、ブレアは自分の考えを述べる。

「私は思ったことを正直に言うぞ。……私は自分が不ふ甲が斐いない。いまこの場で、黙だまってなにもせずにおったら、一生自分に後こう悔かいし続けることになるであろう。ゆえに行動を起こし、言葉を発するのだ。ミソラ、そなたはお馬ば鹿かであろう。お馬鹿のくせに、なにゆえ難しいことを考えようとするのだ……っ！」

「お、お馬鹿って……っ!?　あ、あんたね……っ!?」

　虚きよを突つかれたかミソラがふと気づく。

　真っ直すぐな眼で、ブレアがこちらを見み据すえていることを。

「私にできることと言えば、この程度の言葉をかけることしかない。そなたとリコの胸中など詳くわしくはわからん。付き合いが短いからな。だが、これだけはわかるぞ。いまのそなたはふぬけておる。……私はそなたの真っ直ぐな眼まな差ざしが気に入っておったのだがな」

　突とつ如じよとして。メイド喫きつ茶さ店てんでのカナタの台詞せりふが蘇る。




　──お前みたいに、真っ直ぐな眼差しをした奴やつは好きだぜ

　──そういう眼差しをした奴は、最後の最後まで諦あきらめない




「……ブレア、いまあたしってどんな眼をしてる？」

「無論、ふぬけた眼である」

「そう……」

　たぶん、ブレアの言ってることが正解なんだ。

　これはあいつが用意してくれた、あたしたちが想いをぶつけ合うための最後の機会。ここで想いを伝えなくちゃ、あたしたちは一生後悔する。

　ミソラは、ふとリコを見やる。彼女はさきほどから、ずっと窓の外を見ている。こちらへは一いち瞥べつもくれない。

　ブレアの騒そう動どうに気づいているくせに……

　本当にリコがこの場に居たくないなら、たとえ這はってでもこの場からいなくなっているだろう。なんなら窓を開けて、飛行魔ま術じゆつで飛び出していってもいい。

　……リコって素直じゃないところがあるのよね。

　ミソラの肩かたからふっとチカラが抜けた。憑つきものが落ちたかのような貌をする。

　そんなとき。再びカナタの言葉が脳裏をよぎる。




　──お前の小隊長としての覚悟はこの程度なのか




　あたしの小隊長としての覚悟は、この程度なんかじゃない……っ！

　バシンっ！

　突とつ然ぜん、ミソラが両頰ほおを叩たたき、気合いを注入した。そして真っ直ぐな眼差しで、ブレアをしっかりと見据える。

「ありがとブレア。お陰かげで眼が覚めたわ」

「うぬ。ミソラ、今度ふぬけるようなことがあらば、グーで殴なぐってやろうぞ」

　そう言って、ブレアがにやりと微笑んだ。久しぶりに仲間と出会えたような、そんな貌だ。

　勢いよくミソラが言い放つ。

「反省会をするわよ……っ！　問題点は『どうしてリコがミスショットをしたか』……っ！」




　　　　＊＊＊




　リコはランキング戦の状じよう況きようを振り返る。

　あの混戦の最さ中なか、ブレアのカバーは完かん璧ぺきだった。現にリコは狙そ撃げきに際し、撃げき墜ついされることはなかった。

　だが、ブレアにカバーしてもらったとたん、銃じゆう口こうがぶれたのも事実だ。

　反省会の際、その事実には気づいていた。

　しかし、直接口にするのは躊躇ためらわれた。なにせ口にしたら、自分を擁よう護ごしてくれたミソラたちを傷つけることになる。

　自分たちが完全に信頼されていないのだ、と。

　その原因が、ミソラたちにあるとは思えない。どう考えても自分にある。批判されるべきは、自分だ。

　けれど、正直に事実を口にすれば、少なからず仲間にショックを与あたえるだろう。

　そのために取った緊きん急きゆう措そ置ちが、




　──あのときの狙撃は偶ぐう然ぜんではない。必然の結果だ




　という発言だ。

　これで全ての批判がわたしに向く。単純お馬鹿のミソラなら、かっとなってわたしを批判するだろう。そうすれば、周りを傷つけることなく、自分を卑いやしめることができる。

　それがリコなりの罪つみ滅ほろぼしになるはずだったというのに……




　　　　＊＊＊




「い、いまさらなんのつもりだ。あれは必然の結果だと言っただろう……」

「──わざとじゃない」

「………………っ！」

「あたしだってもう気づいてるわよ。っていうか、あんた計算して言ってたでしょ……っ！」

「……なにをだ？」

「『あのときの狙撃は偶然ではない。必然の結果だ』。……あんた、あたしが誤解するのを計算して、わざと口にしたでしょ！」

「……さあな」

　つぶやくように言い、ふてくされたかのようにリコが窓の外を見やる。

　その瞬しゆん間かん、ミソラががばっと頭をさげた。

「ごめんなさい……っ！」

　驚おどろきこちらを見やるリコ。そのままの姿勢でミソラが告げる。

「あたし、噓うそついてた……っ！　リコに『別々に頑がん張ばろう』って言ったけど、ホントはリコと一いつ緒しよに頑張りたいの……っ！」

　お馬鹿なミソラにできることなど限られている。

　自分の想いを──ありのままの感情を行動に移す術すべ以外、彼女は持ち合わせていないのだ。

　それが間ま違ちがいなのか。正解なのかはわからない。

　ただ、ひとつだけわかっていることがある。

　この胸のうちにある想いは。リコに伝えたいと言う気持ちは。全てぶつけるべきということだ。

「あたしはリコに移い籍せきしてほしくない……っ！　これがあたしの本音よ……っ！　リコ、あんたはどうなの……っ！」

　貌をあげて、ミソラがリコを見やる。

　ミソラの本音を知り。

　だが、リコは頰ほお杖づえを突つきながら、再び窓の外を見やり──

「さあな。わたしは移籍したいと思っている」

　自らの心を偽いつわり、しれっと嘯うそぶいてみせた。

　もうこれ以上、ミソラを苦しめるのはよそう。第一にして、いまのミソラの発言が本音だとは限らないじゃないか。

　そんな想いがリコをそうさせたのだ。

「せめて眼を合わせてから言いなさいよ……っ！　人の気持ちも知らないで……っ！」

　リコを見下ろす体ていでミソラが叫さけんだ。

「リコの弱虫……っ！　卑ひ怯きよう者……っ！　あんたはただの臆おく病びよう者よ……っ！　あたしたちがあんたから完全な信しん頼らいを得られないからって、あんたに幻げん滅めつするとでも思ってんの……っ！　見み損そこなわないで……っ！　文句があるなら言いなさいよ……っ！　このダ女神……っ！　シスコン……っ！　ヘタれ完璧女……っ！」

　がたん……っ！　音を立てて、椅い子すからリコが立ち上がった。そしてビシッとミソラを指し、矢や継つぎ早ばやに言い放つ。

「誰だれがダ女神だ……っ！　誰がシスコンだ……っ！　誰がヘタれ完璧女だ……っ！　ミソラのくせに調子に乗るな……っ！」

　その後無言のまま、しばし二人は睨にらみ合う。じりじりと緊張感が高まり、一いつ触しよく即そく発はつの雰ふん囲い気き。そして緊張の糸が弾はじけ飛び、二人は野生動物のように取っ組み合いを始めた。

　お互たがいに張り手を浴びせ、どつきあう。

「リコだって調子に乗ってんじゃないのよっっっ！」

「うるさい……っ！　ならいったいどうしろというんだ……っ！」

「もっと謙けん虚きよでいなさい……っ！　ってかいまも黙だまってぶたれなさいよ……っ！」

「そんなわけいくか……っ！」

　激しい罵ば倒とうとビンタの鬩せめぎ合い。そんな現場に居合わせた、レクティが動どう揺ようする。

「だ、ダメです……っ!?　け、喧けん嘩かは……っ!?」

　慌あわてて二人の間に割って入ろうとする。

　だが、ブレアがそれを制した。

「落ち着くがよいレクティ」

　がしっと肩を摑つかみ、レクティを押し留める。

「ブ、ブレアさん……っ!?　い、いくらなんでもこれは……っ!?」

「私が言えた義理ではないが、ときとしてぶつかりあわねばわからぬこともある。そなたと私が刃やいばを交えたようにな」

　ミソラとリコに存分に語らせてやろうとブレアは思った。結果がどう転ぶかはわからない。しかし、語り合えずして長い間レクティと決別してしまった、自分のような過あやまちだけは経験してほしくなかった。

　どれだけ時間が経たっただろう。
















　ブレアの視線の先には、乱れた制服で睨み合うミソラとリコの姿があった。二人とも両頰を真っ赤に染め。肩を上下させて、ハァーハァーと息をしている。

「あんた、自分のことをなにひとつ言わないじゃないの……っ！　正直に自分のことを相談してくれないじゃない……っ！」

「なにを言って……」

「カッコつけてないで、悩なやんでるなら悩んでるって言いなさいよ……っ！　あんたが女神目指すのだって、空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーが──あんたのお姉さんが関係してるってことは察しがついてんのよ……っ！」

「……気づいていたのか」

　ぽつりとつぶやき、リコが声を振ふり絞しぼる。

「なら、わかるだろう……っ！　わたしはあの女に認められるためにも、上を目指さなければならないんだ……っ！　落ちこぼれのままでは、認めてもらえない……っ！」

「それはわかってる……っ！」

　リコの想いを聞き、ミソラは心から叫んだ。

「それでもあたしは……ううん。あたしたちはリコのチカラになりたい……っ！」

「そ、そうですリコさん……っ！　わたしはリコさんのチカラになりたいんです……っ！」

「うぬ。リコ、悩みがあるなら相談するがよいぞ」

　レクティとブレアが同意する。

　もしこの場にいる全員がわかり合えるとしたら、それはいまなのだ。

　上辺だけの付き合いではない。本音の想いをぶつけ合い、曝さらけ出だす中で築かれる関係もある。

　必死の形相で、ミソラが訴うつたえる。

「あんたの想いを、あたしたちにも背負わせなさいよ……っ！　あたしじゃ、あいつのように誰かの想いの半分を背負いきれないかもしれない……っ！　でも、あたしたち全員でなら、半分ぐらい背負ってみせる……っ！　あんたが心から信頼してくれるような仲間になってみせる……っ！　だから──移籍なんてやめてあたしたちについてきなさい……っ！　あたしは、リコと一緒に、みんなで強くなりたい……っ！」

　哀かなしくないわけがない。

　ミソラが自分の気持ちに素直であるなら、リコも一歩踏ふみ出さねばならない。

　さきほど小隊室でもらった、カナタの言葉が脳のう裏りに蘇よみがえる。




　──何があっても、自分にだけは噓を吐つくな




　自分に誠実であること、噓を吐かないこと。

　それが想いの丈たけを素直に口にすることであるなら……

「……ミソラ。本当は、わたしもキミたちと──」

　言いかけ、心の奥底に秘ひめた想いを伝えようとしていたとき。

　Ｅ６０１小隊室のドアが勢いよく開かれた。

　そこにいたのは、カナタと、空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーの執しつ務む補ほ佐さ官かんの少女だ。

「リコ、じつはお前のお姉さんの件で、緊急連れん絡らくがあるらしい」

　険しい表情でカナタが告げる。

「どうやら予定の帰き還かん時間を過ぎても任務から戻もどってきてないようだ。わりーけど、反省会は中断だ。これから経けい緯いについて説明がある」

「な、なんだと……っ!?」

　思わず声を出したリコに、執務補佐官の少女が事情を説明した。




　　　　＊＊＊




　──時はしばし遡さかのぼる




　都市外空域。ファルス級強行偵てい察さつ型飛空艇てい撃げき墜つい地点。高度四〇〇。

　海面を覆おおう濃のう密みつな海かい霧むは、墜落した偵察艇の姿を覆いつくす。しかし、それとて蒼そう穹きゆうを覆うことは叶かなわない。上空の視界は良好。敵の姿もよく見える。

　空中を舞まうユーリ・フロストルの視線の先には、《キメラ・アルタイル》の姿があった。ユーリの周囲では、仲間たちがすでに展開を終えている。

『任務開始……っ！　全員、油断せずにかかりなさい……っ！』

　フロンの通信が耳を突つく。

　今回の作戦も、前回同様各個撃破に持ち込むのが狙ねらいだ。威い力りよく偵てい察さつの結果を踏まえたうえで、相手の変キ異メ種ラたちを六十秒以内に殲せん滅めつするのだ。

　だが、今回は明らかに様相を異にする。

　そのことに最初に気づいたのは、ユーリだ。例の如ごとく、彼女は《キメラ・アルタイル》に、魔ま槍そうで接近戦をしかけようとしていた。

《キメラ・アルタイル》の砲ほう撃げきは、収束ストラ魔イクブ砲ラスター並みの破は壊かい力がある。しかし、発射前の予備動作──砲口の紅あかい放電現象さえ見み逃のがさなければ充じゆう分ぶんに対処可能だ。

　激しく飛び回りながら接近するユーリ。が、毛穴から射い抜ぬくような殺気が伝わってくる。

　ま、まずい……っ！

　己おのれの直感に従ったユーリが緊きん急きゆう回かい避ひ。大きく射線からずれる。その瞬しゆん間かん、《キメラ・アルタイル》が発はつ砲ぽう。

　電レ磁ー投ル射ガ砲ンのような砲撃が放たれる。

　それはユーリがいた空間の直前で弾はじけ、無数の砲ほう弾だんの雨となって、空間を覆い尽つくした。

『さ、散さん弾だん砲ほう撃げき……っ！』

　ユーリが漏もらすようにつぶやいた。

　単に殺傷範はん囲いが広がり、脅きよう威い度が跳はね上がっただけではない。ユーリを驚きよう愕がくさせた事実はもうひとつある。

　こちらの予想をはるかに上回る進化能力を有していたのだ。

　前回の戦せん闘とうにおいて、変キ異メ種ラに散弾攻こう撃げきはしていない。にもかかわらず、《キメラ・アルタイル》は散弾砲撃を行ってみせた。

　つまりこの変キ異メ種ラたちは散弾という、対人戦闘に有効な武器を自分で編み出したということになる。

　そんな高度な知性がある変キ異メ種ラということなのか……っ!?

　しかも《キメラ・アルタイル》は、前回の戦闘で撃墜されていない。

　にもかかわらず、進化している。それに散弾砲撃とは。こちらの想定状じよう況きようより厳しい……っ！

　ユーリの脳内が危険信号で満たされる。

『《キメラ・アルタイル》の弾だん種しゆが変わりました……っ！　注意してください……っ！』

　その間も、《キメラ・アルタイル》は断続的に砲撃を放ってきた。角錐コーン上に広がる攻撃範囲。迂う闊かつに接近すれば、一瞬でその身が塵ちりと化す。

　前後左右、上下に飛行──立体的なフェイントをおり混ぜるユーリ。どうにか回かい避ひに成功した。しかし、現状では近づくことすらままならない。

　それでも、ユーリは当初の予定通り、相手の注意を引きつけていた。

　そんなとき。耳元の通信結けつ晶しようが鳴る。

『ユーリ、あれをできる？』

　クロエからの連れん携けい要よう請せい。

　戦闘の最中、ユーリがクロエを見やる。クロエの役割は《キメラ・リゲル》をマークし、小型魔ま甲こう蟲ちゆうの展開を阻そ止しすることだ。

　だが、すでに小型魔甲蟲は展開し終えていた。もしかしたら狙いが読まれていたのかもしれない。なにはともあれ。数十体に及およぶ蜂はち型小型種が、《キメラ・リゲル》の口に当たる部分から排はい出しゆつされてしまっていたのだ。

　急きゆう上じよう昇しようしつつ、クロエは下方へ小型砲撃を連射。追撃してくる蜂型小型種を牽けん制せいしている最中だった。

『……あれですか。了りよう解かいです……っ！』

　ユーリが《キメラ・アルタイル》を引きつけ、クロエのほうへと向かってくる。これで変キ異メ種ラ二体、小型種多数、クロエとユーリが一つの戦域に集まる。

　そして前回実じつ践せんした、同士討うちを誘さそう軌き道どうを描えがいた。ちょうど戦域の全員が一直線になるように調整。変キ異メ種ラの出方を窺うかがう。

　しかし、クロエの予想通りなら──

『クロエ先せん輩ぱい、散弾砲撃です……っ！』

　ユーリが警告する。

　同時に《キメラ・リゲル》が間合いを取り、散弾砲撃の射線からずれる。しかし、蜂型小型種はずれない。

　まるで足止めするかのように、クロエをマークしたままだ。

『……やっぱり』

　短くつぶやき、クロエは急降下。蜂型小型種の包囲を、魔ま力りよく砲ほう撃げきで強ごう引いんに食い破り、攻撃範囲外へと退たい避ひする。そのすぐあと《キメラ・アルタイル》の散弾砲撃が着弾。クロエを包囲しようとした多数の蜂型小型種が、一気に消し飛ぶ。

　これは……まずいかな。

　クロエの表情がますます険しくなる。最悪の結果だ。

　敵の変キ異メ種ラはこちらの予想を上回っている。まるで誰だれかから知ち恵えの果実を与あたえられたかのように、初歩的な連携戦術まで──

『気をつけて。この変キ異メ種ラたちは、わたしたちと戦うために対策をたててる……っ！』







　フロン・ロイドペアの戦闘空域──

　戦術上、この空域は優勢を作り出す狙いだったのが奏そう功こうした。

『他はなかなか厳しいようですね』

　巨きよ大だいな鎌かまによる一撃。風圧が身を撫なでるが、ロイドは紙かみ一ひと重えで躱かわした。

『さて、空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーお願いできますか』

『任せなさい……っ！』

　高周波ブレードの鎌を持つ《キメラ・スピカ》。前回の戦闘で機動力不足を突かれたせいか、二枚一対ついだった翅はねが四枚二対へと進化していた。

　だが、こちらもフロンとロイドの二人掛がかりだ。

　二人で撹かく乱らんし、隙すきを突く戦術で挑いどむ。ロイドに気を取られた《キメラ・スピカ》が後背を晒さらけ出す。音もなく近づいたフロンが斬撃を叩たたきこんだ。

　背面上部にある黒晶が破壊され、そこを起点に粒りゆう子し状分解。《キメラ・スピカ》は海霧に包まれた海上へ落下していく。

『《キメラ・スピカ》を撃墜したわ。これから六十秒が勝負よ……っ！』

　次はクロエか、ユーリか。どちらかの戦闘空域に加勢し、三対一で戦う作戦だ。

『デスクワークのしすぎで鈍なまっていると思いましたが、相変わらずですね』

『生憎あいにくと、普ふ段だんから鍛たん練れんは欠かさないのよ』

　ロイドの軽口を返すと、クロエから連れん絡らくが入る。

『こちらは現在、《キメラ・リゲル》の蜂型小型種を迎げい撃げき中。個体数が多く、殲滅が難しいです……っ！　砲撃での妨ぼう害がいが厄やつ介かいなので、《キメラ・アルタイル》を先に撃破してください……っ！』

　特務小隊ロイヤルガードの攻勢に耐たえ切れず、三体の変キ異メ種ラの一角が崩くずれた。ここで一気に攻勢に出て、傷ついた残り二体を六十秒以内に殲滅する。

　個別に戦闘をしたのは、それが狙いだ。

『ユーリ、ロイド。行くわよ……っ！　わたしとロイドで気を引くから、ユーリが一気に取りつきなさい……っ！』

　強敵相手に制限時間。

　多少のリスクは仕方ないと、フロンたちは一気に攻勢に出た。

《キメラ・リゲル》から排出された蜂型小型種は、《キメラ・アルタイル》の護衛も担になう。

　だが、特務小隊ロイヤルガードは怯ひるまない。

　時間制限がある以上、電撃的突撃戦術ブリツツが基本だ。

　フロンとロイドが突とつ破ぱ口こうを切り開く。周辺を飛行する蜂型小型種を一気に切り破り、道をつくる。そこを、魔槍を構えたユーリが一気に突き進んだ。前ぜん傾けい姿勢で一気に突撃。一瞬のうちに、《キメラ・アルタイル》が接近する。

　ギィィィィィン。魔力超振動機構シユナイダーを発動。黒晶へ魔槍を突き立て、一気に粉ふん砕さいする。

　その瞬間、《キメラ・アルタイル》が粒子状分解。チカラ尽きたかのように海上へ落下していった。

　これで残り一体。残り時間、三十四秒。

『《キメラ・アルタイル》を撃破。残りは、《キメラ・リゲル》のみです……っ！』

『了解……っ！』

　ユーリからの通信を聞き、クロエは短く返事をする。

　だが、敵とてやられ放題ではない。

《キメラ・リゲル》の黒光りする鱗うろこのようなもののあちこちに変化が生じる。まるで紅あかい斑まだら模も様ようのように光球を作り上げ、それが一気に弾はじけた。

　紅い熱線が、バルカン砲のようにフロンたちに襲おそいかかる。その弾だん幕まくを縫ぬうようにして迫せまる蜂型小型種。

　敵の攻撃はすさまじく、フロンたちはなかなか懐ふところに飛び込めない。

　どうやら一度クロエに撃墜された際、戦闘能力を大おお幅はばに高めたらしい。四対一という状況にもかかわらず、《キメラ・リゲル》はいまだ撤てつ退たいする気配がない。

　ひょっとしたら、まだ奥の手を隠かくしているかもしれない。

『どうしますか……っ！　迂う闊かつに近づいたらこちらが撃墜されます……っ！』

　魔ま術じゆつ障しよう壁へきで熱線を弾はじきながら、ユーリが叫さけんだ。

《キメラ・スピカ》の瞬間再生までは、残り二十四秒だ。勝負に出るならこのタイミングしかない。

『くっ、でもこのタイミングを逃のがすわけにはいかないわ』

　当初からこちらは短期決戦の構えなのだ。この変キ異メ種ラの特性に対し、長期戦は極きわめて不利。戦術的観点からフロンが決断する。

『ユーリ、ロイド、蜂型小型種の相手をお願い。おりを見て、わたしが突とつ撃げきするわ。クロエ、援えん護ごを頼たのめる……っ！』

『突撃するってこの熱線の中をですか……っ!?　危険すぎます……っ！』

『だいじょうぶだよユーリ。空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーに考えがあるんだよ』

　返事をし、淀よどみのない手つきで魔ま砲ほう杖じようを構えるクロエ。洗練された手つきで、収束、照準、発砲。




　魔砲杖戦技──収束ストラ魔イクブ砲ラスター




　砲口から、紅い光条が迸ほとばしる。クロエの放った砲撃は、《キメラ・リゲル》へ。しかし、黒光りする鱗のようなものに弾かれ、放射状に飛び散り続けている。クロエの砲撃を受けた周辺の熱線の勢いが弱くなるが……それはほんの一瞬だ。

　その間に、いったいどうやって接近するのか？

　疑問を抱いだくユーリの視界に入ったのは、紅い光条に舐なめるようにして、猛もうスピードで迫るフロンの姿だ。

『まさか収束ストラ魔イクブ砲ラスターの真上をなぞってるんですか……っ!?』

　思わずユーリが声に出す。

　なにせ魔砲杖を構えるクロエの指先が僅わずかに狂くるえば、フロンは撃げき墜ついされるかもしれないのだ。

　しかし、フロンの飛行に迷いはない。紅い光条が次し第だいに細くなり、クロエの砲撃が止やむ。すると、フロンの視界には《キメラ・リゲル》の黒い胴どう体たいが広がっていた。

『これで終わりよ……っ！』

　そのままフロンが魔ま剣けん戦技を放つ。轟ごう雷らいを纏まとった斬撃が胴体を食い破った。

《キメラ・リゲル》から悲鳴のような鳴き声が漏もれる。

　その間にもフロンは胴体を舐めるように飛行し、頭頂部へ移動。黒光りする鱗のような体皮のせいで判別が付きづらいが、どうにか目当てのものを発見する。露ろ出しゆつしている《キメラ・リゲル》の黒晶へ魔剣を突つき立てた。

　ピキピキ──パリィィィン……っ！

　音を立て、砕くだけ散る黒こく晶しよう。

　頭頂部を粒子状分解させながら、《キメラ・リゲル》がゆっくりと降下していく。

　どうやら大勢は決まったようだ。

『《キメラ・リゲル》の黒晶の撃破を確認。あとは蜂はち型小型種を倒たおして、任務完かん了りようね』

　フロンがふっと肩かたのチカラを抜ぬく。

　これで無事に全員揃そろって帰れる。誰もが一いつ瞬しゆん気を抜き、安あん堵どする。

　そんなときだった。

『ち、違ちがいます……っ!?』

　ユーリの悲鳴にも似た叫び声が耳を突いた。

『《キメラ・リゲル》はまだ撃墜されていません……っ！　攻撃、来ます……っ！』

　ユーリの視界に映ったのは、撃墜されたはずの《キメラ・リゲル》だった。

　頭頂部の一部は欠損している。まるでパズルのピースが外れたかのように、その空間だけが粒子状分解している。

　しかし、それだけだ。

《キメラ・リゲル》はまだ生きていた。

　おかしい……っ!?　黒晶は破は壊かいしたはずだ……っ!?

　三位一体の変キ異メ種ラ。それぞれの核かくとなる黒晶を破壊すれば、殲せん滅めつできるはずだ。先日の威い力りよく偵てい察さつの際、クロエがわたしと同じ方法で《キメラ・リゲル》を撃墜している。

　だというのに、なぜ《キメラ・リゲル》の粒子分解は途と中ちゆうで止まっているのだ……っ!?

　疑問が思考を覆おおいつくし、誰もが啞あ然ぜんとする。

　そうしているうちに、《キメラ・リゲル》の鼻に当たる箇か所しよの黒光りする鱗のようなものが剝はげ落ちる。するとそこから──紅い結けつ晶しようのようなものが姿を現し、空中へと飛び出して、粉々に弾けた。

　同時に──この世のものとは思えぬ、耳をつんざく音が鳴り響ひびいた。凝ぎよう縮しゆくされた騒そう音おんの爆ばく発はつ。人を殺すかのような音。激しい高周波を撒まき散らす音響衝撃波ソニツクウエーブだ。

　くっ、また進化したというの……っ!?

　咄とつ嗟さに身構えたフロンを音の衝しよう撃げき波はが襲い、彼女の意識は途と切ぎれた。周辺を飛行していた何体かの蜂型小型種とともに、チカラなく自由落下した。

　撃墜されたのだ。

　クロエが緊きん迫ぱく感かんのある声で叫んだ。

『空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーが墜落……っ！　ユーリ、ロイド、救援に向かうから援護して……っ！』

　同時に急降下。自由落下中のフロンの救助に向かう。

　精せい一いつ杯ぱい叫さけんだつもりだが、仲間へ指示が聞こえているか判然としない。

　クロエ自身もあの攻撃の影えい響きようを受け、耳鳴りがやまないのだ。決して油断していたわけではないが、あの音響衝撃波ソニツクウエーブは想定外だ。

　高周波による強きよう烈れつな衝撃が周囲を沈ちん黙もくさせ、付近の全てを叩き落とした。距きよ離りを取って、砲撃をしていたクロエでさえ頭ががんがんするのだ。それを間近で聞いたフロンなら、気絶するだけでは済まないだろう。

　頭からまっさかさまに落下するフロンを、優しく包み込むように抱だきとめる。確保。同時に制動。着水直前でフロンを抱きあげることに成功した。

　こちらから呼びかけたが、フロンは意識を失ったまま反応がない。

　そのとき。さきほどから続いていた耳鳴りがようやく止んだ。若じやつ干かん音が拾える。同時に、ユーリの叫び声が、かすかに聞こえた。

『クロエ先せん輩ぱい、六十秒経たちました……っ！』

　その直後、海上に瞬間再生した二体の変キ異メ種ラが出現する。濃のう密みつな海かい霧むに包まれていたため、捕ほ捉そくが遅おくれた。しかも《キメラ・アルタイル》は砲撃体勢に入っている。

　逃にげられない……っ！

　瞠どう目もくしながらも、クロエは素早く魔力を収束する。

『作戦失敗、撤退します……っ！　撤退方法はケースＣ……っ！』

　言い終わるや否いなや、《キメラ・アルタイル》が砲撃。クロエは《キメラ・スピカ》の腹側へと回り込み、散さん弾だん砲ほう撃げきを防ぐ。だが《キメラ・スピカ》が暴れ、背中の翅はねとぶつかった。魔砲杖を構える腕うでごと弾き飛ばされそうになる。

　しかも、そのタイミングで《キメラ・アルタイル》のさらなる砲撃準備。

　援護するためか。ユーリとロイドが、クロエのいる海上に急降下してくる。濃密な海霧は来る者全てを覆い、視界を狭せばめる。そしてクロエの付近へと辿たどり着いたとたん、《キメラ・アルタイル》が発砲。迎げい撃げきのため、クロエが収束ストラ魔イクブ砲ラスターで相そう殺さいを狙ねらう。

　破壊のチカラ同士の衝突。激しい爆発と轟ごう音おんが生じる。海上には大きな波は紋もんが生まれ、爆ばく心しん地ちを中心に、海霧がすっぽりと吹ふき飛んだ。

　空中では激しい爆風が空気を震ふるわせる。

　そのあと爆ばく煙えんが晴れたとき、海上には変キ異メ種ラたちの姿しか見当たらなかった。







　第五章　落ちこぼれ、ゆえに女神は天てん壌じようの存在となる








　真夜中。アルテミア寮りよう談話室──

　談話室のソファーには、険しい表情をしたカナタ。事情を知り、リコのために付きそうミソラたちの姿。そして不安を隠せず、談話室をせわしなく歩き回るリコの姿があった。

　なにかあれば、ここに連れん絡らくが入るようになっている。念のため、レクティは情報を整理できるようにと筆記用具を持参していた。

　担当教官として、リコをひとりにしておくのは不安だった。そのため、アルテミア寮でリコを一時的に預かることにしたのだ。

「落ち着けよ。お前が心配したって解決する問題じゃねーだろ」

　カナタに声をかけられ、リコは険しい眼まな差ざしで睨にらみ返す。

　言葉にすることはないが、あの女のことが不安でたまらない。

　おそらくフロンと特務小隊ロイヤルガードは、先日発見した偵てい察さつ艇ていと変キ異メ種ラに関かかわる任務に向かったのだろう。

　優ゆう秀しゆうなフロンのことだ。行動計画に、破は綻たんがあったとは思えない。仮に戦せん闘とう地点が、偵察艇の墜落地点だとすると、現在の《ミストガン》との位置関係から考えてそう時間がかかる場所ではない。

〈ホウキ〉を駆く使しして、夜明け前に救援が送り込める距離だ。もし危機的な状じよう況きようであれば、何らかの手助けにはなるかもしれない。

　還かえってこない姉を待ち続けるのは、もう限界だった。

「たしか墜落場所は、Ｓ12度13分36・５秒、Ｗ１３５度７分23秒だったな」

「お前、どういうつもりだ？」

「さあな」

　そう言って、リコは談話室の外へと向かう。

「どこに行くんだ？」

「お手洗いだ。ついてくるなよ。いくらキミでも赦ゆるさないぞ」

　念のため、カナタが声をかける。

「レクティ、さりげなくリコを見張ってもらってもいいか？」

「そ、そのぅ……わ、わかりました」

　カナタの意図を察したレクティが席を外す。

　ブレアが尋たずねる。

「主あるじよ、空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーは生存ということで間ま違ちがいないのですか？」

「ああ。おそらくはな」

　補ほ佐さ官かんの説明では、ナチュラルである学園統とう括かつ長がフロンを覚えているらしい。朗報だった。仮に魔ま甲こう蟲ちゆうにフロンが撃墜されていれば、フロンの記き憶おくが欠落する。

「でも、還って来れない。なにかトラブルに見み舞まわれた可能性が大きいだろうな。本来なら救助部隊を派は遣けんすべきところなんだけど」

「有事の際は護まもりを固めておくようにって、空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーが事前に指示していたから、誰だれも動けないのよね」

「まーな。しかも空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーには、特務小隊ロイヤルガードが随ずい伴はんしてる。戦闘の危険がある任務ってのは丸わかりだし」

　例の変キ異メ種ラの付近にいるこの状況で、実力者がこぞって《ミストガン》を離はなれる事態。危険空域に向かったのは、事情を知る者には明らかだった。

　そんなとき。大おお慌あわてで談話室へ駆かけ込んでくる人物がいた。

「カ、カナタさん……っ!?」

　血相を変えてレクティが叫さけぶ。

「そ、そのぅ……リコさんがいつの間にかいなくなってしまって……っ!?　あ、あのぅ……ご、ごめんなさいっ！」

「……わかった」

　それだけ口にすると、カナタは険しい表情のまま腰こしをあげた。

　すぐさまミソラが尋ねる。

「ど、どこへ行くつもりなのよ……っ!?」

「決まってるだろ。リコを連れ戻もどしに行くんだよ」

　不安がるミソラたちを前に、カナタは飄ひよう々ひようと言い放つ。

「俺もいちおー特務小隊ロイヤルガードだからな。療りよう養よう中の身だけど、たまには戦闘をするのもわるくねーだろ。ユーリの様子だって気になるしな」

「じゃ、じゃああたしたちも……っ！」

「いや、お前らはダメだ」

　大事な仲間を助けたいというミソラの胸中。その想いを踏ふまえたうえで、カナタは告げる。

「お前らはまだ一人前にも満たない予科生だ。まだまだ未熟な教え子を、特務小隊ロイヤルガードを退けるほどの変キ異メ種ラがいる空域に、連れていけるわけねーだろ」

　正論だ。ミソラたちは言葉に詰つまる。

「リコは必ず俺が連れ戻す。だから、お前らはこのままここで待ってろよ」

　そう言って、カナタは談話室をあとにした。




　　　　＊＊＊




　午前六時頃ごろ。海霧に包まれたサムス級高こう速そく艇てい。休きゆう憩けい室。

　非常用のライトがぼんやりと照らし出す。狭せまい休憩室の固定ベッドのうえには、うっすらと眼を開けたフロンの姿があった。体中が鉛なまりのように重く、節ふし々ぶしから鋭するどい痛みがする。

　どうにかフロンが首を動かすと、こちらを心配そうに覗のぞきこむクロエの姿があった。クロエは防護服プロテクターを脱ぬぎ、黒のノースリーブ姿になっていた。

　フロンが尋ねる。

「状況は……？」

「撃げき墜ついされかけたのに乗じて、魔力を抑おさえつつ逃とう走そうしました。濃密な海霧のお陰かげで離れたところに着水させておいた高速艇までは逃げられたのですが、どうも完全には騙だましきれなかったようです。敵が蜂はち型小型種による索さく敵てきを始め、すでに包ほう囲い網もうも敷しかれているようです。海霧も段々薄うすくなってきて、捕捉されるのは時間の問題です……」

　フロンを救助に向かい、撃墜されかけた刹せつ那な。どうにかクロエは《キメラ・アルタイル》の砲ほう撃げきを収束ストラ魔イクブ砲ラスターで相そう殺さい。その爆ばく発はつと海霧を利用し、存在の隠いん蔽ぺいを図はかったのだ。ユーリとロイドは飛空艇の周囲に近づいてきた蜂型小型種を巧たくみに処理しているらしい。

　本来なら、高速艇でこのまま逃走したいところだが。高速艇のエンジン音では、確実に居場所が発バ覚レる。そうしたら、高速艇の足では逃げ切れない。蜂型小型種が呼ぶであろう変キ異メ種ラとの戦闘は必至だ。

　どこからともなく飛来した、散弾砲撃の餌え食じきになることは避さけたい。

「いまは何時頃なのかしら？」

「早朝六時ごろです」

「そう。……ずいぶんと長いこと、わたしは気絶していたのね」

　半日以上寝ねていた計算だ。

　フロンは体を起こそうとする。が、体中から激痛が走り、苦く悶もんに貌を歪ゆがめた。クロエにやんわりと押し戻される。

　これでは戦闘に復帰することは不可能だ。

「安静にしていてください。負傷しているんですから」

　クロエが天使のような穏おだやかな笑みを零こぼす。

　だが、そんな笑みとは対照的に、状況は絶望的だ。進化し続ける変キ異メ種ラ。さきほどの戦闘経験もフィードバックされ、知識として蓄たくわえたことだろう。

　対する《ミストガン》側の戦力はというと──

「……どうやら、わたしは足あし手で纏まといみたいね」

　情けない台詞せりふを、フロンは口にする。そのあと、クロエの右みぎ腕うでが包帯でがっちりと固定されていることに気づいた。

「……あなたも負傷したようね。覚えてないのだけど、わたしが原因かしら？」

「いえ、自分自身の未熟さが原因です。それに、戦闘に支障はありません」

　そう言って、クロエは何事もないように微笑ほほえんでみせる。

　しかし、噓うそね、とフロンはすぐに看破した。

　あのクロエがやすやすと負傷するわけがない。それに、わたしが気絶してから戦闘を継けい続ぞくしたとか考えにくい。

　おそらくはわたしを庇かばったことが原因で……

　がっちりと包帯で固定された右腕。相当腫はれているのだろう。両手撃うちのクロエの砲撃姿勢では、戦闘に支障をきたす。

　戦せん闘とう継けい続ぞくは困難。フロンはそのように判断した。

　それにしてもだ。こんなときまでわたしを不安にさせまいと……

「まったくあなたって子は……」

　フロンが何かを言いかけ、突とつ如じよとして爆発音。高速艇が激しく揺ゆれた。

　通信結けつ晶しようがすぐに状況を伝える。

『クロエ先せん輩ぱい、敵に捕ほ捉そくされました……っ！　さきほどの攻こう撃げきは、《キメラ・アルタイル》の砲撃が海上に命中した音です。観測射撃の役割を果たしているものと思われます……っ！』

『了りよう解かい……っ！』

　クロエはフロンと視線を合わす。クロエは〈ホウキ〉を取り出すと、そのうえにフロンを移した。







　状況は悪化の一いつ途とを辿たどる。

《キメラ・アルタイル》の二発目の砲撃が、正確に高速艇を捉とらえた。

　角錐コーン状に広がった無数の砲撃が炸さく裂れつ。窓ガラスが割れ、船せん殻かくが貫かん通つうされる。その直後、翼つばさに備わったターボロップエンジンが火を噴ふき爆発。高速艇が一気に炎ほのおに包まれた。

　だが、周辺には海かい霧むが濃こく、《キメラ・アルタイル》の姿は確認できない。おそらくは蜂型小型種が、こちらの場所を報しらせたのだろう。

『……間かん一いつ髪ぱつというところね』

　その様子を見守っていたフロンがつぶやいた。

　いま彼女は、〈ホウキ〉に装具で体を固定し、仰あお向むけになったままで器用に飛行している。

《ミストガン》側はクロエが負傷し、フロンが戦闘不能。すでに戦闘継続は不可能だ。いまとなっては撤てつ退たいこそ至難の業わざだが……

『悔くやしいけど、まだ海霧が残っているうちに、ここはどうにか撤退するしか……』

　そう口にしたとたん、重低音の翅は音おとが聞こえてきた。

『くっ、すでに向こうは準備万ばん端たんらしいわ』

　海霧を割って姿を現したのは、《キメラ・スピカ》と蜂型小型種の群れだ。さらに後方から風切り音が聞こえてくる。おそらくは残り二体の変キ異メ種ラだ。

『どうやら僕たちの警けい戒かいが、甘かったようですね』

『誰がやってもこの濃のう霧むの中じゃ限界があったよ。向こうのほうが一枚上うわ手て。でも、挽ばん回かいするよ』

　そう言って、クロエとロイドが周囲を見み渡わたす。

　いつの間にか蜂型小型種に包囲されていた。正面からは、敵の主力が迫せまっている。海霧は次第に薄くなり、逃走の手助けの役割を果たさなくなる。

　なるべくならフロンの回復を待って、超ちよう低空飛行で、海面ぎりぎりを飛行し、変キ異メ種ラに気づかれず撤退したかった。

　だが、実際はそう上う手まくいかない。

　残ざん酷こくで無む慈じ悲ひな現実を突つきつけられる。

『……このまま逃にげるのは難しそうね』

　フロンが静かにつぶやく。

『ねえクロエ。わたし抜ぬきで、特務小隊ロイヤルガードだけなら……』

『空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダー抜きでなら、もうとっくにこの包囲を脱だつ出しゆつしています』

　クロエはどこか神しん妙みような表情で告げる。

『ですが、仲間を見捨てるという決断はもうしないと決めたんです』

　その言葉からは、確固たる決意が滲にじみ出ていた。

　しかし、状じよう況きようは予断を許さない。

　戦イいニのシ主ア導チ権ブは、完全に敵に握にぎられている。そんな中、戦闘不能のフロンを逃のがそうとすれば、犠ぎ牲せいが必要だ。

　誰だれかが捨て石。もしくは盾たてになるしかない。

　ユーリとロイドが無言でクロエを見やる。

　クロエが小さく頷うなずいた。

『ここはわたしとロイドが引きうけます。空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーは護衛のユーリとともに、《ミストガン》へお逃げください』

『わたしにおめおめ逃げろと言うの……っ！』

『空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーは《ミストガン》に必要な方です。お願いします』

『それは侮ぶ蔑べつよ。クロエ──』

　フロンの話の途と中ちゆうで、クロエはロイドとともに迎げい撃げき行動に入る。身動きできないフロンは〈ホウキ〉の上で首を僅わずかにあげ、後方での戦せん闘とうを見守った。

　最悪だわ。フロンは己おのれの無能を呪のろう。

　空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーとして頂点に立つフロン。だが、自分が無力であるために、特務小隊ロイヤルガードを無む駄だ死じにさせるかもしれないのだ。

『クロエ先輩からの指示です。お赦ゆるしください』

　ユーリがフロンの傍そばへ寄り、魔ま槍そうを構えながら撤退を継続する。一方で、クロエとロイドは敵主力と高機動戦闘を繰くり広ひろげ、足止めにかかる。

　その間に、フロンとユーリは敵の包囲のもっとも薄いところを突き崩くずしていた。

　どうにか突とつ破ぱに成功。どこからともなく飛来する《キメラ・アルタイル》の散さん弾だん砲撃を回かい避ひして、ジグザグ軌き道どうを描えがきながら、《ミストガン》の方向へと逃げる。背中から追ってくる蜂型小型種を魔槍で切り裂さき、ユーリはフロンの護衛としての役割を全まつとうしようとする。

《ミストガン》のある東の空へ、逃げる。

　濃密な海霧を抜け、一気に視界が開けた。

　すると、敵の狡こう猾かつさが明らかになる。逃げるフロンとユーリの左右から、それぞれ蜂型小型種の群れが迫っていた。

　どうやら先回りされたらしい。

　険しい表情でユーリが唇くちびるを嚙かんだ。二方向から同時攻撃をされたら、空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーを護りきれない。

『だいじょうぶよ。ぜんぜん身動きできないってわけじゃないわ』

『空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダー……っ!?』

『安心しなさい、これでも《ミストガン》の空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーなのよ』

　痛みをひたすら隠かくして、フロンはどうにか背中を起こす。〈ホウキ〉に座ったままで、サーベルを展開した。

　握る手に上手くチカラが入らず、危あやうくサーベルを落としそうになる。

　それでも、フロンは懸けん命めいに構えた。

　蜂はち型小型種が左右から襲おそい来る。

　護衛のユーリは、敵の先せん鋒ぽうめがけて裂翔槍エアレイド・スピアを放った。自分の存在を誇こ示じし、敵の注意を引こうとしているのだ。

　だが、敵は無情にも身動きできぬフロンへ迫り来る。

　眼前に迫った蜂型小型種。フロンは精せい一いつ杯ぱいサーベルを振ふり抜き、一刀両断した。続く敵を袈け裟さ切りにし、さらに次の敵を切り崩す。

『く……っ！』

　しかし、それで限界だった。サーベルを握る手にもうチカラが入らない。感覚がなく、サーベルを握っているかどうかすら不明だ。

　そんなとき。フロンの直上から迫り来る十数体の蜂型小型種の群れ。その中から、一体が急降下。強きよう靭じんな顎あごで、一気にフロンを嚙み砕くだこうとする。

『空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダー、上です……っ！』

　ユーリの叫さけび声ごえ。

　けれど、迎撃は無理だった。

　サーベルを構えようとするが、腕うでに上手くチカラが入らない。

『ねえユーリ、わたしが撃げき墜ついされることになってもそれはわたしの責任よ。だからあなたが責任を感じる必要はないわ』

　……まるで遺ゆい言ごんみたいね。

　空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーという立場に最後まで殉じゆんじようとし、フロンは思い留まった。ひとつだけ姉として言い残しておかねばならないことがある。

　このままでは、あの子がずっとわたしの幻げん影えいに縛しばられることになってしまう。

『それとリコのことなんだけど……』

　最後まで都合よく言いきる時間はない。蜂型小型種が眼前へと迫り、強靭な顎で嚙みつこうとする。

　身動きできぬフロンが死を覚かく悟ごしたときだった。

　どこからともなく飛来した一発の魔ま力りよく弾だんが、眼前の蜂型小型種を直撃した。

『え……っ!?』

　一体、そしてまた一体。次々と放たれる正確無比な射撃が、急降下してフロンを狙ねらおうとする蜂型小型種の群れを襲う。

　射撃が来た方向を、フロンは見やる。

　東の方向。距きよ離りはおよそ八〇〇。ちょうど逆光の位置取りのため、姿を把は握あくしづらい。フロンはしっかりと眼を凝こらす。

　するとそこには──

『な、なんであなたがここにいるの……っ!?』

　そこには立射姿勢を取るビーナス像のような少女。スナイパーライフル型の魔ま銃じゆうを構えるリコ・フラメルの姿があった。







　救きゆう援えんの証あかしとして放たれたのは、容よう赦しやのない魔力弾だった。

　照準、発はつ砲ぽう。

　鋭するどく正確な狙そ撃げきが、遥はるか先を飛行する蜂型小型種を射抜く。一体、二体──。リコがテンポよく引き金を絞しぼる。三体、四体──。

　腕うでから伝わってくる反動。リコの人差し指は引き金を絞り続ける。〈ホウキ〉を足場にしながら、リコは器用に狙撃していた。

『リ、リコ……っ!?　な、なぜあなたがここに……っ!?』

　通信結けつ晶しようがフロンの声を伝える。

　最悪の事態になる前に、どうにか到とう着ちやくできた。

　周辺を飛び交かう敵を油断なく警戒しつつ、飛行魔術を発動し、フロンのもとへ向かう。この空域までは〈ホウキ〉による単独飛行で接近してきた。

『クロエたちは手て一いつ杯ぱいで、救援は難しいわ……っ！　わたしを置いて、早く逃げなさい……っ！』

『うるさい……っ！』

　そう言って、リコはフロンの傍かたわらで護衛につく。

『黙だまりなさい……っ！　一いつ介かいの候補生に過ぎないあなたが、いったいどういうつもりでわたしの指示を……』

『頼たのむから言うことを聞いてくれ……っ！』

『リコ……っ!?』

『あなたをここで失ったら、わたしは一生あなたから認められなくなる。それは嫌いやなんだ』

　一体どういう心境の変化か、とフロンは言葉を失った。

『いいから、わたしを置いて早く逃げなさい……っ！』

　リコは逃げない。

　正確な狙撃で、蜂型小型種を素早く三体撃墜。だが、倒たおしても倒しても無む尽じん蔵ぞうに蜂型小型種はこちらへと押し寄せる。

　それでもリコは諦あきらめない。

『頼むから、生き残ることを諦めないでくれ姉さん……っ！　姉さんの存在は、わたしにとっての目標なんだ……っ！』

『姉さんって……』

　この子にそう呼ばれたの何年ぶりだろう。

　思わずつぶやくフロンの傍らで、リコは必死に引き金を絞り続けた。

　蜂型小型種の相手で手一杯のユーリから通信が入る。

『リコさん……っ!?　ミソラさんたちはどうしたんですか……っ!?』

『ミソラたちは関係ない。ここに来たのは、わたし一人だけだ』

　そのとき、リコの上空から気配。急降下する蜂型小型種の姿。数は三体。

　リコは真上に向けて魔銃を構える。三射する。二体撃破。だが、銃撃が外れた一体が瞬またたく間まに間合いを詰つめる。

　相手の動きが速い。迎撃が間に合うか。

　そんなとき。怪け訝げん声で、ユーリから再び通信が入る。

『一人だけって……カナタ先せん輩ぱいがいるじゃないですかっ!?』

　その直後、蜂型小型種の姿が一いつ閃せん。

　漆しつ黒こくの魔ま砲ほう剣けんを携たずさえ、〈ホウキ〉に乗った少年が姿を現した。

　思わずリコが叫ぶ。

『な、なぜキミがここにいるんだ……っ!?』

『さーな。でも、教官としちゃ暴走した教え子をほっとくわけにはいかねーんだよ』

　呆あつ気けに取られたフロンが告げる。

『……ば、馬ば鹿かげてるわ。なんであなたたちがここにくるのよ……っ!?』

『そうだな。もとをただせば、リコがあんたを助けたかったからかな』

『あの子が……っ!?』

　フロンは、一いつ生しよう懸けん命めいに迎撃中のリコを見やる。

　どうやら空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーは無事みたいだな……。どうにか上半身を起こして〈ホウキ〉に腰こし掛かけるフロンを、カナタはそう判断した。

　魔槍で迎撃中のユーリに尋たずねる。

『ユーリ。クロエとロイドはどうした？』

『はい。クロエ先輩とロイド先輩は……』

　しかしユーリが質問に答えるより先に、クロエから通信が入る。

『ここにいるよ……っ！』

　突とつ如じよとして海かい霧むの中を飛び出してくる者がいた。

　クロエとロイドだ。

　海霧を飛び出し、視界が良好になったクロエ。周囲を飛び交う仲間たちの姿を確認し、警告を発する。

『こちらへもうすぐ《キメラ・スピカ》が来ます……っ！　いますぐ退たい避ひしてください……っ！』

　言ったそばから、巨きよ大だいな質量が海霧を割って姿を現す。

《キメラ・スピカ》だ。

　人間でいうお腹なかに当たる部分。青いカマキリの形状の下腹部に当たる部分が、蒸気の噴ふん射しや口のようなものに変化している。

　従来の中型魔ま甲こう蟲ちゆうにはない軽快な速度で急接近してきた。

『させるかよ……っ！』

　魔砲剣を構えて迎げい撃げきに向かうカナタ。

　高周波ブレードの鎌かまによる一撃を右旋せん回かいで躱かわす。だが、次の瞬しゆん間かん。海霧を割り、《キメラ・アルタイル》が姿を現した。

　その直後、発砲。散さん弾だん砲ほう撃げきがカナタに向かって放たれる。

　しかし、それも想定の範はん囲い内。カナタは〈ホウキ〉の穂ほ先さきをさげ、自らの体も捻ひねりつつ地上方向への宙返り──スプリットＳで鮮あざやかに回かい避ひ。カナタが盾たて代わりにした《キメラ・スピカ》が悲鳴をあげる。

『カナタ、離はなれて……っ！』

　紅い砲撃が《キメラ・スピカ》の頭部を直撃した。

　援えん護ご砲ほう撃げきに乗じて、カナタが間合いを取り、魔ま砲ほう杖じようを構えたクロエのほうへ。そしてついに《キメラ・リゲル》までもが姿を現し、変キ異メ種ラは三体揃そろった。

《キメラ・スピカ》の紅い複眼が不気味な輝かがやきを放った。高周波ブレードの鎌で、カナタたちへ迫せまり来る。二人は揃って回避行動に移った。

「いくら敵が強くなっているとはいえ、お前が対処できない相手とは思えねーな。殲せん滅めつできなかった理由は？」

「……《キメラ・リゲル》が墜おちなかったの」

　クロエが説明する。

「黒こく晶しようを破は壊かいしたんだけど、部分的にしか粒りゆう子し状分解しなかった。そのあと、《キメラ・リゲル》が鼻に当たる部分にある紅い結晶──音響衝撃波ソニツクウエーブで攻こう撃げきしてきて」

「ふーん。敵の進化が予想以上ってことか」

　つぶやき、カナタは考え込む。どうやら敵も一ひと筋すじ縄なわではいかないらしい。

　傍らを飛行するクロエの右の袖そで口ぐちから包帯が覗のぞいている。

　負傷しているのは、フロンだけではないようだ。

　本当ならこのまま撤てつ退たいしたいところ。しかし、現状では至難の業わざだ。戦イいニのシ主ア導チ権ブが、いまだ敵に握にぎられている。

　特務小隊ロイヤルガードは壁かべ役として戦闘を継けい続ぞくするらしい。が、正体不明の《キメラ・リゲル》のチカラを前に苦戦は必至だろう。粒子状分解が部分的である点について、カナタの脳のう裏りにはある仮説が浮うかんでいる。

　さて、どうしたものか……？

　予科生であるリコを、強力な変キ異メ種ラとぶつけるのは危険すぎる。しかし、この仮説が正しかった場合は、どうしてもリコのチカラが必要になる。

　……本当はリコを即そく撤てつ退たいさせてーんだけどな。

　だが、ここでクロエたちを見捨てるわけにはいかない……っ！

　カナタは通信結晶で全員に連れん絡らくする。

『わりー。クロエたちはもちろんだけど、リコにも、少しばかり体を張ってもらうぜ。ここで変キ異メ種ラと決戦する……っ！』

　呆気に取られるフロン。

　カナタが手短に作戦を説明する。

『──つーことで、リコ。お前の千里眼が頼たよりだ。頼めるか』

『ふっ、いいだろう』

『ダメよ、危険すぎる……っ！　このまま撤退しなさい……っ！』

『クロエ』

　幼おさな馴な染じみの名を呼んだカナタ。暗に自分を信じろと告げている。

　クロエがこくりと頷うなずいた。

『カナタとリコちゃんを加えて戦闘を継続します。カナタは特務小隊ロイヤルガードと一いつ緒しよに変キ異メ種ラと戦闘、リコちゃんは空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーの護衛を』

『クロエ・セヴェニー……っ！』

　フロンが怒ど気きを込こめてクロエの名前を叫さけんだ。

『申し訳ありません、空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダー。ですが、ここで変キ異メ種ラを討とう伐ばつしなければ手がつけられなくなります』

　そう断り、クロエは小隊長として命令する。

『これより特務小隊ロイヤルガードは変キ異メ種ラとの戦闘を再開。標的を殲滅します……っ！』







　蒼そう穹きゆうを三体の変キ異メ種ラが舞まい踊おどり、無数の蜂はち型小型種が囃はやしたてる。そこに広がるのは、一瞬のミスが身を滅ほろぼす壮そう絶ぜつな世界。

　しかし、そんな悪条件において、特務小隊ロイヤルガードは必死に戦っていた。二体の強力な変キ異メ種ラを撃げき墜ついすべく、彼女らは刃やいばと砲ほう火かを交える。

『《キメラ・アルタイル》の注意はわたしが引きつけるよ。絶対に砲撃を空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーのほうへは撃うたせない……っ！　ユーリとロイドは二人がかりで《キメラ・スピカ》を……っ！　《キメラ・リゲル》は最後に倒すから、基本無視して……っ！　移動速度が遅おそいから、近づかなければ脅きよう威い度は低いはずだよ』

　砲撃を放ちながら、クロエが指示する。

『了りよう解かいです……っ！』

　魔力超振動機構シユナイダーを発動。ユーリは容よう赦しやなく《キメラ・スピカ》を撃墜しにかかっていた。纏まとわりつく蜂型小型種はロイドが薙なぎ払はらう。

『ロイド先輩、一気に敵に突つっ込みます……っ！』

　手に持つ〈トリシューラ〉にユーリがチカラを込める。

　三叉撃トライデントに近い形状をした魔ま槍そうの穂先。その左右に備わった魔ま力りよく噴ふん射しや機構が発動。備わったスラスターが推力を生み出す。〈トリシューラ〉ごと加速したユーリは、一発の弾だん丸がんとなって《キメラ・スピカ》へと襲おそいかかった。

　ギィィィィィン。魔力超振動機構シユナイダーを作動させ、ジェット噴射で移動する《キメラ・スピカ》と一気に交こう錯さくした。

　ユーリと変キ異メ種ラの一いつ騎き打うち。そして勝負は一瞬で決まった。

　ユーリが相手の高周波ブレードの鎌を躱し、一気に《キメラ・スピカ》の背面上部にある黒晶を貫つらぬいた。

　変キ異メ種ラを一体撃墜。これで制限時間、残り六十秒。

　そんなとき。フロンを護衛しながら、カナタが尋ねる。

『リコ、見えるか？』

『ああ、見える』

　カナタの視線の先には、紅あか縁ふち眼鏡めがねを纏まとい、千里眼を発動したリコの姿があった。虹にじ色いろ光こう彩さいを放つその瞳ひとみは、多くの蜂型小型種を従えた《キメラ・リゲル》の姿を捉とらえている。

　接近する蜂型小型種へカナタは斬撃を浴びせると、

『黒晶は全部でいくつぐらいある？』

『ここから見える限りで最低百か所以上。死角を含ふくめれば二百か所はくだらないだろう』

『思ったより大分多いな。多弾頭射撃マルチシヨツトで対処できるか？』

『通常では不可能だ。だが、〝神憑きツヌグイ〟を使えばできないこともない』

　腹を括くくったようにリコが言う。

『どの道、わたしがやるしかないのだろう』

　そんなとき。ユーリから通信が入る。

『《キメラ・アルタイル》を撃破……っ！』

　制限時間、残り四十六秒。残る敵は《キメラ・リゲル》のみだ。

『リコ、任せるぞ』

『まずは観測射撃をする。全員手を出すな』

　周りに警告を発し、リコは魔ま銃じゆうを構え《キメラ・リゲル》を狙そ撃げきする。

　激しく飛び交かう蜂型小型種の間を縫ぬう青白い魔ま力りよく弾だん。そしてそれは《キメラ・リゲル》の左側部へと突き刺ささった。

『どこを狙ねらって……』

　ユーリがつぶやいた。

《キメラ・リゲル》の黒晶は頭頂部にあるはずだ。

　狙撃ミスか……？　ユーリが疑問を抱いだく。しかし──

『うそ……っ!?　ほ、本当に粒子状分解した……っ!?』

　青白い魔力弾が直撃した先は、たしかに粒子となって消失していくのだ。

『言っただろ、黒晶がひとつとは限らないって』

　じつは、クロエたちには作戦とともに、あることを伝えてあったのだ。それは《キメラ・リゲル》の粒子状分解が、部分的である理由についての仮説だ。カナタいわく──




『おそらくは進化の過程で、《キメラ・リゲル》は黒晶を分ぶん裂れつさせたんだ。弱点を分散させることで、危険リスクを軽減する。戦術の基本だろ。体皮の色が白から黒に変わったのは、魔力耐たい性せいを高めたせいだけじゃない。分散させた黒晶の存在を隠かくすためだ』




　つまりだ。《キメラ・リゲル》の頭頂部だけが部分的に粒子状分解したのは、黒晶を複数箇か所しよに分散させたためらしい。黒光りする鱗うろこのような体皮に紛まぎれ、黒晶が散在しているのだ。

　すでにカナタの仮説は証明された。ならばなすべきことは──

『さてと次が本番だ。俺たちが責任を持ってお前を護衛する。頼たのんだぜリコ』

『ああ、わかった』

　そう言って、リコは紅縁眼鏡を外した。

　いったいなにを……？　護衛される身となったフロンが首をかしげる。

　千里眼を扱あつかうなら、眼鏡が必要なはずだ。

　いや、例外がひとつだけある。

『ま、まさか……っ！』

　このときになってフロンがその可能性に気づく。

〝神憑きツヌグイ〟。それは時間の前後や、空間の向こう側すら掌しよう握あくできる千里眼の真骨頂。それと、戦技を上手く連動させる。そうすれば、二百か所以上ある敵の黒晶を全て狙撃できる。

　しかし、発動に必要な精神統一をリコはできるだろうか？　うじゃうじゃと蜂型小型種が飛び交うこの戦場で。同じ小隊の仲間すら完全に信しん頼らいできないリコが。

『特務小隊ロイヤルガードが護衛についてる。わたしも傍そばにいるわ。だから、安心しなさい』

　必死に告げるフロン。

　険しそうにリコは眉み間けんに皺しわを寄せる。

　落ち着け、落ち着け。リコは必死に自分に訴うつたえかける。

　視神経へと魔力を漲みなぎらせ、一気に凝ぎよう縮しゆくさせるイメージ。

　そうすることで──あのチカラは顕けん現げんする。

　いくら無防備になろうと特務小隊ロイヤルガードが必ず護ってくれるはずだ。

　だが、一向にリコにはその兆きざしが現れない。チカラが顕現する兆しが……

　うんともすんともいわない。時間は瞬またたく間まに過ぎて行く。

『リコ、瞬しゆん間かん再生まで二十秒を切ったぞ』

　カナタの声が告げた。

　そのとき、リコは己おのれの限界を悟さとった。

『作戦変へん更こうだ。〝神憑きツヌグイ〟抜ぬきで狙撃を行う』

　両りよう眼めを開ける。紅縁眼鏡を身につけ、リコは千里眼を発動。

　およその黒晶の位置を摑つかんだあと、勘かんだけを頼りに狙いを絞しぼることにする。

　巨きよ体たいのために、死角になっている黒晶の位置は把は握あくできない。でも、もしかしたら全てが命中するなんてことが起こりうるかもしれない。

　自分の見たい現実だけが、リコを突き動かした。

　銃じゆう口こうの先に。巨大で、球形の青白い魔力弾が生まれる。

「く……っ！」

　銃口が僅わずかにぶれそうになる。

　不安を拭ぬぐい去るように、リコが引き金を絞った。




　魔銃戦技──多弾ステイ頭ンガー弾レイン・殲滅雨フルバースト




　放たれし巨大な魔力弾は、四つに分裂。そこからさらに四つへの分裂を繰くり返す。一発ずつが弾はじけ、一六。さらに弾け、六四。もう一度弾け、二五六発の魔力弾となり──それぞれが独自の軌き道どうを描えがき、襲いかかった。

《キメラ・リゲル》の正面から、青白い光の雨が突き刺さる。だが、心に乱れがあるせいだろう。全ての魔力弾が思った通りの軌道を描いたわけではない。半分は見けん当とう違ちがいの方向へとそれる。二五六発分の照準をつけるのに、僅かな心の乱れも赦ゆるされないのだ。

　それでも残りは黒こく晶しように炸さく裂れつ、粒りゆう子し状分解が始まる。だが──

「すまない。わたしにはできそうにない……」

　結果を確認し、リコは下した唇くちびるを嚙かみ締しめた。







『《キメラ・リゲル》は健在だ。気を抜くなよ……』

　結果を確認し、カナタが警けい鐘しようを鳴らす。

　リコの戦技が襲いかかった側──《キメラ・リゲル》の正面はほぼ粒子状分解が始まっている。しかし尾び部ぶ側に向かうにつれ、撃ち漏もらした黒晶の数が増える。尾部に至ってはほぼ粒子状分解していない状態だ。

　リコの戦技。放たれた魔力弾のおよそ半分は、《キメラ・リゲル》へ命中した。だが、そのうち黒晶に命中したのは、さらに半分の六四発。黒晶の破は壊かい数でいえば、三割程度か。

　いまだ七割の黒晶は健在だった。

『ここで一気に間合いを詰つめれば、《キメラ・リゲル》を仕留められるかもしれません……っ！　あれを見てください……っ！』

　半はん壊かいしつつも、いまだ健在の《キメラ・リゲル》の鼻に当たる部分をユーリが指さす。

『さきほどの戦技で紅い結けつ晶しようも破壊されています……っ！』

　厄やつ介かいな音響衝撃波ソニツクウエーブはもう出せない。

『これなら、全員で接近戦をしかければ……』

『待て……っ！　早まるなユーリ……っ！』

　おかしい……っ!?　と、カナタは思う。

　この三体の変キ異メ種ラの中で、《キメラ・リゲル》はもっとも強力に進化している個体だ。生命力の源である黒晶ですら、分散してみせたのだ。そんな狡こう猾かつな個体が、必殺の攻こう撃げき手段を一か所に集中させる危険を犯おかすだろうか。

　案の定だ。《キメラ・リゲル》の尾部の部分を中心に、黒光りする鱗のような体皮の一部が、ところどころ剝はがれる。そこから幾いくつもの紅い結晶が姿を現した。

『ま、まさか、あれは……っ!?』

　ユーリが叫さけんだ直後。クロエたちに向かって、紅い結晶が十数個発射される。

『く……っ!?』

　決死の表情を浮うかべるユーリ。間合いを取って、殺傷圏けん外がいへ離り脱だつするのは不可能だと判断したのだろう。彼女は一人だけ前に出ると同時に、魔ま術じゆつ障しよう壁へきを展開した。

　だが、魔術障壁で防げる類たぐいの攻撃ではない。

　カナタが険しい双そう眸ぼうで紅い結晶を睨にらみつける。対処法は一度きりだが、ある──

『そう簡単にやらせるかよ……っ！』

　ここでチカラを使えば、クロエたちにその存在を気づかれる。

　だが、いま戦わなければ仲間を護れない。

　危き機き迫せまる貌をするカナタは、そして──







　呼吸を整えて全てを空くうにする。

　万ばん物ぶつの流れを無意識に感じ、潜せん在ざい的な意識の中でふたつのチカラを意識する。

　ひとつは魔力。もうひとつは呪じゆ力りよく。人間のチカラ。人外のチカラ。

　そのチカラのイメージをひとつに纏まとめ上げていく。

　纏め、練り上げ、捏こね繰り回し、収しゆう斂れんさせる。

　カナタの体内の奥底で、黒いうねりの様なものが生じる。そしてそれら全てが混ぜ合わさり、次し第だいに一体化したチカラのようなものが生じる。

　生み出されたのは、万物の理ことわりを崩くずすチカラ。

《崩ほう力りよく》

　本来合わさることのない、相反する二つのチカラの合成物であり、万融錬金士アルケミストたちが、未いまだその存在を証明しきれてない、世界の理を破壊する叛はん逆ぎやくのチカラ。







　魔術障壁を展開したユーリのさらに前に立つカナタ。そして紅い結晶が弾けると同時に、魔ま砲ほう剣けんを振ふり抜いた。




　魔砲剣戦技──絶ぜつ空くう剣けん




　カナタの放った一撃は台風の如ごとき剣圧を生み出した。轟ごう風ふうが一気に駆かけ抜け、強きよう烈れつな気流となる。

　同時に──なにかが激しく鬩せめぎ合い、音響衝撃波ソニツクウエーブが消失した。

　ユーリが驚きよう愕がくする。

『ま、まさか……っ!?　真空刃はで音を遮しや断だんするなんて……っ！』

　音というのは、空気の振しん動どうだ。すなわち真空状態で断絶してしまえば振動は伝わらない。

　ならば、振動を伝える空気ごと、剣圧で弾はじき返してしまえばいい。

　カナタが放った全力の一ひと振ふりは、大気ごと吹ふき飛ばしたのだ。

『一いつ旦たん距きよ離りを取るぞ。音響衝撃波ソニツクウエーブの殺傷圏外に出る……っ！』

　間合いを取りつつ、カナタは《キメラ・リゲル》を睨みつける。さすがに音響衝撃波ソニツクウエーブを跳はね返すのは無理があったか。両りよう腕うでの筋肉がずたずたに引き裂さかれてしまっている。

　これではもう絶ぜつ空くう剣けんは使えない。

　放たれる気配。人間が持つべきではないチカラを放つカナタ。その禍まが々まがしさにクロエは一瞬、己の眼を疑った。

『カナタ、そのチカラは一体……』

『わりーが、説明はあとだ』

　カナタの表情に影かげが差す。

『……ちょうど六十秒経たったぜ』

　言い終わるや否いなや、カナタたちを包囲するようにして黒晶が構築される。《キメラ・スピカ》と《キメラ・アルタイル》が瞬間再生した。

　これでいままでの苦労が一気に水みずの泡あわ。窮きゆう地ちに陥おちいった。

　なにせ相手の変キ異メ種ラはいまだ健在。状態は万全だ。

　対して《ミストガン》側は、魔力・体力ともに消費した状態の特務小隊ロイヤルガードがメイン。しかも、当てにしていたリコの戦技が完全ではない。どう足あ搔がいたところで、《キメラ・リゲル》を討とう伐ばつする手段がなかった。

　三体の変キ異メ種ラと蜂はち型小型種がじわじわと間合いを詰めてくる。

『どうやら包囲されたようですね……』
















　ロイドが冷静に状じよう況きようを把握した。

　ユーリが提案する。

『このままでは全ぜん滅めつするだけです……っ！　ここはわたしが残りますから、みなさんは撤てつ退たいしてください……っ！』

　決死の覚かく悟ごというやつだろう。このような修しゆ羅ら場ばにおいて、ユーリは臆おくする人物ではない。

　しかし、それはまだ早い。クロエが穏おだやかに告げる。

『落ち着いてユーリ、まだどうにかなるはずだよ』

『で、ですが……っ！　こんなとき《キメラ・スピカ》に散さん弾だん砲ほう撃げきを放はなたれでもしたら、一いち網もう打だ尽じんにされてしまいます……っ！』

　そう言い、ユーリが不安げにカナタを見やる。

　先さき程ほどからカナタは一言も言葉を発さず、黙もつ考こうしていた。

　どうする……？　リコの狙そ撃げきが完かん璧ぺきじゃなかった以上、ここは撤退するべきか……？

　だが、この状況で全員が無事というのは厳しい。それに、撤退してどうなる？　放ほうっておけば、この変キ異メ種ラはますます強くなる。そうしたら、今度こそ手がつけられなくなる。となると、もう一度リコの戦技で勝負するべきだ。そのために、まずは包囲を突とつ破ぱして……

　そんなとき。カナタの瞳ひとみが、遠方の空にきらりと輝かがやくなにかを捉とらえた。

　自然とカナタの口元が吊つりあがる。

『全員、状況の変化に合わせろよ。一気にこの包囲を離脱するぞ……っ！』

『そんなことどうやって……』

　ユーリが言いかけた瞬しゆん間かん、白銀色の強烈な光こう渦かが眼前を迸ほとばしった。

　その強烈な光渦は、発射体勢にあった《キメラ・アルタイル》を直撃。体勢を崩した《キメラ・アルタイル》の散弾砲撃が空を切る。

『いまだ……っ！』

　カナタの一声に応じ、全員が一いつ斉せいに包囲を突破する。

『へっ、腕をあげたみたいだな』

　カナタが見やる視線の先には、深しん紅く色の艶つややかな長い髪かみをした少女の姿があった。傍かたわらに金きん髪ぱつと銀ぎん髪ぱつの魔ま双そう剣けん士しを従え、発はつ砲ぽう煙えんをあげる魔ま砲ほう杖じようを携たずさえている。

『そんで、お前らはいったいなにしに来たんだよ？』

『決まってんでしょ……っ！』

　尋たずねられ、深紅色の艶やかな長い髪をした少女──ミソラ・ホイットテールははっきりと宣言した。

『リコを助けに来たのよ……っ！』




　　　　＊＊＊




　数時間前。カナタが居なくなったあとの、アルテミア寮りよう談話室。

　静まり返った談話室では、時計の秒針が時を刻む音がやけにうるさく聞こえる。




　──リコは必ず俺が連れ戻もどす。だから、お前らはこのままここで待ってろよ




　そう言い残して、カナタはリコを連れ戻しに向かった。

　情報によると、行く先は特務小隊ロイヤルガードを退ける変キ異メ種ラがいる空域。

　教官として、未熟な教え子をそこに連れていきたくない気持ちはよくわかる。

　しかし、ミソラは自分に問いかける。

　あたしはなんだ？　──リコの小隊長であり、仲間であり、友ではないのか。

　仲間を助けるのは教官の役割か？　──いや、同じ小隊の仲間の役割であるはずだ。

　そしてミソラはソファーから重い腰こしをあげた。

「ミ、ミソラさん……っ!?　ど、どうするつもりですか……っ!?」

　向かいに座るレクティに、問いかけられる。ブレアも注意深そうにこちらの様子を窺うかがっていた。

「あ、あのさ……レクティ、ブレア」

　おずおずとミソラが切り出す。

「仲間ってさ、困ったときにはお互たがいを助け合うものよね。だから、あたしはさ……リコを助けに行こうと思う……っ！」

「うぬ、そうであるな」

　満足そうにブレアが立ち上がる。

「私も同じだ。アイゼナッハ流に戦友を見捨てる教えはない。……さてレクティ、そなたはどうする？」

「わ、わたしだってリコさんを助けに行くに決まってるじゃないですか……っ！」

　そう言って勢いよくレクティは立ち上がった。しかしすぐ、彼女は不安そうに両手の指先をつんつんとくっつける。

「そ、そのぅ……これってカナタさんの指示に反してますけど、リコさんを連れ戻しに行くためなら、きっと赦ゆるしてもらえますよね」

「当たり前よ。世の中にはね、例外のない規則はないのよ。だから破ってもいい指示もあるの」

　ほっと安あん堵どするレクティ。ミソラが話を進める。

「あとは、リコとあいつがどこに向かったのかっていうことね？」

「そ、そのぅ……わ、わたし場所を覚えているんですけど……っ!?」

　机上のメモ帳を、レクティは手に取る。

「あ、あのぅ……Ｓ12度13分36・５秒、Ｗ１３５度７分23秒。……じ、じつは大事な数字だと思って、メモを取っておいたんです」

「「おお……っ！」」

　ミソラとブレアが驚きよう嘆たんする。

　このメンバーの中で、唯ゆい一いつメモ帳を持参したレクティのお手て柄がらだ。

「そ、そのぅ……あとは移動手段ですね」

「あいつならともかく、あたしは自分の〈ホウキ〉を持ってないのよね」

「ふむ。では、飛空艇ていで決まりだな」

「で、でも飛空艇は許可がないと……」

「案あんずるなミソラ。そなたが言ったであろう。例外のない規則はないと。ならば赦されるはずだ」

　ブレアの発言が意味することを悟さとり、ミソラは静かに頷うなずく。

「うん……っ！　じゃあみんなでリコを連れ戻しに行くわよ……っ！」




　　　　＊＊＊




　特務小隊ロイヤルガード・Ｅ６０１小隊戦せん闘とう空域──

『へっ、俺は待機を命じたはずなんだけどな』

　なぜか辺へん鄙ぴな戦場に勢せい揃ぞろいしてしまった教え子たちを、カナタは見み渡わたした。

　変キ異メ種ラとの戦闘は、特務小隊ロイヤルガードが引き受けてくれている。その戦闘支し援えんとして、カナタたちは蜂型小型種を掃そう討とうしていた。

『同じ小隊の仲間を護まもるのは、教官の役割じゃない。同じ小隊の仲間あたしたちの役割よ……っ！』

　必死な表情で砲ほう撃げきを放ちながら告げるミソラ。

『そ、そのぅ……カ、カナタさん……っ!?　仲間を助けるためなら、ちょ、ちょっとぐらい規則違い反はんしてもいいと思います……っ！』

　控ひかえめな態度とは裏腹に、鋭するどい剣けん戟げきを放ち、敵を分断するレクティ。

『主あるじよ、主しゆ命めいに反し、申し訳ございません……っ！　ですが、アイゼナッハ流の教えに、戦と友もを見捨てろとは一言も書かれていないのです……っ！』

　己おのれの信念に殉じゆんじ、戦友を護るために刃やいばを振ふるうブレア。

　そんなＥ６０１小隊の隊員たちの働きを見やる者が二人いた。

　一人は〈ホウキ〉の上から身動きがとれぬフロンだ。

『次から次へと……。いったいＥ６０１小隊はどういう教育が施ほどこされてるのよ……っ！』

　そしてもう一人。傍らで魔ま銃じゆうを構えるリコが、誇ほこらしげに言い放つ。

『仲間を見捨てない。ごくごく当たり前の教育だ』

『行ってこいよ、フロンの護衛は俺に任せろ』

　カナタが背中を押し、リコはミソラのもとへ飛行して行った。

『ミソラ』

　名を呼んだあと、リコは魔銃を構え、一いつ緒しよに敵を迎げい撃げきする。

『小隊室での一件。わたしはあのときこう尋ねようとしていた。「本当は、わたしもキミたちと一いつ緒しよの空を飛びたい。だが、わたしは姉のように、完璧な存在ではない。人に対しても臆おく病びようで怖こわがりで……なのに、このままこの小隊にいていいのだろうか？」と。その答えをいま聞かせてもらってもいいだろうか？』

『なに言ってんのよ……』

　ミソラが呆あきれたかのように言った。

『そんなこともうとっくにわかってるわ。それを込みで、あたしはあんたを必要だと思ったのよ』

　ふっとリコの口元が吊つりあがる。

　わたしには変異種との戦場こんな場所にまで、命を懸かけてくれる仲間がいる。　いったいこの仲間たちに背中を預けられなくて、誰だれに背中を預けるんだ……？

　ミソラたち以上に最高の仲間を、リコは知らない。

　なぜだか知らないが、いまならなんでもできる気がする。

　全身からチカラが溢あふれだしてくるのだ。飛行魔術抜ぬきで、空すら飛べる気になる。

『なあミソラ、手を貸してほしい』

『当然でしょ。で、あたしたちはなにをすればいいの？』

『わたしの護衛を頼たのむ』

　そうお願いして、リコはカナタへ通信を飛ばす。

『キミ、頼みがある。……わたしにもう一度《キメラ・リゲル》を討うつ機会をくれ。じつに非論理的なのだが、いまなら〝神憑きツヌグイ〟ができる気がする』

　そんな通信を聞いたカナタは、思わず口の端はを吊り上げる。

　へっ、そりゃぜんぜん非論理的じゃねーよ。

　仲間の期待に応こたえたいっていうお前の想いが、可能性を開花させようとしているんだ。

　教官としての直感が告げる。

　いまのリコなら、絶対にいける……っ！

　カナタは通信を飛ばす。

『クロエ、もう一回頼めるか。次で最後だ』

『任せて。行くよユーリ、ロイド。ここが正念場……っ！』

『『了りよう解かいです……っ！』』

　特務小隊ロイヤルガードが最後のチカラを振り絞しぼり、決死の覚かく悟ごで戦闘する。複雑で有機的な軌き道どうを描えがき、追い縋すがる蜂はち型小型種を振り払はらい、変キ異メ種ラを穿うがつ。

『《キメラ・スピカ》を撃げき墜ついしました……っ！』

『同じく《キメラ・アルタイル》撃墜……っ！』

　ユーリとロイドが報告する。最大限に魔力を込めた、最高の戦技を放っていた。

　残る敵はただ一つ。不ふ沈ちん船のように堂々と構える《キメラ・リゲル》だ。

　戦いの流れが、変化したのを感じ取ったのだろう。周辺を飛び交かう蜂型小型種を一いつ旦たん下げ、隊列を整え、密集隊形を組ませている。

　対たい峙じするように、もうひとつ集団があった。リコを中心に全ぜん周しゆう防ぼう御ぎよ陣じんを敷しく、Ｅ６０１小隊と特務小隊ロイヤルガードの混成集団だ。

　眼の前に立ちはだかる敵から眼をそらさず、リコが言う。

『ミソラ、レクティ、ブレア。わたしの護衛は任せるぞ』

『うん……っ！』とミソラ。

『了解です……っ！』とレクティ。

『任せるがよいぞ……っ！』とブレア。

　そしてリコは精神統一を行うために眼を瞑つぶる。

　その瞬しゆん間かん、最後の戦いの幕が切って落とされた。

　状じよう況きようが一気に動く。《キメラ・リゲル》の各所からは、リコに対し、熱線がバルカン砲ほうのように放たれた。熱線の弾だん幕まくを縫ぬうように、蜂型小型種が密集陣じん形けいのまま突つっ込んでくる。

　本来ならば回かい避ひ行動に移り、間合いを取るべき状況。だが、目を瞑っているリコに逃にげることは叶かなわない。

　その代わり。リコの周囲には、堅けん牢ろうな防御が敷かれていた。

『ここは死んでも通さないわ……っ！』

　リコの正面には、頑がん丈じような盾たて。ミソラが魔ま術じゆつ障しよう壁へきを展開し、熱線を必死に防いだ。

『リ、リコさん……っ!?　そのぅ……せ、背中は任せてください……っ！』

『リコさん、わたしもリコさんのカバーに回ります。だから安心してくださいね』

『うぬ。アイゼナッハの名にかけて、そなたに手出しはさせん……っ！』

　リコの側面には、強力な矛ほこ。レクティとブレアが二に閃せん十じつ殺さつと名高き、魔ま双そう剣けんを振るう。

　ユーリもＥ６０１小隊の輪に入っていた。

　そこに特務小隊ロイヤルガードも加わっている。

『リコちゃんの邪じや魔まはさせない……っ！　ミソラちゃん、わたしも手伝うよ』

　ミソラの魔術障壁を補強するように、隣となりでクロエが魔術障壁を展開する。ロイドも残った魔力を振り絞って戦闘を継けい続ぞくする。

『レクティ、ブレア。絶対リコに敵を近づかせるんじゃないわよ……っ！』

『は、はい……っ！　リ、リコさんには指一本触ふれさせません……っ！』

『心得ておる……っ！　ミソラこそ、魔術障壁を抜ぬかれるでないぞ……っ！』

『生憎あいにくとあたしは魔力量の多さが取とり柄えなのよ……っ！』

『ユーリ、ロイド。Ｅ６０１小隊に負けちゃダメだよ』

『もちろんです……っ！　リコさんはわたしの親友ですから……っ！』

『予科生だけに恰かつ好こうをつけさせては、特務小隊ロイヤルガードの名が廃すたります。カナタも体を張っていますしね』

　ロイドの視線の先には、〈ホウキ〉に乗ったカナタの姿。彼は《キメラ・リゲル》の音響衝撃波ソニツクウエーブの殺傷範はん囲いぎりぎりを飛び回り、敵の動きを牽けん制せいしている。

　戦域に散らばっていた全ての存在がリコを守護していた。

　誰もがわかっているのだ。

　この戦闘の帰き趨すうを決めるのがリコであることを。

　そして決闘のルールはシンプルだ。制限時間内に、リコが《キメラ・リゲル》の全身にある黒こく晶しようを貫つらぬければ、勝ち。それ以外なら負け。

　さきほど発動した、多弾頭射撃マルチシヨツトで一気に貫くのだ。

　制限時間。残り二十二秒──

　リコの傍かたわらで、フロンが言う。

『いい仲間たちね。小隊がひとつの組織として、明確な目標に向かっている。まるでひとつの生き物みたいだわ』

　眼を瞑ったままリコが答える。

『ああ。こうまでして付き合うお馬ば鹿かたちのために。まさかここで無様な真ま似ねをするわけにはいかないな』

　まさかこうまでして自分を護ってくれる仲間の想いを無下にはできない。

　そして、リコの双そう眸ぼうが見開いた。

　その瞳ひとみは、神の領域へと足を踏ふみ入れし、不可知の瞳。

　時間と空間の概がい念ねんすら支配下に置き、理論世界の産物を『視みる』ことができる。

　無数の未来の分ぶん岐きを覗のぞき、統すべる神の瞳。

　だからこそ人々はその瞳のことをこう呼んだ。〝神憑きツヌグイ〟と。

　仙せん人にんのように澄すんだ眼まな差ざしで、リコが《キメラ・リゲル》を瞳に捉とらえる。すると時が止まり、ありとあらゆる角度からその個体を見渡す感覚を覚えた。

　時間の前後と空間の向こう側すら掌しよう握あくしているのだ。

《キメラ・リゲル》の全身の黒晶が見える。数えなくても総数がわかった。総数二一六。周囲の蜂型小型種の動きもわかった。数秒先に、これら四十体がどの位置に動くかも。

　例えるなら、『女神』になったとでもいうのだろうか。

　全ての起こりうる可能性──未来が覗ける。それは可能性の分岐。僅わずかな誤差で変動する不確定事じ項こう。

　膨ぼう大だいな演算処理を強しいられる脳から激痛が奔はしり、思わず貌を歪ゆがめる。

　だが、ここで弱音を吐はくわけにはいかない。

　歯を食いしばり、リコは魔銃を構えた。

　全ては自分を信じて盾となってくれる仲間たちのために……！

　周囲をいまだに無数の蜂型小型種が飛び交かっている。しかし、狙そ撃げきすることにもう恐きよう怖ふを覚えなかった。

『行くぞ、これで終わりだ……っ！』

　旧世界の女神の名、〈アテナ〉を冠かんする魔銃の銃口の先に。巨きよ大だいで、球形の青白い魔ま力りよく弾だんが生み出され、リコが引き金を絞る。




　魔銃戦技──多弾ステイ頭ンガー弾レイン・殲滅雨フルバースト




　巨大な魔力弾が四度分ぶん裂れつ。二五六発の青白い魔力弾の雨となって、一気に《キメラ・リゲル》へ降り注いだ。

　ある弾だん道どうはぐにゃりと弧こを描き、またある弾道は真っ直ぐに突き進む。全ての射しや撃げきが独立した軌道を描き、《キメラ・リゲル》の黒晶を悉ことごとく貫いた。

《キメラ・リゲル》が断だん末まつ魔まの叫さけび声ごえをあげる。

　全身が粒りゆう子し状分解していく《キメラ・リゲル》。それは巨大な輝かがやきの塵ちりとなり、果てる。瞬またたく間まにその巨体は消失し、辺り一面に蒼そう穹きゆうの空が広がっていた。

　今度こそ勝負が付いた。

　静けさを取り戻もどした世界で、リコがフロンを見やる。

　フロンはなにも言わずに、唇くちびるを動かす。

　周りの他の誰にも伝わらなかったが、リコにだけは伝わった。

　無様から見事と呼ばれるようになったのは、認められたということか。

　リコが普ふ段だんと変わらぬ澄まし貌で告げる。

『ふっ、わたしが狙撃を放ったのだ。当然の結果だ』

　そして喜ぶミソラたちを見やり、

『といいたいところだが、仲間の助けなしでは、いまの狙撃は不可能だった。ミソラたちを頼たよったのは不本意だが、感謝せねばなるまい』

　どこか誇ほこらしげに、リコはさっと後うしろ髪がみを搔かきあげた。




　　　　＊＊＊




　墜つい落らくした偵てい察さつ艇てい。中央電算室。

　本来なら無数のサーバーが、薄うす暗ぐらい明かりを漏もらす空間。だが、ここのサーバーは全て機能を停止していた。

　中央電算室の隅すみに固定されたオレンジ色の四角い箱を、カナタが発見する。枕まくらほどの大きさのフライトレコーダーだ。外装の固定具を外し、カナタがそれを抱かかえる。

「うしっ、フライトレコーダーの回収完かん了りよう。これで任務終了だな」

「うん、お手伝いありがとう」

　マグライトを片手に、クロエがやんわりと微笑ほほえんだ。

　フライトレコーダーには、偵察艇の航路情報や通信記録のデータが残されている。耐たい圧あつ、耐たい衝しよう撃げき性に優すぐれているので、データも損傷していない可能性が大きい。

「そういや、偵察艇内の要救助者の捜そう索さく活動はしたのか？」

「ううん。まだぜんぜん調査にすら入ってないよ」

「なら全部調べて回る必要があるみたいだな」

　ここまで来る途と中ちゆう、奇き妙みようなことに遺体が一つも見当たらなかった。

　全員が船外で戦せん闘とうしたとは考えにくい。誰だれかが埋まい葬そうしたと考えるのが妥だ当とうだろう。

　なんとなくわかる。この偵察艇内部には誰か生存者がいる。

　そんなとき。不意に声がかかった。

「その必要はありませんわよ」

　白いワンピースを纏まとった金きん髪ぱつの少女が、不意に入口から姿を現した。

「なるほど。あなたがたの目的は、フライトレコーダーを回収することでしたのね」

　警けい戒かいし身構えるカナタとクロエをよそに。少女の視線は好意的なものだった。

　あの三位一体の変キ異メ種ラが破は壊かいされたのは予想外だ。だが、それ以上に収しゆう穫かくがあった。まさか呪じゆ力りよくだけではなく、《崩ほう力りよく》を扱あつかえる人物がいるとは……

　おそらくはその人物は、いま目の前にいる子たちが所属する浮ふ遊ゆう都市にいるのだろう。三位一体の変キ異メ種ラが撃破された戦闘で、たしかに少女は《崩力》の気配を感じた。

　こいつ本当に人間なのか？　カナタが険しい双眸を向ける。

　墜落してから生き延び続けた、たった一人の生存者。特性の強い変キ異メ種ラが、偵察艇の周囲に網あみを張っていたにもかかわらずだ。

　見たところ、戦闘員のようには見えない。なのに変キ異メ種ラたちの目を逃のがれ、生き延び続けるとは……

　カナタと視線が合い、少女が微び笑しようする。それからワンピースの裾すそをあげ、恭うやうやしくお辞じ儀ぎをしてみせた。

「初めまして。エリス・ヴィーゲルトです。救助をお願いできるかしら」
















　それは、さらなる波乱の幕開けだった。
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　墜落した偵察艇。上部甲かん板ぱん。

　蒼穹の空に、異形の存在は一いつ切さい見当たらない。

『フライトレコーダーの回収を完了。要救助者を一名確保。周囲に敵てき影えいなし。警戒状態を解除します。……みんな、お疲つかれさま』

　長い戦いが幕を閉じた。クロエがようやく肩かたのチカラを抜く。張りつめていた緊きん張ちよう感かんが薄うすれ、どっと疲ひ労ろうが押し寄せる。

　しかし、疲労以上に達成感があった。墜落した偵察艇の甲板には、さきの戦闘に参加した面々とエリスが集合していた。

　特務小隊ロイヤルガードとフロンは、エリスにあれこれ尋たずねている。一方ミソラたちは、甲板に円えん陣じんを組んで集まっていた。

　大おお粒つぶの涙なみだを浮うかべてレクティが言う。

「リ、リコさん……っ!?　心配したんですからね……っ!?（ぐすん）　あのままトイレで会ったのが最後で、あとリコさんと会えなくなるかもしれないと思ったら、わたし、わたし……っ!?（ぐすんぐすん）」

「すまなかったなレクティ」

「そうであるぞリコ。そなた、なにゆえ声をかけんのだ……っ！　まったく。一言声をかけてもらえば、私は戦場へ赴おもむく覚かく悟ごはできたというに」

「ああ。次からはそうする」

　みんなから一通り声をかけられたあと、リコが本音をぽつりと漏らす。

「これで、わたしも少しは完かん璧ぺきに近づけただろうか……」

「べつにさ、完璧じゃなくてもいいんじゃねーの？」

　そう口にしたのは、カナタだった。

「優れたチカラを持つ特務小隊ロイヤルガードが護衛についても、お前の狙撃は成功しなかった。でも、ミソラたちが護衛についたら、お前の狙撃は成功しただろ」

　そう言って、カナタが言葉を紡つむぐ。

「なあリコ。お前は仲間を信じて、仲間を頼った。『空士の絆きずな』で結ばれることで、空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーと特務小隊ロイヤルガードを危機から救うことができた。これだけの成果を出したなら、空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーから認めてもらえるよ。……なあ、そうだろ？」

　カナタの視線の先には、こちらへ歩いてくるフロンの姿があった。自力で歩けるぐらいには回復したらしい。

「リコ・フラメル候補生」

　フロンがあらたまった口調で告げる。

「今回あなたが犯おかした過あやまちはたくさんあるわ。待機命令違い反はん、撤てつ退たい命令違反、特務で得た情報の乱用など数えきれないくらい本当にたくさんよ」

　それからふっと表情を和やわらげ、柔にゆう和わな笑えみを零こぼす。

「でも、あなたが来なければあの変キ異メ種ラを倒たおすことはできなかった。ありがとう、リコ」

「ふっ、礼には及およばないぞフロン」

　相変わらず名前で呼ばれた。けど、あのとき姉さんって呼んでくれたし、今日ぐらいは見み逃のがしてやるわ、とフロンは思う。

　そのあとフロンは特務小隊ロイヤルガードの輪に加わり、どう撤退するか打ち合わせに入る。すでに特務小隊ロイヤルガードが乗ってきた高速艇は破壊され、〈ホウキ〉の数も足りないからだ。

　事情を説明され、カナタはミソラたちに尋ねた。

「そういや、お前らはどうやってここまで来たんだ？」

「うん。飛空艇に乗ってきたの」

「へー、やるじゃねーか。ちょうど帰りの足がなくて弱ってたところなんだよ」

「えへへ、偉えらいでしょ……！　……そ、そのじつはさ、飛空艇を盗ぬすんじゃったんだけど。非常時だったから赦ゆるされるわよね？」

　醒さめたようにカナタが言う。

「いや、それはどうだろうな」

　その途と端たん、和なごやかな場の空気が一変した。

「え……っ!?　え……っ!?　ダ、ダメなの……っ!?」

「あ、あのぅ……カナタさん。わたしはダメだって言ったんですけど、ミソラさんが『例外のない規則はない』って主張して」

「うぬ、主あるじよ。レクティの言っておることは本当です。たしかにミソラは『例外のない規則はない』と主張しておりました」

「あ、あんたたち裏切ったわね……っ!?」

　しれっと小隊長を売る隊員二人。さきほどまで晴れやかだったミソラの表情が豹ひよう変へん。罪をなすりつけるレクティとブレアに食ってかかる。

　そんな仲間同士の喧けん騒そうを外れて。蚊か帳やの外に置かれたリコに、カナタが尋ねる。

「そんでリコ。俺が提示した残留条件はクリアしたけど、どうする──？」







　エピローグ








　フライトレコーダーの回収任務はこうして幕を閉じた。

《ミストガン》に帰き還かんしたカナタたちを迎むかえたのは、待ち構えていた〈レイブンネスト〉だった。

　空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーを始めとした負傷者は病院へ搬はん送そうされ、エリスはゲスト待たい遇ぐうで歓かん待たいされ、特務小隊ロイヤルガードは家路についた。

　だが、カナタたちはというと……発着場について間もなく〈レイブンネスト〉に拘こう束そくされた。ミソラたちがフロンたちを救助に行くためとはいえ、飛空艇を無断使用──罪状は強ごう奪だつ──していたことが発覚したからである。

　担当教官として任意同行されるカナタを見て、クロエたちが弁護しようとした。しかし、カナタはそれを目で制した。特に指示がなく、飛空艇を無断使用したことは事実だからだ。

　それにミソラたちはリコを連れ戻もどすために、飛空艇を無断使用したのだ。クロエたちを助けるためではない。

　結果として、空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーと特務小隊ロイヤルガードも救きゆう援えんできた。それで充じゆう分ぶんなので、カナタは自己弁護しなかった。仲間を救い出せたという結果だけが大事であり、他のことなどどうでもよかったのだ。ミソラたちも大事な仲間であるリコを連れ戻せて満足していたのだろう、カナタに倣ならった。

　そして翌朝。空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーの温情により、一晩中反省文を書かされることで、カナタたちは解放された。

　しかし、生憎あいにくとこの日はランキング戦当日であった。







　Ｅ６０１小隊のランキング戦開始前──

　闘とう技ぎ場の前には、リコの姿があった。

　まだ開場して間もない。観戦席への人の入りもまばらの時間帯だ。

　リコは正面の入場口で、ある人物がやってくるのをずっと待っていた。そして目的の人物を見つけ、声をかけた。

「アーネスト教官」

「おおっ。リコ・フラメルではないか」

「スカウトの件で話があるのだが……」

　そしてリコは返事を伝えた。




　　　　＊＊＊




　闘技場。観戦席。最前列。

　膝ひざ元もとの感かん触しよくに困りながら、カナタはふぁーと欠伸あくびを漏もらす。一昨日おとといからろくに眠ねむっていない。

　それでも観戦席へ足を運んだのは、ランキング戦を見届けるためだ。

　……早く始まってくんねーかな。眠いんだけど。

　だるそうにカナタが辺りを見回すと、こちらへ歩いてくるクロエの姿を見かけた。

「病院行ってきたんだろ。右みぎ腕うではどうだった？」

「うーん、ヒビが入ってるって。しばらく運動を控ひかえるように言われたかな」

「ウィザードなら、全治二週間ってあたりか。……そんで空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーは？」

「当分は病室でゆっくりするみたい。最近は働きすぎだったから、ちょうどいいんじゃないかな」

「ま、あの人は他人に厳しく、自分にはもっと厳しいからな」

　クロエがさりげなく尋ねる。

「ねえ。レアルが取り込まれたあのチカラのことを覚えてる？」

「……ああ。覚えてるよ」

「わたしはあのチカラを──危険だと思ってる」

　一いつ瞬しゆん時間が凍こおったような気がした。

　はっきりと伝えられ、カナタには返す言葉がない。そのあとクロエは、何事もなかったように天使のような微笑ほほえみを零しながら、

「それと、ずいぶんと懐なつかれてるみたいだね……」

　そう言って、クロエはカナタの膝元を見やる。そこには、すーすーと規則正しい呼吸音で居眠りするユーリの貌があった。

「さっきまでは起きてたんだけどな」

　カナタは経けい緯いを説明する。

「どうやら俺たちが帰ってくるまで、一晩中寮りようで寝ねないで待っていたらしい。そんで一いつ緒しよにミソラたちのランキング戦を観みに来たんだけど疲れて寝ちまったみたいだ。しょうがないから膝を貸してやってる。ま、特務小隊ロイヤルガードは俺たちより遥はるかに過か酷こくな戦闘だったからな。これぐらいサービスしてやるよ」

　幸せそうに眠るユーリの貌を見て、クロエが天使のように微笑んだ。

「ふふっ、なんで寝ないで待っていたのかなー」

「仲間が心配だったからだろ」

「あれれ、本当にそれだけって思ってるの？」

「んっ、それ以外になにか理由があるのか？」

「……まあ、カナタがそれでいいならいいけど」

　どこか呆あきれたように告げ、クロエは闘技場のフィールドを見た。

　いままさに対戦せんとするミソラたちが、それぞれのポジションに就ついている。

「それで今日はミソラちゃんたち勝てそうかな？」

「ま、相手の小隊を甘く見てはないだろうし、いざっていうときはちゃんと連れん携けいできると思うぜ。個々人の能力を比ひ較かくしても、最も早はやＥランク小隊で敗北するレベルじゃねーよ」

　そう言ってカナタもミソラたちを見やり、断言する。

「でも、今日は負けるだろうな」

「うん、今日は負けるだろうね」

　二人の視線の先には、眠いのを我が慢まんして、必死に戦おうとするミソラたちの姿があった。







　闘技場。フィールド──

　重い瞼まぶたに耐たえかね、こっくりこっくり船をこぐミソラ。魔ま砲ほう剣けんの重みに腕うでを引っ張られ、武装を取り落としそうになる。

　そのときになって、ようやく彼女は目を醒ました。

　ま、まずい……っ!?　い、いま一瞬寝てた……っ!?

　いくら疲つかれているとはいえ、飛行魔ま術じゆつを発動しながら居眠りするなんて……っ!?

　反省したミソラが慌あわてて辺りを見回す。リコから移い籍せきを取りやめる話を、まだもらっていない。このランキング戦で、自分たちの圧あつ倒とう的てきなチカラを見せつけ、リコの憂うれいを完全に払ふつ拭しよくしなければならないのだ。だというのに……

『レクティ、ブレア……っ！　もうすぐ戦闘開始よ。気を引き締しめ……』

　言いかけ、ミソラは口をつぐむ。

　前衛に展開しているはずのレクティとブレアの姿が見当たらない。

　ミソラが慌てて二人の姿を探すと、魔ま双そう剣けんを構えたままグラウンドで居眠りしているレクティとブレアの姿があった。

『え……っ!?　も、もしかして二人とも寝てるの……っ!?』

　そう口にしたとたん、赤色発はつ煙えん弾だんが上空に高々と打ち上がった。

　試合開始の合図だ。

　気まずい表情を浮うかべたミソラの視線の先。そこには、困ったようにこちらを見てくる対戦相手の小隊の姿があった。

『あ、あの……っ！　ちょ、ちょっと、ま、待っててね……っ！　タ、タイム……っ!?』

　長い歴史があるランキング戦の最中に、中断タイムを使ったのは、ミソラが初めてだろう。

　中断タイムなんてルールはないのだが、相手はさいわいにも待ってくれた。

『お、起きなさいよレクティ……っ!?　ほ、ほらっ、もう試合開始よ……っ!?』

　大急ぎでレクティのもとへ飛行し、ミソラはすーすーと鼻で息をするレクティを起こそうとする。

　魔砲剣を光の粒りゆう子しにし、消失させる。それから、うつ伏ぶせに寝ている体を抱かかえ起こし、レクティの頰ほおをぺちぺちと叩たたいた。

『レ、レクティ……っ!?　お、起きて……っ!?　もうランキング戦が始まってるわよ……っ！』

『（むにゃむにゃ）も、もう食べられません。カナタさん手作りのマロンケーキ、おいしいですぅ……』

　なんだか幸せそうな表情で、寝言をつぶやくレクティ。

　ミソラが必死に呼びかけるも、目を醒さまさない。

『あ、あの……っ!?　も、もうちょっと待ってくれる……っ!?』

　気まずくなりつつも、ミソラは対戦相手の小隊にお願いする。向こうは快く承しよう諾だくしてくれた。

　慌てたミソラは、次にブレアへ駆かけ寄った。

『ブ、ブレア……っ!?　お、起きなさいよ……っ!?』

『（むにゃむにゃ）あ、主あるじよ。一緒のベッドに入るとき、ほ、本当に服を着ないといけないのでしょうか……っ？』

『着なさい……っ！　絶対着なさい……っ！』

　ブレアの寝言にツッコミを入れるミソラ。

　問題発言からか。対戦相手に迷めい惑わくをかけているからか。

　わりと容よう赦しやなくブレアの頰をぺちぺち叩いた。だが、彼女は一向に眼を醒ます兆きざしがない。

　ど、どどど、どうしよう……っ!?　ミソラの貌が青ざめる。

　こ、ここであたしたちが負けるようなことがあれば、リコが移籍を決定するかもしれないのに……っ!?

　この状じよう況きようで戦闘できるのは、ミソラだけ。なまじ体力自じ慢まんである彼女だけが、睡すい魔まに立ち向かえていた。

　しかし、次の瞬しゆん間かん。ミソラの頭がくらっとする。

　ね、眠い……っ！　なんだか今寝たら二日間くらいは寝続けられそうな気がする。

　ミソラとてすでに眠くて仕方がないのだ。

　それでも小隊長として。リコを引き留めねばという責任感が、ミソラを動かし続ける。

　レクティもダメ、ブレアもダメ。

　そういえばリコは……？　──いた……っ！

　すでに試合開始だというのに、後衛で魔ま銃じゆうすら構えず、リコは腕を組んでいる。

　もしかして……ミソラが疑念を抱いだきながら近づき、

『ひ、飛行魔術を発動したまま寝てるし……っ!?』

　ミソラは慌ててリコの肩かたをゆすった。すると、リコが重い瞼を開ける。

　他の二人と違ちがい、普ふ段だんから疲れることが嫌きらいなリコは、体力的に余よ裕ゆうがあったのだろう。

『んっ、寝ていたのか』

　それからリコは悠ゆう然ぜんと周囲を見み渡わたす。

　こちらへ注目する観戦者、対戦相手の小隊、審しん判ぱんなど闘技場に居合わせた全すべての人々が自分に注目していた。

　口元に笑みを浮かべ、リコはさっと後うしろ髪がみを搔かきあげて告げる。

『ふっ、女神なわたしに惚ほれるなよ』

『……………………』

　久しぶりに聞いた台詞せりふに、ミソラが絶句する。

『そういえば言い忘れていたことがある』

　そんなとき、リコが想い出したかのように言う。

『じつは、移籍を取り消す件はアーネスト教官にもう伝えた。キミたちはお馬ば鹿かだから、わたしが一緒にいてやらないと不安だ。……それとミソラ。わたしはプライドが高いから一度しか言わないぞ』

　ぼそっとリコが口にした。

『昨日の救きゆう援えんに感謝する』

『リコ……』

『じゃあそういうことだ。わたしは家に帰って寝るぞ』

　気を取りなおすように言い、リコはフィールドの外へと飛び立って行った。

　どうやらランキング戦に参加する意思はないらしい。おそらく今日貌を出したのは、ミソラたちにさきほどのことを伝えるためだったのだ。

『え……っ!?　あ、あたしたち、やったの……っ!?』

　状況の変化にどうにか思考が追いつき、

『な、なら、あ、あたしも……お、お休みなさい』

　小隊分ぶん裂れつの危機をどうにか乗のり越こえたミソラの肩から、ふっとチカラが抜ぬける。すると想像を絶する眠気が押し寄せ、ミソラはゆっくりと降下しながら、眠ねむりに入った。







　闘技場。観戦席。最前列。

　長い沈ちん黙もくのあと、カナタが他ひ人と事ごとのように口にした。

「ま、こうなるだろうな」

「うん、こうなるだろうね」

　あまりにもシュールな光景に、カナタもクロエもほかに言葉がなかった。こういうときって勝敗はどうなるんだろ？　とカナタは思う。審判の判定は、Ｅ６０１小隊の途と中ちゆう棄き権けんによる敗北だった。

　観戦席からはブーイングが湧わきおこる。あの交流戦の心躍おどる戦いに魅ひかれた者たちが、一度ならず、二度までも期待を裏切られたことに腹を立てているのだ。

　……でも、さすがにこれは仕方ねーよな。

　ふぁーと欠伸あくびをするカナタ。するとフィールドから真っ直ぐこちらへ飛んできたリコが、カナタの正面に着地した。

「どうしたんだよリコ？」

「眠くて家まで帰れない。おんぶしてくれ」

「（むにゃむにゃ）お、おんぶ……っ!?」

　カナタに膝ひざ枕まくらして寝ね入いっているユーリが、寝言でつぶやいた。そのままユーリは目を擦こすり、身を起こし始める。

「？　なんで俺がそこまでする必要があるんだよ？」

「移籍するか悩なやみつつも訓練に参加したことに敬意を表して、なんでもひとつお願いを聞いてくれると約束しただろう」

　んっ、そういえばそんなことを言ったような……

「へいへい、わかったよ」

　頭の後ろを搔きながら、カナタが告げた。

　この前の戦せん闘とうでリコは頑がん張ばったし、少しぐらい甘やかしてもいいか。

　カナタがリコを背負う。そんなとき眼を醒ましたユーリは、寝ねぼけ貌が一転。まるで世界が崩ほう壊かいしたような貌をする。

「？　どうしたんだよユーリ？」

「ひ、人が寝ている間になんてことを……っ!?　まさか寝取ろうとするなんて……っ!?　お、おんぶなんて赦ゆるしません……っ！」

「ふふっ、ユーリ。今日ぐらいは見み逃のがしてあげなよ」

　一連の流れを目もく撃げきしていたクロエがやんわりとたしなめる。

　だがユーリは寝ぼけているらしい。再び瞼が重くなる。

「（むにゃむにゃ）ダ、ダメです……。カ、カナタ先せん輩ぱいは、譲ゆずるわけにはいきません」

　寝言のように言い、珍めずらしく駄だ々だをこねた。

　一通り言い分を聞いたあと、リコが言う。

「なら仕方ない。キミには、わたしとユーリの二人をおんぶしてもらう。これなら完かん璧ぺきだろう」

「（むにゃむにゃ）はい、そ、それならいいです……」

　納得したように告げると、安心したかのようにユーリは再びすーすーと寝入った。リコが言う。

「さて、これで問題ないだろう。では、頼たのむ」

「……お前っていい性格してるよな」

「ふっ、当たり前だ。わたしを誰だれだと思っている」

　リコがさっと後ろ髪を搔きあげ、自信満々に言い放つ。

「わたしの名前は、リコ・フラメル。女神の生まれ変わりだぞ。……それと移い籍せきを取りやめることにしたから、除隊届けは捨てておいてくれ」

「ま、そうくるだろうと思って。もう燃えるゴミに出してあるよ」

　かくしてＥ６０１小隊は、連敗記録を更こう新しん。合計十四連敗の新記録を樹立することとなった。







　あとがき







　お世話になっております。諸もろ星ぼし悠ゆうです。

「空戦」シリーズも４巻を迎むかえることとなりました。

　デビューとなる「空戦」１巻の発売が２０１３年７月だったので、４巻でちょうどデビュー一周年になります。諸星悠、一歳になりました。




　一周年というめでたきこの巻で、重大発表をさせて頂きますっっっ！

「空戦魔導士候補生の教官」アニメ化企画進行中です……っ！

　詳くわしい情報は追い追い発表させて頂きますが、とにかくうれしいです。

　とてもうれしいです。




　これも皆みなさまのおチカラ添ぞえのおかげです。




　とくに「空戦」を世に送り出せたのは、担当編集さんの助力によるところが大きいです。本当にお世話になっております。




　さて、他にも幾いくつか発表とご報告がございます。




　４巻と同時に発売される『ドラゴンマガジン９月号』（２０１４年７月19日発売）から、短編連れん載さいが始まります。本編ではなかなか見ることのできない、ミソラたちの日常生活や学園生活が見られますので、ご覧いただけるとうれしいです。

　ちなみに９月号の短編は、レクティ回となっております。




　さらにさらに、ドラマＣＤ化も決定いたしました。今秋発売予定ということで、今からミソラたちがどんな声になるのか楽しみです。

　この巻に入っている折り込みチラシ『ファンタジアチャンネル』では、「空戦」のコラムを掲けい載さいしておりますので、そちらもよろしければ……




　そしていよいよ、「空戦」コミカライズの連載スタートですっっっ！

　開始号の『月刊コミックアライブ９月号』（２０１４年７月26日発売）は、なんと一挙２話掲載です。豪華！

　作画は、獅し童どうありす先生です。

　キャラデザや設定画を拝見させて頂いたのですが、超美麗です。獅童先生には、頭があがりません。本当にありがとうございますっ！

　私はお馬ば鹿かなので、ご迷めい惑わくをおかけするとは思いますが、よろしくお願いいたします。




　最後に謝辞を。

　担当編集さまへ。お陰さまで無事に出版までこぎつけることができました。今回は特にご迷惑おかけいたしました。本当にありがとうございます。

　甘あま味みみきひろさまへ。いつも綺き麗れいなイラストありがとうございます。新キャラのあの子も、とても可愛いです。本当にありがとうございます。

　関係者の皆さまへ。企画や、流通や販はん売ばい、印刷など、いつもお世話になっております。ありがとうございます。

　読者の皆さまへ。皆さまのお陰でここまで来ることができました。ありがとうございます。これからも応おう援えんをよろしくお願いいたします。




　では……次は５巻でお会いしましょう。










空くう戦せん魔ま導どう士し候こう補ほ生せいの教きよう官かん４








諸もろ星ぼし　悠ゆう
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